
 

 

博士論文  

ビデオモデリングおよびビデオフィードバックを用いた自

閉症スペクトラム障害児への行動支援  

 

2013 年度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

榎本  拓哉  

明星大 学大 学院  

人文学 研究 科心理 学専 攻  



 

 

 

目次  

 

第一 部．  序論  

 

  

 1.自閉症 スペク トラ ム障 害の 概要    

1-1.自閉症 スペク トラ ム障 害の 歴史  ・・・・・・・・・・・・・ 2  

  1-2.自閉症ス ペク トラ ム障 害の特 性  ・・・・・・・・・・・・・ 2  

 2.応用行 動分析 と自 閉症 スペ クトラ ム障害 への 支援    

  2-1.応用行動 分析 の概 要と 分析単 位  ・・・ ・・ ・・・ ・・  4  

  2-2.自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 へ の 療 育 と ロ バ ー ス プ ロ グ ラ ム  ・・・ 6  

  2-3.従来型療 育プ ログ ラム の限界  ・・・・・・・・・・ 8 

 3.観察学 習を用 いた 自閉 症ス ペクト ラム障 害児 への支 援    

  3-1.ビ デ オ を 用 い た 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 へ の 支 援 プ ロ グ ラ ム  ・  9  

  3-2.ビデオモ デリ ング  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・  10  

  3-3.ビデオフ ィー ドバ ック  ・・・・・・・・・・・・・ 17  

  3-4.ビデオを 用い た支 援プ ログラ ムの検 討点  ・・・・・ 20  

  3-5.行動分析 から の仮 説モ デルの 構築  ・・・・・ 21  

 4.本研究 の目的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43  

 

第二 部． 本 論  

 

  

 研究 １： ビデオモデリング手続 きの検 討  

 知的 障害を 伴った 自閉 性 障害児 に対す る余暇活 動スキ ルの 獲得  

 

  1．研 究１ の目 的  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・  47  



 

 

  2．方 法  

   2-1.参加児 と問 題の 分析  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 47  

   2-2.介入場 面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49  

   2-3．研 究デ ザイ ンと介 入方 法  ・・・・・・・・・・・・・・ 51  

   2-4.標的行 動   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 61  

   2-5.研究期 間  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62  

   2-6.測定方 法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62  

   2-7.観察者 間一 致  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63  

   2-8.研究の 倫理的 配慮に ついて  ・・・・・・・・・・・・・・・ 63  

  3.結果  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・  63  

  4.考察  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72  

  

 研究２：ビデオフィードバック手続 きの 検討①  

 重 度 知 的 障 害 児 の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 用 い た 行 動 修 正  

 自 由 遊 び 場 面 で の 不 適 切 行 動 の 修 正 か ら   

 

  1．研 究 2 の目 的  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・  77  

  2．方 法  

   2-1.参加児 と問 題の 整理  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 77  

   2-2.標的行 動  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78  

   2-3.介入場 面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78  

   2-4.研究デ ザイ ンと 介入 方法   ・・・・・・・・・・・・・・・・ 81  

   2-5.研究期 間  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・  82  

   2-6.測定方 法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 83  

   2-7.研究の 倫理的 配慮に ついて  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 84  

  3.結果  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・  84  



 

 

  4.考察  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 86  

 

 研究３：ビデオフィードバック手続 きの 検討②  

 言 語 報 告 場 面 で の 重 篤 な 行 動 問 題 を 示 す ア ス ペ ル ガ ー 児 の 行 動 修 正  

 

  1.研究 ３の目 的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 90  

  2.方法  

   2-1.参加児  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 90  

   2-2.研究場 面   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91  

   2-3.研究デ ザイ ンと 介入 方法  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 93  

   2-4.標的行 動お よび 測定 方法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 95  

   2-5.研究の 倫理的 配慮に ついて  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 95  

  3.結果  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・ ・  96  

  4.考察  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100  

 

 研究 ４： ビデオフィー ドバ ック 手続き の検討 ③  

 自閉 性障 害児の 小集 団デ ィス カッシ ョンへ の支 援  

 

  1.研 究 4 の目 的  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・  105  

  2.方法   

   2-1.参加児   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 105  

   2-2.研究場 面お よび セッ ティン グ   ・・・・・・・・・ ・ 108  

   2-3.研究期 間   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 111  

   2-4.標的行 動  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 111  

   2-5.研究デ ザイ ン  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 112  

   2-6.測定方 法  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・  115  

   2-7.研究の 倫理的 配慮に ついて  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 116  



 

 

  3.結果  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・  116  

  4.考察  ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・  121  

 

 研究 ５：モ デ リ ン グ お よ び ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 支 援 者 介 入  

 アス ペル ガー障 害 児支援についてのスタッフトレーニング 

 

  1.研 究 5 の目 的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126  

  2.方法    

   2-1.トレー ナー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126  

   2-2.参加児   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127  

   2-3.研究期 間   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128  

   2-4.研究場 面   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128  

   2-5.DTT の実施手 順   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130  

   2-6.研究デ ザイ ン  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 137  

   2-7.訓練方 法   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 137  

   2-8.標的行 動  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 143  

   2-9.測定方 法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 145  

   2-10.観察者 間一 致率の 測定  ・・・・・・・・・・・・・ 146  

   2-11.研究の倫 理的配 慮につ いて  ・・・・・・・・・・・・・ 147  

  3.結果  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 148  

  4.考察  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 158  

 

第三 部． 結 論（ 総 合考 察）  

 

1.ビデ オモ デリン グ手 続き  

 1-1.本稿 におけ るモ デリ ング 手続き の概要  ・・・・・・・・・・・・・・ 163  

 1-2.三項 随伴性 から の分 析お よび理 解   ・・・・・・・・・・ 163  



 

 

 1-3.臨床 的展望  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 169  

2.ビデ オフ ィード バッ ク手 続き ．     

 2-1.本稿 におけ るビ デオ フィ ードバ ック手 続き の概要   ・・・ 170  

 2-2.三項 随伴性 から の理 解  ・・・・・・・・・・・ 173  

 2-3.臨床 的展望  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 182  

3.本研 究の 課題   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 184  

4.謝辞   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 187  

引用文 献一 覧    

 



 

 

 



1 

 

 

 

第１部 序論



 2 

 

1  自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 の 概 要  

 

1 - 1 . 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 の 歴 史  

 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 は 1 9 4 3 年 に カ ナ ー （ K a n n e r ,  1 9 4 3 ）

に よ っ て 最 初 に 報 告 さ れ た 。 著 書 の 中 で カ ナ ー は 自 閉 症 ス ペ ク

ト ラ ム 障 害 と 後 に 名 付 け ら れ る 子 ど も の 特 徴 を ， ① 他 者 と の 関

係 を 持 つ 事 が 苦 手 ， ② そ の 児 童 が 外 界 と 隔 た り を 持 っ て い る と

思 わ れ る ほ ど の 極 端 な 孤 立 ， ③ 親 に 抱 き し め ら れ た り す る こ と

へ の 抵 抗 ， ④ 無 発 語 お よ び エ コ ラ リ ア （ 反 響 言 語 ） な ど の 音 声

言 語 の 欠 如 ， ⑤ 一 部 で は 非 常 に 優 れ た 機 械 的 な 記 憶 能 力 ， ⑥ 早

い 段 階 か ら の 極 端 な 偏 食 ， ⑦ 反 復 と 同 一 に 対 す る 強 い 強 迫 的 な

固 執 ，⑧ 奇 妙 な 反 復 的 行 動 ，⑨ 想 像 力 の 欠 如 と 自 発 行 動 の 欠 如 ，

⑩ 正 常 な 身 体 的 風 貌 と 報 告 し て い る 。 そ し て カ ナ ー は こ の よ う

な 特 徴 を 持 つ 児 童 を ， 早 期 小 児 期 自 閉 症 （ E a r l y  I n f a n t i l e  

A u t i s m ） と 名 付 け た 。  

 早 期 小 児 期 自 閉 症 が 報 告 さ れ た 1 9 5 0 年 〜 1 9 6 0 年 台 の オ ー ス

ト リ ア お よ び ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に は ， 心 因 論 （ B e t t e l h e i m , 1 9 6 7 ）

な ど ， 自 閉 症 が 親 子 関 係 の 希 薄 さ や 愛 情 不 足 を 原 因 と し て い る

と 信 じ ら れ て い た こ と も あ っ た が ， 現 在 は 何 ら か の 中 枢 神 経 系

の 脆 弱 性 に 起 因 し て ， 幼 児 期 ま で の あ る 種 の 特 徴 的 な 行 動 様 式

や 認 知 傾 向 を 示 す 障 害 で あ る と 捉 え ら れ て い る 。更 に 近 年 で は ，

定 型 発 達 と 自 閉 症 を 含 む 不 定 形 発 達 の 境 界 線 は 存 在 せ ず ， ス ペ

ク ト ラ ム （ 連 続 体 ） を 成 し て い る と の 視 点 よ り ， 旧 来 の 自 閉 症

（ 自 閉 性 障 害 ），広 汎 性 発 達 障 害 ，ア ス ペ ル ガ ー 障 害 を 包 括 す る
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診 断 名 と し て ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 と 名 付 け ら れ 今 日 に 至

っ て い る （ A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  A s s o c i a t i o n , 2 0 1 3 ）。  

 

1 - 2 . 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 の 特 性  

 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 は 3 つ の 領 域 で 明 ら か な 障 害 を 示 す 。

ア メ リ カ 精 神 医 学 会 が 発 行 し て い る 『 精 神 疾 患 の 診 断 ・ 統 計 マ

ニ ュ ア ル 第 5 版 ( D S M - V ) 』に よ る と ，自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 は ，

① 対 人 的 相 互 反 応 に お け る 質 的 な 障 害 ， ② 意 思 伝 達 の 質 的 な 障

害 ， ③ 行 動 ・ 興 味 お よ び 活 動 の 限 定 さ れ た ， 反 復 的 で 常 同 的 な

儀 式 行 動 な ど の 特 徴 で 診 断 さ れ て い る 。 ① 対 人 的 相 互 反 応 に お

け る 質 的 な 障 害 と は ， 言 語 を 伴 わ な い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行 動

の 障 害 ， 仲 間 関 係 の 構 築 の 難 し さ ， 他 者 と の 興 味 や 関 心 の 共 有

な ど か ら 構 成 さ れ て お り ， 非 言 語 的 な 行 動 に よ る 他 者 交 流 の 障

害 と 定 義 さ れ て い る 。 ② 意 思 伝 達 の 質 的 な 障 害 と は ， 話 し 言 葉

の 遅 れ ， 常 同 的 で 反 復 的 な 独 特 な 言 語 の 使 用 ， 社 会 性 を も っ た

物 ま ね 遊 び の 欠 如 と さ れ て い る 。 最 後 の ③ 行 動 ・ 興 味 お よ び 活

動 の 限 定 さ れ た ， 反 復 的 で 常 同 的 な 儀 式 行 動 で は ， 常 同 的 で 限

定 さ れ た 興 味 ， 機 能 的 で な い 習 慣 や 儀 式 に こ だ わ る ， 常 同 で 反

復 的 な 機 械 的 運 動 ， 物 体 の 一 部 へ 持 続 的 に 熱 中 す る こ と の 4 つ

が 診 断 の 基 準 と な っ て い る 。  

 以 上 の よ う な 特 徴 を 持 つ 事 か ら ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児

者 は 人 間 関 係 の 基 礎 と 成 る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 情 動 交 流 に 難

し さ を 抱 え ， 社 会 的 孤 立 や 重 篤 な 行 動 問 題 を 示 し や す い こ と が

報 告 さ れ て い る ( M a t s o m , 1 9 9 4 ) 。更 に ，近 年 に 至 る ま で は 予 後 も

悪 く ， 9 0％ 以 上 の 事 例 に お い て ， 日 常 生 活 上 の 問 題 が 成 人 期 ま
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で 持 ち 越 さ れ て い る と い っ た 報 告 も 成 さ れ て い る

( M a t s o n m , 1 9 9 4 ) 。 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 が 初 め て 報 告 さ れ て

か ら 約 7 0 年 が 経 過 し よ う と し て い る が ，自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障

害 児 者 へ の 支 援 は ， 特 別 支 援 教 育 （ 当 時 は 特 殊 教 育 ） の 中 で ，

中 核 を 成 す ト ピ ッ ク ス と し て 存 在 し 続 け て い る の で あ る 。  

 

2 応 用 行 動 分 析 と 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 へ の 支 援  

 

 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 へ の 支 援 を 語 る 上 で 応 用 行 動 分

析 に つ い て の 言 及 を 避 け る こ と は で き な い 。 環 境 と 個 人 の 相 互

作 用 と い う 観 点 か ら 支 援 方 法 を 構 築 し て い く 応 用 行 動 分 析 の 枠

組 み か ら ア プ ロ ー チ は ， 特 異 的 な 行 動 特 徴 を 示 す 自 閉 症 ス ペ ク

ト ラ ム 障 害 の み な ら ず ， 行 動 ， 認 知 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な ど

の 活 動 全 般 に 困 難 を 抱 え る 重 篤 な 障 害 を 有 す る 当 事 者 へ の 支 援

に 欠 か す こ と の で き な い も の で あ る 。 換 言 す れ ば ， 応 用 行 動 分

析 の 知 見 を 支 援 に 生 か し た こ と で ， 特 異 的 な 行 動 特 徴 を 示 す 自

閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 児 者 へ の 明 確 な エ ビ デ ン ス を 持 っ た 支 援 が 展

開 さ れ た と 言 え る だ ろ う 。 本 章 で は ， ま ず 応 用 行 動 分 析 を 理 論

的 に 支 え る 基 礎 研 究 と し て 行 動 分 析 学 の 概 要 お よ び 行 動 が 生 起

す る メ カ ニ ズ ム の 理 解 と 分 析 単 位 に つ い て 論 述 す る 。 続 い て ，

行 動 分 析 学 の 知 見 を 治 療 教 育 に 生 か す 応 用 行 動 分 析 と 代 表 的 な

治 療 教 育 プ ロ グ ラ ム で あ る ロ バ ー ス プ ロ グ ラ ム ( L o v a a s  

P r o g r a m ) に つ い て 紹 介 す る 。 そ し て ， 最 後 に ロ バ ー ス プ ロ グ ラ

ム に 代 表 さ れ る 伝 統 的 な 治 療 教 育 プ ロ グ ラ ム の 限 界 と 問 題 点 に

つ い て 整 理 す る 。  
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2 - 1 . 応 用 行 動 分 析 の 概 要 と 分 析 単 位  

 応 用 行 動 分 析 と は ， 行 動 分 析 と 呼 ば れ る S k i n n e r の 一 連 の 科

学 哲 学 や オ ペ ラ ン ト 心 理 学 の 基 礎 研 究 か ら 得 ら れ た 知 見 を ヒ ト

や 社 会 な ど に 応 用 し た 臨 床 学 問 の 一 体 系 で あ る 。 応 用 行 動 分 析

を 語 る た め に は ， ま ず S k i n n e r の 行 動 分 析 理 論 に つ い て 理 解 す

る 必 要 が あ る 。  

 行 動 分 析 と は ， 生 活 体 （ 行 動 の 主 体 者 ） の 行 動 の 起 因 を 内 的

な 仮 説 構 成 概 念 や 内 的 事 象 に 還 元 せ ず ， 環 境 側 に 求 め る 。 究 極

的 に は ， 行 動 の 予 測 と 制 御 を 達 成 す る た め に ， 環 境 と 行 動 と の

間 に 存 在 す る 関 数 関 係 （ F u n c t i o n ） の 解 明 を 目 的 と し て い る 。

そ の 理 論 に は ， I v a n  P a v l o v や J o h n  W a t s o n な ど の 行 動 心 理 学

だ け で な く ， C h a r l e s  D a r w i n の 進 化 論 の 影 響 を 色 濃 く 受 け て お

り ， 行 動 も 環 境 と の 相 互 作 用 に よ る 進 化 と 淘 汰 か ら 形 成 さ れ て

い る と の 視 点 を 持 っ て い る 。 行 動 分 析 の 特 徴 で あ る 『 環 境 と 行

動 と の 関 数 関 係 を 導 き ，そ の 結 果 か ら 行 動 の 予 測 と 制 御 を 行 う 』

と い う 目 的 を 達 成 す る た め に ， 行 動 分 析 で は 三 項 随 伴 性 と い う

分 析 単 位 か ら 行 動 −環 境 の 相 互 作 用 を 理 解 し よ う と 試 み て い る 。

三 項 随 伴 性 と は ， 生 活 体 の 行 動 （ B e h a v i o r ） の 直 前 に 存 在 し て

い た 刺 激 事 象 を 『 先 行 事 象 ( A n t e c e d e n t s ) 』， 行 動 の 直 後 に 起 き

た 事 象 を『 後 続 事 象 ( C o n s e q u e n c e ) 』と し て 定 義 し て い る 。先 行

事 象 は 行 動 の 直 前 に 存 在 し ， 特 定 の 行 動 生 起 の 契 機 と し て 機 能

す る 。 そ し て ， 後 続 事 象 の 内 容 に よ り ， 直 前 の 行 動 の 生 起 頻 度

が 変 化 す る と 考 え る 。 あ る 先 行 事 象 の 元 で 生 起 し て い る 行 動 の

生 起 頻 度 が 高 く な っ た 場 合 ， そ の 際 随 伴 さ れ て い た 後 続 事 象 の
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こ と を 強 化 子 と 定 義 し ， 随 伴 性 全 体 を 強 化 の 随 伴 性 と 呼 ぶ 。 反

対 に ， あ る 先 行 事 象 の 元 で 生 起 し て い る 行 動 の 生 起 頻 度 が 低 く

な っ た 場 合 ， そ の 後 続 事 象 の こ と を 弱 化 子 と 定 義 し ， 随 伴 性 全

体 を 罰 の 随 伴 性 と 呼 ぶ 。 こ の よ う に ， 先 行 事 象 −行 動 −後 続 事 象

の 変 化 か ら 生 活 体 の 行 動 を 予 測 し ， 先 行 事 象 お よ び 後 続 事 象 の

人 為 的 操 作 か ら ， 行 動 を 制 御 し よ う と 試 み る の が 行 動 分 析 学 で

あ る 。  

 1 9 5 0 年 代 後 半 に 花 開 い た 行 動 分 析 学 の 初 期 研 究 は ，ス キ ナ ー

ボ ッ ク ス と 呼 ば れ る ， 反 応 頻 度 を 自 動 記 録 す る こ と を 可 能 に し

た 実 験 装 置 で 動 物 （ 特 に デ ン シ ョ バ ト ） を 中 心 に 研 究 が 成 さ れ

て い た 。 そ し て ， 1 9 6 0 年 代 前 半 に 入 る と ， 統 制 さ れ た 実 験 装 置

お よ び 実 験 室 で の 動 物 実 験 に お い て 証 明 さ れ た 行 動 の 原 理 が ，

ヒ ト を 対 象 と し た 実 験 で 追 証 で き る か ど う か に つ い て ， 様 々 な

研 究 が 行 わ れ る よ う に な っ た （ B e a r , 1 9 6 1 ;  F a s t e r  &  

D e M y e r , 1 9 6 2 ）。 た だ し ， こ の 頃 の 研 究 は あ く ま で 実 験 室 で 確 認

さ れ た オ ペ ラ ン ト 行 動 に つ い て の 操 作 が ヒ ト に も 認 め ら れ る か

再 認 す る こ と を 目 的 と し て お り ， 近 年 の 応 用 行 動 分 析 の 研 究 主

流 と な っ て い る 随 伴 性 整 備 ， 先 行 子 操 作 ， シ ェ イ ピ ン グ な ど を

用 い た 行 動 獲 得 や 行 動 修 正 は 見 ら れ な か っ た 。1 9 6 0 年 代 後 半 に

入 る と ， 教 育 領 域 に お け る 応 用 的 手 法 （ た と え ば ， ト ー ク ン エ

コ ノ ミ ー や プ ロ グ ラ ム 学 習 な ど ） が 次 々 と 開 発 さ れ た 。 こ の

1 9 6 0 年 代 に 生 ま れ た 流 れ を も っ て ，行 動 分 析 の 知 見 を ヒ ト の 行

動 問 題 へ 適 用 し た 応 用 研 究 の こ と が 応 用 行 動 分 析 と し て 呼 ば れ

る よ う に な っ た の で あ る 。  
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2 - 2 . 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 へ の 療 育 と ロ バ ー ス プ ロ グ ラ ム  

 1 章 で 述 べ た 様 に ， 重 篤 な 行 動 問 題 と 社 会 的 孤 立 が 多 数 報 告

さ れ る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 へ の 支 援 は 特 別 支 援 教 育 の

中 心 的 な 関 心 と し て 取 り 上 げ ら れ て き た 。 し か し な が ら ， 1 9 8 0

年 代 後 半 ま で は 教 育 や 支 援 の 効 果 に つ い て 科 学 的 な エ ビ デ ン ス

を 報 告 で き る よ う な も の は ほ と ん ど 存 在 し て い な か っ た 。  

 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 に 対 す る 組 織 的 な 早 期 介 入 に つ い

て ， は じ め て 大 規 模 な エ ビ デ ン ス を 提 示 し た プ ロ グ ラ ム が ロ バ

ー ス プ ロ グ ラ ム ( L o v a a s  P r o g r a m ) で あ る 。 ロ バ ー ス プ ロ グ ラ ム

と は 行 動 分 析 の 知 見 を 利 用 し た 教 育 訓 練 パ ッ ケ ー ジ で あ り ， 自

閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 に 対 し て 基 本 的 な 生 活 習 慣 か ら 認 知 課

題 に い た る ま で ， 細 か な 課 題 分 析 と ス モ ー ル ス テ ッ プ に よ り ス

キ ル を 獲 得 し て い く よ う に 設 定 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム で あ る 。

そ の 中 で も 最 も 際 立 っ た 特 徴 が 早 期 集 中 介 入 で あ る 。 ロ バ ー ス

プ ロ グ ラ ム で は 週 4 0 時 間 以 上 の 1 対 １ の 行 動 主 義 的 な 治 療 教 育

を 推 奨 し て い る 。 そ し て ， L o v a a s ( 1 9 8 7 ) は ， 前 述 し た ロ バ ー ス

プ ロ グ ラ ム を 2 歳 前 後 の 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 1 9 名 に 2

年 間 以 上 の 早 期 集 中 療 育 と し て 提 供 し た 。 そ の 結 果 ， 7 歳 時 点

で 統 制 群 の 児 童 と 比 較 し て ， I Q が 2 0 ポ イ ン ト 以 上 増 加 し ， う

ち 9 名 が 普 通 学 級 に 進 学 し た と 報 告 し て い る 。 こ の 中 で も 最 も

予 後 が 改 善 し た 児 童 に つ い て L o v a a s ( 1 9 8 7 ) は ，「 知 能 と 適 応 行

動 の 検 査 に お い て ， 通 常 の 子 ど も と 全 く 判 別 で き な い 」 と 述 べ

て い る 。  

 上 述 し た ロ バ ー ス プ ロ グ ラ ム 以 外 に も ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム

障 害 児 へ の 療 育 の 多 く に 応 用 行 動 分 析 的 ア プ ロ ー チ が 利 用 さ れ
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て い る 。 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 の 適 切 な 行 動 と 不 適 切 な 行  

動 の 特 徴 を 修 正 す る た め に は ， 強 化 や 消 去 ， 弱 化 と い っ た 原 理

を 用 い る こ と が 行 わ れ て き た 。 こ う し た 行 動 的 介 入 に よ っ て ，

自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 の 様 々 な 行 動 を 改 善 し て き た 。 例 え

ば ，自 己 刺 激 行 動（ L o v a a s  &  S i m m o n s ,  1 9 6 9 ），攻 撃 的 行 動（ W o o d s ,  

1 9 8 2 ）， ス テ レ オ タ イ プ 行 動 （ F o x x  &  A z r i n ,  1 9 7 3 ;  H a r i n g  &  

K e n n e d y ,  1 9 9 0 ;  M u l h e r n  &  B a u e r m e i s t e r ,  1 9 6 9 ）， エ コ ラ リ ア

（ L o v a a s ,  K o e g e l ,  S i m m o n s ,  &  L o n g ,  1 9 7 3 ;  R i s l e y  &  W o l f ,  1 9 6 7 ）

の 減 少 ， さ ら に ， ア イ コ ン タ ク ト や （ M a t s o n ,  M a n i k a m ,  C o e ,  

R a y m o n d ,  T a r a s ,  &  L o n g ,  1 9 8 8 ;  M c C o n n e l l ,  1 9 6 7 ）， 発 声 ・ 発

話 （ L o v a a s ,  B e r b r i c h ,  P e r l o f f ,  &  S c h a e f f e r ,  1 9 6 6 ） の 増 加

と い っ た 障 害 領 域 で の 改 善 が 報 告 さ れ て い る 。  

 

2 - 3 . 従 来 型 療 育 プ ロ グ ラ ム の 限 界  

 大 き な 改 善 効 果 を 示 し た ロ バ ー ス プ ロ グ ラ ム で あ る が ， そ の

プ ロ グ ラ ム の 限 界 や 問 題 点 も 多 く 報 告 さ れ て い る 。 ロ バ ー ス プ

ロ グ ラ ム へ の 批 判 を 大 き く 分 類 す る と ， プ ロ グ ラ ム 実 行 コ ス ト

の 問 題 ， 行 動 般 化 の 問 題 の 2 点 に 分 け ら れ る 。  

プ ロ グ ラ ム 実 行 コ ス ト の 問 題 と は ， ロ バ ー ス プ ロ グ ラ ム の 特

色 で あ る“ 週 4 0 時 間 以 上 の 専 門 家 に よ る 1 対 1 支 援 ”を 行 う た

め に は ， 人 的 ・ 経 済 的 な コ ス ト が 高 す ぎ る と い っ た 批 判 が 報 告

さ れ て い る (榎 本 , 2 0 1 1 ) 。人 的・経 済 的 な コ ス ト を 低 減 す る た め

に ， 保 護 者 が 準 専 門 家 と し て 療 育 を 担 う 親 訓 練 ( K o e g e l ,  R u s s o  

＆  R i n c o v e r ,  1 9 7 7 ;  澤 村 ,  1 9 9 4 ) ， 親 と 専 門 家 が 恊 働 お よ び 分

担 を し て 療 育 を 展 開 し て い く ホ ー ム デ リ バ リ ー 型 支 援 (奥 田・井
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上 , 1 9 9 9  ;  榎 本 , 2 0 1 1 ) な ど の 間 接 介 入 手 続 き も 開 発 さ れ ， 一 定

の 成 果 を 上 げ て い る 。  

次 に 行 動 般 化 の 問 題 に つ い て 述 べ る 。 般 化 と は ，“ 訓 練 場 面

に お い て 形 成 さ れ た 行 動 が ， 日 常 場 面 に お い て も ， 適 切 な 場

面 で 適 切 な 人 に 対 し 生 起 す る ”こ と で あ る（ 出 口・山 本 ,  1 9 8 5 ）。

つ ま り ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 へ の 支 援 と い う 文 脈 で

の 般 化 の 問 題 と は ， 訓 練 場 面 で 形 成 さ れ た 行 動 が 訓 練 場 面 以

外 で 生 起 し な い こ と で あ る と 捉 え ら れ る （ K o e g e l  e t  a l .  

1 9 7 7 ）。  

L o v a a s ( 1 9 8 7 ) で は 報 告 さ れ て い な い が ， 他 の 1 対 1 場 面 で

の 行 動 獲 得 の 研 究 （ た と え ば ， K o e g e l  e t . a l . , 1 9 7 7 ） で は ， 獲

得 し た 行 動 の 般 化 が 確 認 さ れ な か っ た と い う 報 告 も 散 見 さ れ

て お り ，個 別 の 1 対 1 指 導 で は ，被 支 援 者 の 生 活 の 質 ( Q u a l i t y  

o f  L i f e : Q O L ) の 向 上 に は 還 元 さ れ に く い と 考 え る こ と も で き

る 。  

 

3 .観 察 学 習 を 用 い た  

自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 へ の 支 援  

 

3 - 1 . ビ デ オ を 用 い た 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 へ の 支 援 プ ロ グ ラ

ム  

前 章 で 取 り 扱 っ た 般 化 の 問 題 を 解 決 す る た め に ， 様 々 な 支 援

方 略 が 開 発 さ れ て い る 。 そ の 中 で も ， 近 年 報 告 が 成 さ れ て い る

新 し い 手 続 き に ， 自 閉 症 を 含 む 自 閉 障 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 へ の

観 察 学 習 を 利 用 し た 支 援 プ ロ グ ラ ム が あ る 。 自 閉 性 ス ペ ク ト ラ
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ム 障 害 児 は 通 常 学 級 な ど の 自 然 な 状 況 下 で は 注 目 す べ き 刺 激 や

モ デ ル が わ か ら な い こ と や 問 題 行 動 に よ る 妨 害 で 観 察 学 習 が 進

ま な い な ど の 否 定 的 な 結 果 が 報 告 さ れ て い る （ V a r n i ,  L o v a a s ,  

K o e g e l  &  E v e r e t t ,  1 9 7 9 ）。 し か し ， 1 9 8 0 年 代 後 半 よ り ， 自 閉

症 児 で あ っ て も 観 察 場 面 に 存 在 す る 刺 激 を 統 制 す る こ と で ， 観

察 学 習 に よ る 即 時 の 行 動 獲 得 と 長 期 間 に 渡 る 維 持 ，場 面・対 人 ・

刺 激 般 化 な ど の 肯 定 的 な 効 果 も 多 く 報 告 さ れ て い る （ H a r i n g ,  

K e n n e d y,  A d a m s  &  P i t t s  C o n w a y,  1 9 8 7 ）。 特 に ， ビ デ オ な ど の

視 聴 覚 教 材 を 利 用 し た 観 察 学 習 手 続 き （ ビ デ オ モ ニ タ リ ン グ ）

に よ る ス キ ル 形 成 や ， ビ デ オ 動 画 で の 行 動 パ フ ォ ー マ ン ス の フ

ィ ー ド バ ッ ク に よ っ て 行 動 の 修 正 を 促 す ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク

へ の 注 目 が 集 ま っ て い る （ B u f f i n g t o n ,  K r a n t z ,  M c C l a n n a h a n ,  

&  P o u l s o n ,  1 9 9 8 ;  E g e l ,  R i c h m a n , &  K o e g e l ,  1 9 8 1 ;  C h a r l o p ,  

S c h r e i b m a n ,  &  T r y o n ,  1 9 8 3 ）。  

 

3 - 2 ． ビ デ オ モ デ リ ン グ  

ビ デ オ モ デ リ ン グ と は ， 現 在 の 行 動 を 変 容 さ せ る ， も し く は

新 し い 行 動 を 学 習 す る た め の 取 り 組 み に お い て ， ビ デ オ の よ う

な ラ イ ブ で は な い モ デ ル 提 示 に よ る モ デ リ ン グ 手 続 き の 実 施 と

定 義 さ れ て い る （ G r a n t  &  E v a n s ,  1 9 9 4 ）。 ビ デ オ モ デ リ ン グ 手

続 き に よ っ て 自 閉 症 児 へ の ス キ ル 形 成 を 行 っ た 研 究 の 概 要 を 表

1 に 示 し た 。  
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表１ ビデオモデリング手続きによる自閉性スペクトラム障害児へのスキル形成を行った研究の概要（１） 

 

 

 

ビデオモニタリングを通じて学習したこと、会話スキ
ルが般化したこと、会話音声スキルが15ヶ月間維持さ
れたことが明らかになった。ビデオモデリングは、会
話音声のような複雑な言語スキルを教えるための即時
で効果的な手続きであると示唆された。

親和性のある大人２名が台本に書いて
ある会話に従事している場面を見せら
れた。

Charlop & Milstein

(1989)

自閉症児3名（7歳6ヶ月、6歳10ヶ月、
7歳10ヶ月）。すべての対象児は発話
があり、大体3～4語句の簡単な質問に
答えることができた。彼らは、高機能
群と捉えられていた。しかしながら、
質問・自発会話・会話の維持はめった
になかった。更に、スキルの般化に失
敗した歴史を持っていた。

特定の玩具について、適切に応答する
こと。また、質問を返すこと。

対象児ごとに、表情弁別、玩具を使っ
た適切な独り遊び、自発挨拶、疑問詞
を用いた質問の理解、適切な言語やり
とり、協同遊び（カードゲーム）、日
常生活スキル、社会的遊び（対人遊
び）の中から1つを標的行動とした。

Charlop-Christy, Le

& Freeman (2000)

放課後行動療法プログラムに参加する
7歳～11歳の5名の自閉症児。低機能群
（MAがCAの半分以下）4名と高機能群
(MAがCAとほぼ同等)1名。すべての対
象児は非言語模倣レパートリィを持っ
ていた。

放課後プログラムにおいてセラピスト
として働いていた親和性のある大人を
モデルとした。また、in	
  V

i
voモデリ

ングとビデオモデリングの2つの条件
で1課題ずつ行った。

ビデオモデリングが課題をin	
  V
i

voモデリングより早
く行動を獲得させ、般化の促進についても効果的で
あったことを示唆した。

Sherer, Pierce &

Paredes (2001)

5名の自閉症児(CA：3歳11ヶ月～11歳
2ヶ月)。すべての対象児は言語と知能
の遅れを持っていた。すべての対象児
は簡単な表現言語スキルを持っていた
が、ほとんどは要求が中心であった。

相手との一連の会話を維持し、質問に
適切に答えること。この会話は台本に
記述されていたが、適切であると判断
されれば、台本と異なった質問・返答
も正反応とした。

同級生と大人が会話に従事する他者モ
ニタリング条件と、自身と大人が適切
な会話に従事する自己モニタリング条
件の2条件を実施した。

介入後、5名中3名の対象児が100％の正確性で実行し
た。また、2つの条件間での課題獲得の割合につい
て、全体的な差異はなかった。逸話的なエピソードか
らは、ビデオ介入が効果を示した被験者が効果を示さ
なかった被験者より高い視覚的学習スキルを持ってい
たことを示唆していた。

Carr & Darcy

(1990)

4名の自閉症児（4歳2名、5歳2名）。
生活年齢の半分程度のMA。言語はあっ
たが、簡単な要求のみであった。

リーダー追従行動。リーダーからの指
示に従って2つのアクションを正しく
行うこと。

健常の5歳のピア（MA117）。訓練セッ
ションで、対象児の前で正反応のモデ
ルを示した（2つのアクションを10試
行見せた）

訓練後、4名すべての対象児が、新しいアクション、
事物の操作と関連した新しい場面へ模倣スキルを般化
させた。複数訓練オブジェクト、モデルへの注意と場
面般化の促進促進のために反応遊びを適用することの
重要な潜在的役割が示唆された。

著者名（発行年） 対象児 標的行動 手続き 結果
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（表１続き）

 

著者名（発行年） 対象児 標的行動 手続き 結果

他者・自己モデリングには顕著な差が見られなかっ
た。ビデオモデリング訓練は、4名の対象児の社会的
参加スキルを強めた。適切な遊び従事を促すことも、
場面間、ピア間、玩具間で般化を示した。これらの変
容は、介入終了後1～2ヶ月後にも維持されていた。効
果が無かった1名は、逸脱行動からビデオを注視でき
なかったためと考えられた。

Nikopoulos &

Keenan (2003)

9-15歳の7名。全員非言語模倣スキル
を持っていた。1名がアスペルガー障
害の診断。それ以外は自閉症。簡単な
指示理解とエコラリアが主なコミュニ
ケーション。

健常児ピア、親和性のある大人、親和
性のない大人のいずれかが正反応を生
起している場面のビデオ視聴を他者モ
デリング条件とし、自分自身が正反応
を生起している場面のビデオ視聴を自
己モデリング条件とした。

社会的活動の開始（実験者への接近、
音声言語【例：“遊ぼう”】、ジェス
チャー、玩具への実験者の誘導）

LeBlanc, Coates,

Daneshvar,

Charlop-Christy,

Morris & Lancaster

(2003)

自閉症と診断されている7歳～13歳の
男子3名。中程度の言語能力の遅れ、
軽度の遅れ、知的な遅れなし。

大人が正しく課題に答えるビデオ。手
がかりとなる刺激にズームしていた。
正解後に方略を説明していた（○○だ
から、等）。強化子が与えられる場面
はなかった。

視点交替課題に適切に応えること。サ
リーアン課題、スマーティ課題、かく
れんぼ課題

ビデオモデリングと強化手続きは有効であったが、2
名の児童のみ練習していない課題に合格できたといっ
た限定された般化が示唆された。

D'Ateno,

Mangiapanello &

Taylor (2003)

グループ療育に通う3歳8ヶ月の自閉症
児１名。スタンフォードビネー式知能
スケールでは軽度の遅れと判断され
た。遊びの活動は，玩具を繰り返し操
作することと，自己刺激が中心。

運動反応と言語反応から形成される適
切な遊びスキル。種類は，”パン焼
き”，”ティーパーティー”，”買い
物”の3種類の遊び。

台本に書かれた言語叙述をしながら遊
びに従事する大人が写っているビデ
オ。

すべての遊び手順に対して、言語的反応と運動反応の
両方に迅速な獲得をもたらし、少ないセッション数に
おいて比較的長い反応手順を教えるために効果的な技
術であることを明らかにした。更に、言語的反応と運
動的反応の複雑な手順が、エラー修正手続き、明確な
実験者が実行する強化子の随伴を適用しないで獲得さ
れた。

視点交替課題について、質問に言語／
非言語で正しく回答すること。課題内
容についての記憶テストと課題状況に
ついての質問に正しく答えること。

対象児に親和性のある大人が視点交替
課題に正しく答えているビデオを視聴
した。ビデオモデルは、問題解決方略
について説明した。

ビデオモデリングは、自閉症児に視点交替課題を教
え、刺激と反応両者の般化を導くための即時で有効な
教育ツールであった。この結果は、視点交替を教える
ことができるとする先行研究を支持するものであっ
た。しかしながら他の研究とは異なり、広域にわたる
般化が見られた。

Nikopoulos &

Keenan (2004)

7歳～9歳で自閉症の診断を受けた3名
の児童。児童自閉症尺度スケール
（Schopler,	
  R

e
ichler,	
  &	




 Ren

n

er,
2002）での彼らの点数は、軽度～中度
の範囲であった。

社会的活動の開始（実験者への接近、
音声言語【例：“遊ぼう”】、ジェス
チャー、玩具への実験者の誘導）と玩
具を用いた相互遊び。

定型発達児のピア（モデル）と大人
（実験者）。モデルが大人に近づき、
手招きして“さぁ、遊ぼう”と言い、
一緒に玩具で15秒間遊ぶビデオを見
た。

すべての対象児に対して、社会的活動の開始と相互遊
びスキルは強まり、これらの効果は1～3ヶ月後のフォ
ローアップ期でも維持されていた。

Charlop-Christy &

Daneshvar (2003)

放課後支援に参加する自閉症児3名
（MAはCAの半分程度）。簡単な言語理
解と表出言語スキルを持っていたが、
社会的な相互作用はほとんど見られな
かった。
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こ の 表 は ，1 9 8 0 年 ～ 2 0 0 0 年 代 の 主 要 な 学 術 雑 誌（ J o u r n a l  o f  

A p p l i e d  B e h a v i o r  A n a l y s i s ， J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ，B e h a v i o r  M o d i f i c a t i o n ，B e h a v i o r a l  

I n t e r v e n t i o n s ， J o u r n a l  o f  P o s i t i v e  B e h a v i o r  I n t e r v e n t i o n s ）

に 発 表 さ れ た 文 献 の リ ス ト で あ る 。  

各 文 献 に お い て ， 重 度 か ら 中 度 の 知 的 な 遅 れ を 持 っ て い る 自

閉 性 障 害 お よ び 自 閉 性 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 と 診 断 さ れ た 児 童 が 支

援 対 象 の 中 心 と な っ て い る 。 し か し ， 数 名 で あ る が 知 的 な 遅 れ

を 示 さ な い ア ス ペ ル ガ ー 障 害 や 高 機 能 自 閉 症 な ど の 高 機 能 群 の

児 童 も 対 象 と な っ て い る （ C h a r l o p - C h r i s t y,  L e  &  F r e e m a n ,  

2 0 0 0 ;  N i k o p o u l o s  &  K e e n a n ,  2 0 0 3 ）。 ま た ， す べ て の 研 究 で の

対 象 児 は ， 非 言 語 お よ び 言 語 模 倣 の レ パ ー ト リ ィ を 持 っ て い る

こ と が 確 認 さ れ て い る 。 対 象 児 の 行 動 の 特 徴 と し て ， 重 篤 な 行

動 問 題（ 他 害 行 動 ，自 傷 行 動 な ど ）， 限 定 さ れ た 興 味 関 心 ， 社 会

的 相 互 作 用 へ の 無 関 心 な ど を 持 っ て い た 。 対 象 児 の 言 語 能 力 に

つ い て 詳 し く 言 及 さ れ て い な い 文 献 も 散 見 さ れ る が ， 単 純 な 言

語 指 示 へ の 理 解 と 2 ～ 3 語 程 度 の 言 語 表 出 能 力 を 持 っ た 児 童 が

主 な 対 象 と な っ て い る 。  

 次 に 各 文 献 で の 標 的 行 動 を 見 る と ， 色 ・ 形 ・ 位 置 の 分 類 な ど

の 弁 別 課 題（ C h a r l o p - C h r i s t y,  e t  a l . ,  2 0 0 0 ;  E g e l ,  e t  a l . ,  1 9 8 1 ）

か ら ，適 切 な 遊 び ス キ ル の 獲 得（ C h a r l o p - C h r i s t y  e t .  a l ,  1 9 8 1 ;  

D ’ A t e n o ,  M a n g i a p a n e l l o  &  T a y l o r ,  2 0 0 3 ），会 話 の 持 続 や 返 答 ・

相 手 へ の 質 問 な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル （ C h a r l o p  &  

M i l s t e i n ,  1 9 8 9 ;  N i k o p o u l o s ,  e t  a l . ,  2 0 0 3  ;  N i k o p o u l o s  &  

K e e n a n ,  2 0 0 4 ;  S h e r e r ,  P i e r c e , &  P a r e d e s ,  2 0 0 1 ）， 視 点 交 替 な
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ど の 心 の 理 論 課 題 を 含 む 複 雑 な 高 次 条 件 性 弁 別 課 題

（ C h a r l o p - C h r i s t y  &  D a n e s h v a r ,  2 0 0 3 ;  L e B l a n c ,  C o a t e s ,  

D a n e s h v a r ,  C h a r l o p - C h r i s t y ,  M o r r i s  &  L a n c a s t e r ,  2 0 0 3 ） ま

で 多 岐 に お よ ぶ 標 的 行 動 が 設 定 さ れ て い る 。8 0 年 代 に 発 表 さ れ

た 一 部 の 文 献 を 除 外 し た 全 体 的 な 傾 向 と し て ， ビ デ オ モ デ リ ン

グ 手 続 き で 対 象 と な る 行 動 は 古 典 的 な シ ェ イ ピ ン グ と プ ロ ン プ

ト フ ェ イ デ ィ ン グ 法 で 扱 わ れ る 行 動 よ り も 比 較 的 複 雑 な 行 動 や

ス キ ル で 構 成 さ れ た も の で あ っ た （ L e B l a n c ,  e t  a l . ,  2 0 0 3 ）。  

 ビ デ オ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き に お け る 観 察 対 象 （ モ デ ル ） の 特

徴 は 大 き く 分 け て 3 種 類 に 分 類 す る こ と が で き る 。 初 め に ， 観

察 者 と 同 年 代 の 定 型 発 達 児 ピ ア が モ デ ル を 担 う ピ ア モ デ リ ン グ

が 存 在 す る 。 定 型 発 達 児 を 対 象 と し た 観 察 学 習 の 先 行 研 究

（ D o s t e r  &  M c A l l i s t e r ,  1 9 7 3 ） で は ， 大 人 の モ デ ル よ り も 同 年

代 の モ デ ル の 方 が 行 動 獲 得 の 効 果 が 高 か っ た と 報 告 さ れ て い る 。

し か し ， 自 閉 症 児 に お い て は 大 人 モ デ ル と 同 年 代 モ デ ル に 行 動

獲 得 の 効 果 に 差 が な か っ た と す る 報 告 も あ り （ N i k o p o u l o s ,  e t .  

a l ,  2 0 0 3 ），よ り 厳 密 な 変 数 統 制 な ど の 更 な る 研 究 知 見 の 蓄 積 が

求 め ら れ て い る 。 次 に ， 対 象 児 に 親 和 性 の あ る 大 人 が モ デ ル を

担 う モ デ リ ン グ 手 続 き が 存 在 す る 。 モ デ ル と し て 大 人 を 適 用 す

る 際 に は ， 児 童 ピ ア を モ デ ル と す る よ り も ， 適 切 な モ デ ル 提 示

が 実 行 で き る よ う に な る ま で の 訓 練 コ ス ト が 低 い と 指 摘 さ れ て

い る （ N i k o p o u l o s  e t .  a l ,  2 0 0 3 ）。 最 後 に ， 支 援 対 象 者 自 身 を モ

デ ル と し て 位 置 づ け た モ デ リ ン グ 手 続 き が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は

ビ デ オ セ ル フ モ デ リ ン グ と 呼 ば れ ， 自 身 の 適 応 行 動 を ビ デ オ カ

メ ラ で 撮 影 し ， そ の ビ デ オ 映 像 を 視 聴 す る 手 続 き と 定 義 さ れ て
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い る （ D o w r i c k ,  1 9 8 3 ;  S h e r e r  e t .  a l ,  2 0 0 1 ）。 ビ デ オ セ ル フ モ

デ リ ン グ に は ， 問 題 行 動 の 生 起 頻 度 の 低 下 に 有 効 で あ る 点 や 自

分 自 身 が モ デ ル で あ る こ と の 親 和 性 ， 観 察 行 動 自 体 の 自 然 環 境

下 へ の 般 化 が 利 点 と し て 挙 げ ら れ て い る（ S h e r e r ,  e t  a l . ,  2 0 0 1 ）。

反 面 ， 他 方 で は 適 切 行 動 を 記 録 す る た め の ビ デ オ 撮 影 の 難 し さ

な ど も 同 時 に 指 摘 さ れ て お り ， 自 然 な 環 境 で の 学 習 に は 向 か な

い と い っ た 報 告 も さ れ て い る （ N i k o p o u l o s ,  e t  a l . ,  2 0 0 3 ）。  

 モ デ ル の 提 示 方 法 に つ い て は ， ビ デ オ を モ デ ル 提 示 用 の 教 材

と し て 使 用 す る こ と に つ い て ， ① ビ デ オ テ ー プ で は ， 現 実 場 面

で は 再 現 す る こ と が 難 し い 状 況 や 低 頻 度 の 状 況 を 撮 影 後 の 編 集

に よ っ て 再 現 で き る こ と ， ② ビ デ オ モ デ リ ン グ で は 必 要 と な る

シ ー ン が 得 ら れ る ま で 教 材 を 作 り 直 せ る た め ， モ デ リ ン グ 手 続

き の 統 制 が 容 易 で あ る こ と ， ③ ま っ た く 同 じ モ デ ル を 繰 り 返 し

観 察 で き る こ と な ど の 利 便 性 が 報 告 さ れ て い る

（ C h a r l o p - C h r i s t y ,  e t  a l . ,  2 0 0 0 ）。 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児

に 対 し て i n  v i v o モ デ リ ン グ （ 観 察 者 の 目 の 前 に い る モ デ ル を

観 察 す る 手 続 き ），ビ デ オ モ デ リ ン グ 共 に 肯 定 的 な 結 果 が 報 告 さ

れ て い る が ，i n  v i v o モ デ リ ン グ と ビ デ オ モ デ リ ン グ の 効 果 を 比

較 し た C h a r l o p - C h r i s t y  e t  a l , . （ 2 0 0 0 ） の 研 究 で は ， ビ デ オ モ

デ リ ン グ 手 続 き が ， 新 規 行 動 獲 得 ま で の 総 訓 練 時 間 ， 獲 得 行 動

の 般 化 と 維 持 な ど の 点 か ら i n  V i v o モ デ リ ン グ よ り も 支 援 効 果

が 高 い と 報 告 し て い る 。  

ビ デ オ モ デ リ ン グ を 用 い た 介 入 の 結 果 で は ， 新 し い 行 動 の 即

時 の 獲 得 ，広 範 囲 に 及 ぶ 般 化 と 長 期 間 の 維 持 が 報 告 さ れ て い る 。

更 に ， 古 典 的 な プ ロ ン プ ト フ ェ イ デ ィ ン グ な ど の 漸 進 的 接 近 方
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法 で 獲 得 が 難 し い （ M c G e e ,  K r a n t z ,  &  M c c l a n n a h a n ,  1 9 8 5 ） と

報 告 さ れ て い る 比 較 的 複 雑 な ス キ ル や 行 動 も 獲 得 で き る 可 能 性

が 示 さ れ て い る 。  

 以 上 で 概 観 し た よ う に ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 に 対 す る

ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き を 利 用 し た 支 援 は 様 々 な 行 動 領 域 に お

い て 一 定 以 上 の 効 果 を あ げ て い る と 言 え る だ ろ う 。 各 先 行 研 究

の 概 要 を ま と め る と ， ① 知 的 障 害 を 抱 え る 自 閉 性 ス ペ ク ト ラ ム

障 害 児 を 中 心 と し て ， ② 他 者 が 適 切 行 動 を 生 起 し て い る 場 面 を

ビ デ オ で 視 聴 し ， ③ そ れ に よ り ， 比 較 的 複 雑 な 適 切 行 動 を 獲 得

し た と 捉 え る こ と が で き る 。  

 従 来 型 の 指 導 と ビ デ オ モ デ リ ン グ に よ る 行 動 変 容 の 相 違 点 に

つ い て ， 榎 本 ( 2 0 0 9 ) は い く つ か の 効 果 仮 説 を 報 告 し て い る 。 １

つ 目 は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ が 自 閉 症 児 に と っ て 学 習 を 容 易 に す

る 統 制 の 取 れ た 環 境 で あ り ， 注 目 す べ き 部 分 （ モ デ ル の 動 き や

言 語 反 応 ） が 明 確 で 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 に と っ て 学 習 が

容 易 な 教 材 と な る 可 能 性 で あ る 。 2 つ 目 は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ

で は ア イ コ ン タ ク ト な ど の 社 会 的 相 互 作 用 を 必 要 と せ ず ， 自 閉

症 児 者 に と っ て 学 習 の コ ス ト が 低 い と い う 自 閉 症 児 の 社 会 性 の

障 害 （ C h a r l o p  e t  a l . , 1 9 8 9 ） と の 関 係 で あ る 。 3 つ 目 は ， 子 ど

も に と っ て T V を 見 る こ と は 高 い 強 化 力 を 持 っ た 活 動 で あ り ，

ビ デ オ 教 材 の 視 聴 と 模 倣 は 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 に と っ て

従 事 頻 度 の 高 い 行 動 レ パ ー ト リ ー で あ る こ と で あ る 。 そ し て 4

つ 目 は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き は 対 象 と な っ た 児 童 の 過 去 の

強 化 歴 に よ る ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 を 受 け な い 点 で あ る 。  

 以 上 4 つ の 仮 説 を 榎 本 ( 2 0 0 9 ) は 述 べ て い る が ， 先 行 研 究 の 分
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析 か ら 示 唆 さ れ て い る 仮 説 で あ り ， 4 点 す べ て を 検 討 し た 研 究

は 実 施 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。  

 

3 - 3 . ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク  

 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き と は ， 自 己 の 行 動 に つ い て ビ デ

オ を 視 聴 す る こ と で 行 動 の 獲 得 お よ び 修 正 を 狙 う 手 続 き と 定 義

さ れ て い る ( M a i o n e  &  M i r e n d a , 2 0 0 6 ) 。 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を

用 い た 研 究 を 表 ２ に 示 し た 。
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表 2  ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き に よ る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 へ の 支 援 を 扱 っ た 研 究  
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 表 2 よ り ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き と 比 較 し て ， ビ デ オ フ ィ

ー ド バ ッ ク を 介 入 手 続 き と し て 明 記 し た 研 究 は 少 な く ， 社 会 的

ス キ ル 訓 練 （ S o c i a l  S k i l l s  T r a i n i n g : S S T ） の 維 持 方 略 や ホ ー

ム ワ ー ク と し て 記 載 さ れ て い る も の が 多 い ( D i G e n n a r o ,  

F l o r e n c e ,  H y m a n  &  H i r s t  , 2 0 1 1 ) 。 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 行

動 修 正 に 利 用 し た こ と が 明 記 さ れ て い な い 文 献 に つ い て は ， 今

回 は 分 析 対 象 か ら 除 外 し た 。 論 文 が 発 表 さ れ た 年 次 を 見 る と ，

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で 自 閉 性 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 へ

の 支 援 を 扱 っ た 文 献 は 2 0 0 0 年 代 に 入 る ま で 全 く 見 ら れ な か っ

た こ と が 分 か る 。 こ れ は ， ビ デ オ で 撮 影 し た 行 動 を 即 時 に 提 示

す る 必 要 が あ る た め ， デ ジ タ ル ビ デ オ カ メ ラ が 一 般 的 に 普 及 す

る ま で 簡 便 に 行 う こ と が 難 し か っ た か ら だ と 考 え る 。 介 入 手 続

き の 詳 細 を 概 観 す る と ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き に は 自 己

行 動 に つ い て 評 価 を 行 う セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き を 併 用 し て

い る 研 究 が ほ と ん ど で あ っ た （ M a i o n e  e t  a l . ,  2 0 0 6 ;  T o d d ,  

R e i d , B u t l e r - K i s b e r , 2 0 1 0 ;  D e i t c h m a n ,   R e e v e ,  S h a r o n ,  R e e v e ,  

K e n n e t h  &  P r o g a r , 2 0 1 0 ;  Y o u n g ,  B o r i s ,  T h o m s o n ,  M a r t i n  &  Y u ,  

2 0 1 2 ）。更 に ，自 己 行 動 に 対 す る 評 価 を 手 続 き 上 に 明 記 し て い な

い 場 合 で も ， 自 身 の パ フ ォ ー マ ン ス に つ い て の ビ デ オ を 視 聴 す

る こ と は ， 自 動 的 に 自 己 の 行 動 に つ い て の 判 断 を 行 っ て い る こ

と も 先 行 研 究 か ら 示 唆 さ れ て い る ( P a l m e n ,  D i d d e n  &  

L a n g , 2 0 1 2 ) 。 ビ デ オ の 提 示 方 法 を 見 る と ， 複 数 の 参 加 児 を 扱 っ

た 研 究 で も ， １ 対 １ の 関 わ り の 中 で ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 行

っ て い た 。 次 に 支 援 対 象 お よ び 標 的 行 動 を 見 る と ， 自 閉 症 ス ペ

ク ト ラ ム 障 害 児 の 中 で も ア ス ペ ル ガ ー 障 害 も し く は 知 的 障 害 の
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な い 高 機 能 群 と 呼 ば れ る 対 象 と し て ， 応 答 行 動 や 自 発 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ， 運 動 で は 自 転 車 に 安 定 的 に 乗 る な ど ， 複 雑 か つ 高

度 な 高 度 を 標 的 行 動 と し て 設 定 し て い た 。 こ れ は ビ デ オ フ ィ ー

ド バ ッ ク が セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 文 脈 か ら 派 生 し た 手 続 き で あ

る こ と が 大 き い だ ろ う 。 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き は ， 自 己 の

行 動 の 想 起 が 可 能 な 比 較 的 知 的 な 遅 れ が な い 対 象 で 実 施 さ れ て

き た 経 緯 が 存 在 す る 。 そ の た め ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク も 高 機

能 群 を 対 象 に 適 用 さ れ て い る と 考 え る 。 最 後 に 介 入 の 効 果 を 概

観 す る と ， す べ て の 研 究 に お い て 肯 定 的 な 効 果 が 報 告 さ れ て い

た 。 し か し な が ら ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク が ど の よ う な 変 数 と

し て 寄 与 し た か に つ い て は 考 察 が な さ れ て お ら ず ， 実 践 研 究 と

し て の 報 告 に と ど ま っ て い る と 考 え ら れ る 。  

 以 上 よ り ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 文 献 を 概 観 し た と こ ろ ，

① 知 的 な 遅 れ の な い 自 閉 性 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 を 対 象 と し ， ②

自 己 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス が 記 録 さ れ た ビ デ オ を 個 別 に 視 聴 し ，

③ そ れ に よ り 何 ら か の 行 動 修 正 ま た は 行 動 の 獲 得 が 観 察 さ れ た ，

と い う 流 れ で 行 わ れ て い る こ と が 分 か っ た 。  

 

3 - 4 . ビ デ オ を 用 い た 支 援 プ ロ グ ラ ム の 検 討 点  

 3 章 で 述 べ た よ う に ， ビ デ オ 教 材 を 使 用 し た 自 閉 症 ス ペ ク ト

ラ ム 障 害 児 の 支 援 は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク そ れ ぞ れ の 領 域 で 肯 定 的 な 効 果 が 報 告 さ れ て い る 。 た だ し ，

各 手 続 き に よ る 行 動 変 容 に つ い て 行 動 分 析 的 な 枠 組 み で の 理 解

は 進 ん で お ら ず ， 弁 別 刺 激 と 強 化 の 関 係 の 把 握 を 包 含 す る 随 伴

性 の 理 解 や 三 項 随 伴 性 の 観 点 か ら 理 解 す る よ う な ， よ り 高 度 な
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手 続 き の 影 響 を 探 っ て い く ア プ ロ ー チ は 現 在 の と こ ろ 見 ら れ て

い な い 。 そ の た め ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き が ， 行 動 獲 得 の 何

に 影 響 を 与 え て い る の か ， ど の よ う な 行 動 の 獲 得 に ビ デ オ モ デ

リ ン グ 手 続 き を 利 用 し た ら 良 い の か に つ い て ， 統 一 し た 見 解 が

得 ら れ て い な い 現 状 が 存 在 す る 。 ま た ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク

研 究 で は ， 肯 定 的 な 影 響 を 与 え る 変 数 の 検 討 だ け で な く ， ビ デ

オ に よ る 行 動 パ フ ォ ー マ ン ス の フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 示 す る こ と

を 主 眼 に お い て 研 究 自 体 が 少 な く ， 臨 床 的 な 有 用 性 の 検 討 も 十

分 に 行 わ れ て い な い と 判 断 す る 。 特 に ， 対 象 と な る 自 閉 症 ス ペ

ク ト ラ ム 障 害 児 の 知 的 水 準 の 検 討 ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 形

態 に つ い て は ， 臨 床 応 用 性 を 検 討 す る 上 で も 早 急 に 扱 わ ね ば な

ら な い 問 題 と 考 え る 。  

 

3 - 5 . 行 動 分 析 か ら の 仮 説 モ デ ル の 構 築  

 本 章 で は 従 来 型 の 治 療 教 育 と は 異 な る 観 察 学 習 を 用 い た 自 閉

症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 へ の 支 援 を 紹 介 し た 。 そ の 結 果 ， ビ デ

オ を 媒 介 と し た 観 察 学 習 手 続 き が 肯 定 的 な 行 動 変 容 を も た ら す

こ と が 先 行 研 究 よ り 示 唆 さ れ た 。 し か し な が ら ， ビ デ オ モ デ リ

ン グ 研 究 で は ， ① ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き が 行 動 獲 得 の ど の 部

分 に 影 響 を 与 え る か の 検 討 が 成 さ れ て い な い こ と ， ② そ の た め

応 用 研 究 を 重 ね る 上 で 可 能 性 の 吟 味 が 困 難 で あ る こ と と い っ た

問 題 点 が 示 唆 さ れ た 。 更 に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 研 究 で は ，

① 臨 床 的 な デ ー タ の 蓄 積 が 成 さ れ て い な い こ と ， ② ビ デ オ フ ィ

ー ド バ ッ ク の 作 用 機 序 （ 機 能 す る 変 数 の 同 定 ） が 不 明 で あ る こ

と ， ③ 適 用 可 能 な 対 象 の 検 討 な ど の 課 題 が 未 解 決 で あ る と 考 え
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ら れ た 。  

 そ こ で ， 本 節 で は ビ デ オ モ デ リ ン グ ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク

を 扱 っ た 先 行 研 究 の 結 果 を ， 行 動 分 析 的 視 点 で あ る 環 境 と 個 体

と の 相 互 関 係 並 び に 三 項 随 伴 性 の 観 点 を 通 し て 再 構 成 す る こ と

で ， ビ デ オ モ デ リ ン グ ・ ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 分 析 す る た め

の 枠 組 み を 提 案 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

①  ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き で の 行 動 獲 得  

 は じ め に ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き で の 行 動 獲 得 に つ い て 考

察 し て い く 。 各 研 究 の 標 的 行 動 を 概 観 す る と ， 遊 び に つ い て の

ス キ ル （ C h a r l o p - C h r i s t y  e t  a l . ,  1 9 8 1 ;  D ’ A t e n o ,  

M a n g i a p a n e l l o  &  T a y l o r ,  2 0 0 3 ）， 適 切 な 会 話 や 返 答 ， 相 手 へ の

文 脈 に 沿 っ た 質 問 な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル （ C h a r l o p  

&  M i l s t e i n ,  1 9 8 9 ;  N i k o p o u l o s ,  e t  a l . ,  2 0 0 3  ;  N i k o p o u l o s  &  

K e e n a n ,  2 0 0 4 ;  S h e r e r ,  P i e r c e , &  P a r e d e s ,  2 0 0 1 ）， な ど ， 比 較

的 複 雑 か つ 複 数 の 行 動 か ら 成 る も の が 多 い 。 行 動 分 析 で は ， 複

数 の 行 動 か ら 構 成 さ れ る 大 き な 行 動 を 行 動 連 鎖 ( B e h a v i o r  

C h a i n ) と 呼 ん で い る 。 行 動 連 鎖 と は ， 分 離 し た 行 動 の 直 後 に 随

伴 さ れ た 条 件 性 強 化 子 が 次 に 続 く 行 動 の 弁 別 刺 激 と な る よ う な ，

あ る 種 の 行 動 の 配 列 の こ と で あ る （ R a y n o l d s , 1 9 7 5 ）。 例 え ば ，

衣 服 を 脱 ぎ し ま う 場 合 で は ， ボ タ ン に 手 を か け 外 す （ 行 動 ） →

ボ タ ン が 外 れ ， 前 衣 が 開 く （ 強 化 子 ／ 弁 別 刺 激 ） → 右 腕 を 抜 く

（ 行 動 ） → 袖 か ら 右 腕 が 抜 け る （ 強 化 子 ／ 弁 別 刺 激 ） → 左 手 を

抜 く （ 行 動 ） → 袖 か ら 左 腕 が 抜 け る （ 強 化 子 ／ 弁 別 刺 激 ） → 衣

類 を 畳 む （ 行 動 ） → 衣 服 が 畳 ま れ る （ 強 化 子 ／ 弁 別 刺 激 ） → 衣
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類 を ク ロ ー ゼ ッ ト に し ま う （ 行 動 ） → 衣 類 を 脱 い で し ま う 事 が

完 了 す る （ 強 化 子 ） と い っ た 行 動 連 鎖 が 形 成 さ れ て い る と 考 え

ら れ る 。 こ の よ う に ， 我 々 は 行 動 連 鎖 に よ っ て ， 長 く 複 雑 な 行

動 を 形 成 し て い る の で あ る 。 例 え ば ， D ’ A t e n o  e t  a l . ( 2 0 0 3 ) の 研

究 は ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 に 対 し ， パ ン 焼 き ， シ ョ ッ ピ

ン グ ， テ ィ ー パ ー テ ィ ー の 3 種 類 の 複 雑 な 遊 び ス キ ル の 獲 得 を

目 的 に ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き の 効 果 を 報 告 し て い る 。 論 文

中 で は 獲 得 対 象 と な っ た 行 動 の 分 析 に は 言 及 さ れ て い な い が ，

標 的 行 動 で あ る パ ン 焼 き 遊 び の 代 表 的 な 例 を 行 動 連 鎖 の 観 点 か

ら 整 理 ， そ の 結 果 を 図 1 に 示 し た 。   
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図 1  D ’ A t e n o  e t  a l . ( 2 0 0 3 ) の パ ン 焼 き 行 動 の 連 鎖 図  

＊ A , B , C は そ れ ぞ れ ，A n t e c e d e n t（ 先 行 事 象 ），B e h a v i o r（ 行 動 ），C o n c e q u e n c e  

（ 結 果 事 象 ） の 略   

「パン焼きセットの
で遊んで」	
の声かけ	

A1	


パンを手に取り
オーブンに近づく	


B1	


オーブンに手が届
く	


C1	/	A2	


オーブンを開けて
パンを入れる	


B2	


タイマーを回す	
／チャイムが鳴る	


C2	/	A3	


オーブンを開ける	


B3	


パンが出て来る	


C3	
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 図 1 中 の A，B，C は そ れ ぞ れ ，A n t e c e d e n t（ 先 行 事 象 ），B e h a v i o r

（ 行 動 ）， C o n s e q u e n c e （ 結 果 事 象 ） の そ れ ぞ れ の 頭 文 字 を 取 っ

て い る 。 ま た ， ア ル フ ァ ベ ッ ト に 追 従 す る 数 字 は ， そ れ ぞ れ の

随 伴 性 に 対 応 し て い る 。 更 に 上 段 か ら 下 段 へ の 流 れ は 時 間 的 経

過 を 示 し て い る 。 上 段 A 1：「 パ ン 焼 き セ ッ ト で 遊 ん で 」 の 声 か

け よ り ， 対 象 児 の B 1“ パ ン を 手 に 取 り オ ー ブ ン に 近 づ く ” 行 動

が 生 起 し ， 結 果 事 象 と し て C 1“ オ ー ブ ン に 手 が 届 く ” が 随 伴 す

る 。 そ し て こ の C 1“ オ ー ブ ン に 手 が 届 く ” は ， 条 件 性 強 化 子 だ

け で な く ， 後 に 続 く B 2“ オ ー ブ ン を 開 け て パ ン を 入 れ る ” 行 動

の 先 行 事 象 と し て の 機 能 も 兼 ね 揃 え て い る た め ， C 1  /  A 2 と 表

記 さ れ る 。同 様 に ，B 2 の 後 続 事 象 で あ る C 2” タ イ マ ー を 回 す ／

チ ャ イ ム が 鳴 る ” も B 2 の 条 件 性 強 化 子 お よ び B 3 の 先 行 事 象 と

し て 機 能 す る た め C 2  /  A 3 と 表 記 さ れ る 。 上 述 し た よ う に ，

D ’ A t e n o  e t  a l . ( 2 0 0 3 ) が ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き で 形 成 し た 標

的 行 動 と は ， 行 動 連 鎖 を 伴 う 複 雑 な 行 動 で あ っ た と 換 言 す る こ

と が で き る 。 こ こ か ら ， ビ デ オ モ デ リ ン グ が ， 行 動 連 鎖 の 形 成

に 対 し て 有 効 な 手 続 き で あ る と 示 唆 さ れ る 。  

 で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ が 行 動 連 鎖 の 形 成 に 寄 与 す る 作 用 機

序 と は ど の よ う な も の で あ ろ う か 。 先 行 研 究 を 踏 ま え ， 行 動 連

鎖 の 獲 得 に 対 す る ビ デ オ モ デ リ ン グ の 作 用 機 序 の 仮 説 を 図 2，

図 3 に 示 し た 。 ま ず ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き を 導 入 す る 前 の 行

動 随 伴 性 を 図 2 に 示 し た 。   
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図 2  ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き 導 入 前 の 行 動 連 鎖 が  

成 立 し て い な い 随 伴 性   

A1	
 B1	
 C1	


A2	
 B2	
 C2	


A3	
 B3	
 C3	
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 図 2 も 図 1 と 同 様 に ，随 伴 性 を 構 成 す る A n t e c e d e n t ，B e h a v i o r ，

C o n s e q u e n c e を そ れ ぞ れ A， B， C で ， 随 伴 性 の 対 応 関 係 を 数 字

に て 示 し て い る 。 図 2 を 見 て 分 か る よ う に ， 標 的 行 動 の 連 鎖 を

構 成 す る 各 行 動 は 平 行 し て 対 象 児 童 の 中 に 存 在 し て い る 。 し か

し な が ら ，1〜 3 ま で の 随 伴 性 の 列 尾 に あ る C o n s e q u e n c e が 次 の

随 伴 性 の 先 行 事 象 と し て 機 能 し て お ら ず ， 行 動 連 鎖 が 構 成 さ れ

て い な い 。こ の た め ，榎 本 ( 2 0 1 2 ) が 報 告 し て い る ，「 標 的 行 動 が

プ ロ ン プ ト 無 し で は 生 起 し な い 」 と い っ た 現 象 が 生 じ て い る と

考 え ら れ る 。 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 の 認 知 特 性 や 行 動 特 性 を

踏 ま え ， 従 来 型 の 行 動 形 成 法 で は ， プ ロ ン プ ト フ ェ イ デ ィ ン グ

な ど の 手 続 き に 熟 達 し た ト レ ー ナ ー で な け れ ば 行 動 連 鎖 の 獲 得

は 難 し い と 言 え る だ ろ う 。 特 に 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 の 多

く は ， 1 )物 理 的 な 具 体 性 を 持 っ た 明 確 な 弁 別 刺 激 で な け れ ば 刺

激 性 制 御 を 受 け に く く ， 2 )刺 激 過 多 な 環 境 で は 重 要 な 刺 激 に 注

目 す る こ と が 難 し い （ 刺 激 の 過 剰 選 択 性 ） と い う 特 徴 を 持 っ て

お り ，雑 多 な 刺 激 が 多 数 存 在 し て い る 自 然 な 学 習 環 境 に お い て ，

行 動 生 起 の 直 後 に 起 き た 結 果 事 象 を 手 が か り （ 先 行 事 象 ） と し

て ， 行 動 連 鎖 を 構 成 す る 次 行 動 の 自 発 生 起 に 困 難 を 示 す で あ ろ

う 。  

 上 で 述 べ た よ う な 困 難 を 抱 え る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 に

対 し て ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き と は ど う い っ た 意 味 を 持 つ の

で あ ろ う か 。 ビ デ オ モ デ リ ン グ と i n  V i v o モ デ リ ン グ の 違 い に

つ い て ， 榎 本 （ 2 0 0 9 ） は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ で は ， 観 察 学 習 に

必 要 と 成 る 情 報 を 全 く 同 じ 刺 激 と し て 繰 り 返 し 提 示 で き る こ と ，

場 面 を V T R と し て 切 り 取 る こ と で ， 重 要 な ポ イ ン ト の み を 伝 え
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る こ と が で き る こ と を 挙 げ て い る 。 つ ま り ， ビ デ オ を 教 材 と し

た モ デ リ ン グ 手 続 き は ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 の も つ ，

抽 象 性 の 弱 さ や ， 刺 激 量 の 多 い 環 境 の 苦 手 さ ， 重 要 性 の 検 出 の

難 し さ と い っ た 認 知 特 性 を 補 償 す る 手 続 き で あ る と 言 え る だ ろ

う 。 こ の 仮 説 を 踏 ま え ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き に つ い て ， 行

動 分 析 的 視 点 か ら の 仮 説 モ デ ル を 図 3 に 示 し た   
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図 3 ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き 導 入 後 の  

行 動 連 鎖 が 成 立 し た 随 伴 性   

A1	
 B1	
 C1	/	A2	


A2	
 B2	
 C2	/	A3	


A3	
 B3	
 C3	
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 図 3 も 図 2 と 同 様 に 行 動 連 鎖 を 構 成 す る 各 要 素 を 図 示 し た も

の で あ る 。 図 2 で は ， 行 動 連 鎖 を 構 成 す る 行 動 （ B 1〜 B 3） は 成

立 し て い た が ，C 1〜 C 3 が 先 行 事 象 と し て の 機 能 を 有 し て い な か

っ た 。 そ の た め ， 対 象 児 の 行 動 レ パ ー ト リ ー と し て そ れ ぞ れ の

行 動 が 獲 得 さ れ て い た だ け に と ど ま っ て お り ， 行 動 連 鎖 と し て

は 機 能 せ ず ，別 の 先 行 事 象（ た と え ば ，ト レ ー ナ ー の「 次 は ？ 」

の 声 か け や ， 指 差 し な ど ） が 標 的 行 動 を 代 替 的 に 生 起 さ せ て い

た 。 行 動 連 鎖 と し て 獲 得 さ れ て い な い た め に ， 個 別 訓 練 で は 獲

得 さ れ て い た 行 動 が ， 実 際 の 生 活 場 面 で は 行 動 表 出 ま で の 潜 時

が よ り 掛 か っ て し ま う こ と や ， 他 者 か ら の プ ロ ン プ ト が な け れ

ば 生 起 し な い と い っ た 状 態 が 生 じ る と 考 え る 。 し か し ， ビ デ オ

モ デ リ ン グ 手 続 き を 導 入 す る こ と で ， 行 動 連 鎖 の 流 れ が 明 確 に

な る こ と で ， 後 続 事 象 に お け る 先 行 事 象 の 機 能 化 が 促 進 さ れ ，

図 3 で 示 し た よ う な 行 動 連 鎖 が 獲 得 さ れ る と 考 え る 。  

 

②  ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で の 行 動 獲 得 お よ び 修 正  

次 に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で の 行 動 獲 得 お よ び 行 動

修 正 に つ い て 述 べ て い く 。 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き は ， 自

己 の 行 動 に つ い て ビ デ オ を 視 聴 す る こ と で 行 動 の 獲 得 お よ び 修

正 を 狙 う 手 続 き ( M a i o n e ,  e t  a l . ,  2 0 0 6 ) で あ り ， セ ル フ モ ニ タ

リ ン グ と 呼 ば れ て い る 手 続 き と の 類 似 点 が 多 く 見 ら れ る 。 セ ル

フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き と は ， 自 分 の 行 動 の あ る 要 素 に つ い て ，

そ れ を 何 ら か の 基 準 と 比 較 す る こ と で あ り（ B e l f i o r e  &  H o r n y a k ,  

1 9 9 8 ），課 題 従 事 を 向 上 さ せ る な ど 行 動 変 容 の 方 法 と し て 採 用 さ

れ る よ う に な っ て き た（ R e i d ,  1 9 9 6 ）。こ の 効 果 は 様 々 な 行 動 に
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影 響 を 与 え る こ と が 報 告 さ れ て い る （ M a c e  &  K r a t o c h w i l l ,  

1 9 8 8 ）。こ の よ う に ，ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク と セ ル フ モ ニ タ リ ン

グ に は ， ① 自 己 行 動 に つ い て ， ② 評 価 を 行 い ， ③ そ れ に よ っ て

行 動 の 生 起 に 影 響 を 与 え る と い っ た 3 点 で 類 似 点 を 持 っ て い る

と 言 え る 。 た だ し ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き と セ ル フ モ ニ

タ リ ン グ 手 続 き に は 大 き な 相 違 が 2 点 存 在 し て い る 。 こ の 2 点

が ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の 臨 床 的 利 点 と な る だ ろ う 。  

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 利 点 と し て 挙 げ ら れ る 1 つ 目 の 点 は ，

自 己 行 動 を 振 り 返 る 際 の 違 い で あ る 。セ ル フ モ ニ タ リ ン グ で は ，

自 己 行 動 に つ い て 想 起 し ， そ の 内 容 に つ い て 自 己 評 価 を 行 う 。

一 方 ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク で は ， 自 己 行 動 が 写 っ て い る V T R

を 視 聴 し ， そ の 内 容 に つ い て 自 己 評 価 を 行 う の で あ る 。 ま ず ，

セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き の 随 伴 性 を 図 4 に 示 し た 。  
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図 4  セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 随 伴 性   

A B
（不適切行動）

C

自己行動
随伴性の
想起

自己評価 強化子

A B C

フィードバック

B2
（適切行動）

C2

自己行動随伴性
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 図 4 を 見 る と ， 過 去 に 体 験 し た 自 己 行 動 の 随 伴 性 （ 図 中 上

段 「 自 己 行 動 随 伴 性 」） を A n t e c e d e n t（ 図 中 A： 先 行 事 象 ） と し

て ， 自 己 行 動 に つ い て の 自 己 評 価 を 行 う 。 そ し て ， そ の 評 価 が

そ の 後 の 自 己 行 動 へ と 影 響 し ， 行 動 獲 得 や 修 正 が 現 れ る と 考 え

る 。 図 4 の 流 れ が 円 滑 に 行 わ れ る こ と で ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ

研 究 で 報 告 さ れ て い る 種 々 の 肯 定 的 効 果 が 得 ら れ る 反 面 ， 例 え

ば D u n l a p ,  D u n l a p ,  K o e g e l ,  &  K o e g e l ( 1 9 9 1 ) で は ， 自 己 評 価 の

内 容 が 不 正 確 で あ る こ と は ， 行 動 変 容 に 負 の 影 響 を 及 ぼ す こ と

報 告 し て い る 。 つ ま り ， 自 己 行 動 に つ い て の 想 起 が 不 明 瞭 な 場

合 ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 効 果 が 減 少 し て し ま う と 言 え る だ ろ

う 。 知 的 障 害 を 伴 う 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 の 場 合 ， 認 知

的 な 能 力 か ら 自 己 の 行 動 に つ い て の 振 り 返 り が 難 し い と い っ た

研 究 結 果 が 報 告 さ れ て い る （ 榎 本 , 2 0 0 9 ）。 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク 研 究 が ア ス ペ ル ガ ー 障 害 な ど の 高 機 能 群 に 対 し て 実 施 さ れ て

い る こ と も ， 知 的 な 障 害 を 抱 え て い る 児 童 は セ ル フ モ ニ タ リ ン

グ 自 体 に 問 題 を 抱 え て し ま う 可 能 性 か ら ， 回 避 さ れ て い る た め

で あ ろ う 。 知 的 障 害 を 抱 え る 児 童 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き

の 随 伴 性 を 図 5 に 示 し た 。  
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図 5  知 的 な 障 害 を 抱 え る 児 童 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 随 伴 性   

自己行動
随伴性の
想起

自己評価 強化子

A B C

フィードバック

他者からの言語刺激
「あなた◯◯したでしょ？」等

A

刺激性制御
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 図 5 と 図 4 を 比 較 す る と ， 知 的 障 害 の 程 度 に よ り ， 実 際 の 行

動 随 伴 性 を 経 験 し た 瞬 間 か ら 時 間 的 な 間 隔 が 存 在 す る た め ， 自

己 行 動 の 随 伴 性 が 自 己 評 価 行 動 の 先 行 刺 激 と し て 機 能 し な い と

考 え ら れ る 。 具 体 性 を 持 っ て 述 べ る な ら ば ， 自 己 行 動 の 随 伴 性

を 正 確 に 想 起 す る こ と が で き ず ， 自 己 行 動 と 想 起 し た 行 動 に 一

致 が 認 め ら れ な い と 言 え る だ ろ う 。 そ の 際 ， 自 己 評 価 の 先 行 事

象 は ， 過 去 の 自 己 行 動 随 伴 性 で は な く ， 自 己 評 価 を 促 す 大 人

（ 例 ： ト レ ー ナ ー ， 教 師 ， 保 護 者 な ど ） の 声 か け を 先 行 事 象 と

し て い る 。 そ の た め ， 過 去 の 自 己 行 動 の 随 伴 性 に は 影 響 を 与 え

ず ， D u n l a p  e t  a l . ( 1 9 9 1 ) が 報 告 し て い る よ う に ， 知 的 な 障 害 が

重 い 対 象 に セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 効 果 が 見 ら れ な い と い っ た 結

論 が 得 ら れ た と 考 え る 。 更 に ， 他 者 か ら の 声 か け 等 を 先 行 事 象

と し て い る な ら ば ， 自 己 評 価 に よ る 結 果 事 象 は 先 行 事 象 の 制 御

を 強 く し（ 刺 激 性 制 御 ），支 援 者 の 促 し を 手 が か り に 合 わ せ て の

み 自 己 評 価 す る よ う に な る 。つ ま り ，自 己 評 価 全 体 に つ い て も ，

他 者 の 反 応 を 手 が か り に 評 価 を 行 う こ と に 繋 が り か ね な い 。  

 前 段 落 で 言 及 し た セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き の 欠 点 を 踏 ま え ，

自 己 行 動 を 撮 影 し た V T R に つ い て 自 己 評 価 を 行 う ビ デ オ フ ィ ー

ド バ ッ ク 手 続 き で の 行 動 変 容 を 導 く 随 伴 性 の 仮 説 モ デ ル を 図 6

に 図 示 し た 。  
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図 6  ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 行 動 変 容 の 随 伴 性   
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 図 6 で は ， 図 4， 図 5 と 異 な り ， 自 己 随 伴 性 の 想 起 を 先 行 事

象 と す る の で は な く ， 自 己 行 動 随 伴 性 を 記 録 し た V T R が 先 行 事

象 と な っ て い る 。 対 象 と な る 児 童 は ， 自 己 行 動 を 記 録 し た V T R

を 視 聴 し な が ら ，自 己 行 動 に つ い て 評 価 す る こ と を 求 め ら れ る 。

つ ま り ， V T R を 用 い る ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で は ，『 過 去

の 自 己 行 動 随 伴 性 を 正 確 に 振 り 返 る 』 と い う 高 度 な 内 的 行 動 は

求 め ら れ ず ，具 体 的 な 画 像 に 対 し て 即 時 な 評 価 を 下 す の で あ る 。

こ の よ う な 手 続 き は ， マ ッ チ ン グ 手 続 き と 呼 ば れ て い る 。 マ ッ

チ ン グ 手 続 き は ， 基 礎 的 な 認 知 ス キ ル の 獲 得 に 用 い ら れ る 訓 練

方 法 で あ り ， 知 的 な 難 し さ を 強 く 抱 え て い る 児 童 に 対 し て も 効

果 的 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る（ P r i o r  &  M c G i l l i v r a y , 1 9 8 0 ）。

以 上 よ り ， V T R を 使 用 す る ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き は ， 重

度 の 知 的 な 問 題 を 抱 え る 児 童 に つ い て も ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ

研 究 で 報 告 さ れ て い る よ う な 行 動 修 正 が 可 能 で あ る と 考 え る 。  

 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 利 点 と し て 挙 げ ら れ る 2 つ 目 の 点 は ，

提 示 や 教 示 に 使 用 さ れ る 刺 激 の 嫌 悪 刺 激 か ら の 独 立 性 お よ び ，

付 随 す る 情 緒 反 応 で あ る 。 榎 本 ( 2 0 0 9 ) の 研 究 に お い て ， 自 閉 症

ス ペ ク ト ラ ム 障 害 な ど 発 達 上 の 問 題 を 抱 え た 児 童 は ， 音 声 言 語

に よ る 「 … … し な さ い 」 な ど の 声 か け の よ う な 日 常 的 に 使 用 さ

れ て い る 行 動 修 正 を 求 め る 刺 激 に 対 し て ， 強 い 嫌 悪 情 動 反 応 を

喚 起 し や す い こ と が 報 告 さ れ て い る 。 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害

を 含 む 発 達 障 害 児 者 は ， 様 々 な 障 害 に よ り ， 言 語 で の 注 意 の み

で は 行 動 修 正 を 行 う こ と が 難 し く ， 何 度 も 注 意 を 受 け る 経 験 を

重 ね ， そ れ に よ り 注 意 を 受 け る こ と 自 体 に 強 い 抵 抗 感 や 嫌 悪 感

を 抱 き や す い と の 報 告 も 成 さ れ て い る （ 榎 本 , 2 0 1 1 ）。 こ の よ う



 38 

な 言 語 指 示 な ど に 強 い 抵 抗 を 示 す 児 童 が 行 動 修 正 を 求 め ら れ る

文 脈 で の 随 伴 性 を 図 7 に 示 し た 。  
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図 7  行 動 修 正 へ の 抵 抗 を 示 す 児 童 の 随 伴 性   
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 図 7 を 見 る と ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 文 脈 と 同 じ 手 続 き が 行

わ れ て い る 。 し か し な が ら ， 他 者 か ら の 行 動 変 容 を 求 め ら れ る

場 合 に は ， 過 去 の 自 己 行 動 随 伴 性 が 先 行 事 象 と し て 提 示 さ れ る

だ け で な く ，「 ど う し て 〜 〜 し た の ！ 」や「 そ ん な こ と を し て ！ 」

な ど 否 定 的 な 口 調 や 表 情 も 同 時 に 提 示 さ れ る 事 が 多 い 。 そ の た

め ， 適 切 な 自 己 評 価 行 動 が 生 起 せ ず ， 嫌 悪 刺 激 か ら の 回 避 を す

る た め に 評 価 行 動 以 外 の 行 動 （ 不 適 切 行 動 ） が 生 起 す る 。 そ し

て ， 不 適 切 行 動 が 生 起 し た た め ， 児 童 の 指 導 者 は 更 に 言 語 で の

注 意 や 罰 を 与 え る こ と で 行 動 修 正 を 試 み る 。 行 動 修 正 を 試 み る

言 語 刺 激 が ， 更 に 嫌 悪 情 動 反 応 を 強 め ， 指 導 者 が 言 語 反 応 を 呈

さ な く な る ま で 不 適 な 行 動 が 生 起 し 続 け て し ま う の で あ る 。 そ

こ で ， 言 語 刺 激 の 代 わ り に V T R を 先 行 事 象 と す る ビ デ オ フ ィ ー

ド バ ッ ク 手 続 き を 導 入 し た 随 伴 性 を 図 8 に 示 し た 。
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図 8  行 動 修 正 へ の 抵 抗 感 を 持 つ 児 童 へ ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク
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 図 8 で は ， 図 7 の 先 行 事 象 を ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き と

し て V T R に 変 更 し た 随 伴 性 で あ る 。 図 示 し た よ う に ， 先 行 事 象

を V T R に 変 更 し た こ と に よ り ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 を 含 む

発 達 障 害 児 者 が 体 験 し て き た 行 動 修 正 を 促 す 否 定 的 な 声 か け が

先 行 事 象 か ら 撤 去 さ れ た 。 そ れ に よ っ て ， 嫌 悪 情 動 反 応 が 生 起

せ ず ， 自 己 評 価 と ， 自 己 評 価 に 追 随 す る 強 化 お よ び 弱 化 が 適 切

に 機 能 し て い る 。 つ ま り ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き は ， 使

用 す る 教 材 の 嫌 悪 刺 激 か ら の 独 立 性 が 保 た れ て い る た め ， 嫌 悪

情 動 反 応 な ど の 二 次 的 学 習 の 強 化 歴 が 存 在 し て い な い 。 そ の た

め ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き は 嫌 悪 条 件 付 け と 独 立 し て い

る た め ， 行 動 修 正 の 促 し 自 体 に 強 い 抵 抗 感 の あ る 児 童 に 対 し て

も ， 行 動 修 正 を 促 す こ と が で き る 可 能 性 が 推 察 さ れ た 。 ま た ，

C h a r l o p - C h r i s t y  e t  a l . ( 2 0 0 3 ) は ， ビ デ オ 教 材 の 利 点 に つ い て ，

教 材 の 新 奇 性 と 注 意 維 持 に つ い て も 肯 定 的 な 効 果 を 挙 げ て お り ，

新 奇 性 が 不 適 切 な 反 応 の 生 起 を 低 減 さ せ て い る こ と を 報 告 し て

い る 。 嫌 悪 情 動 反 応 が 未 経 験 で あ る こ と ， 新 奇 性 の 高 さ に よ る

不 適 切 反 応 の 頻 度 の 低 減 か ら ， 一 般 的 な 行 動 修 正 の 関 わ り （ 声

か け な ど ） に 対 し て ， よ り 行 動 の 生 起 頻 度 を 高 め て し ま っ て い

る よ う な 重 篤 な 行 動 問 題 に つ い て ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク は ，

よ り 肯 定 的 な 効 果 を 発 揮 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  

 本 節 で 述 べ た ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き の モ デ ル に つ い て 要 約

す る と ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き は ， 同 一 刺 激 の 反 復 提 示 が 可

能 で あ る こ と か ら ，主 に 行 動 の 連 鎖 化 に 寄 与 す る と 考 え ら れ る 。

次 に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の モ デ ル に つ い て は ， V T R

と い う 具 体 的 な 視 覚 刺 激 を 用 い る た め ， 認 知 上 の 問 題 を 大 き く
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抱 え る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 に つ い て も ， 自 己 行 動 の 正

確 な 評 価 が 行 え る こ と ， V T R が 嫌 悪 刺 激 か ら 独 立 し て い る こ と

か ら ， 過 去 の 嫌 悪 条 件 付 け な ど の 影 響 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が

で き る こ と が 仮 説 と し て 示 さ れ た 。  

 

4 . 本 研 究 の 目 的  

 

 本 稿 で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク

手 続 き に 双 方 の 行 動 分 析 の 枠 組 み か ら 構 築 し た 仮 説 モ デ ル を 実

際 に 検 討 す る こ と を 大 目 標 と し て 設 定 し た 。 大 目 標 の 達 成 と 問

題 の 分 析 で 挙 げ ら れ た 検 討 点 を 考 察 す る た め に ， 本 稿 で は 5 つ

の 研 究 を 行 っ た 。 ま ず 研 究 １ で は ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き の 行

動 獲 得 に つ い て ， 各 行 動 ク ラ ス タ の 獲 得 と 行 動 連 鎖 の 機 能 化 の

相 違 に つ い て 検 討 す る た め に ， 従 来 型 の 訓 練 方 法 と ビ デ オ モ デ

リ ン グ 手 続 き の 比 較 を 実 施 し た 。次 に 研 究 2，3 で は ，知 的 水 準

の 高 低 が ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き に 与 え る 影 響 に つ い て 検

討 し た 。 そ の た め 研 究 2 で は 重 度 の 知 的 障 害 を 抱 え る 児 童 ， 研

究 3 で は 知 的 障 害 の 疑 わ れ な い 児 童 を そ れ ぞ れ 対 象 と し て ビ デ

オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 導 入 し ， そ の 効 果 を 検 証 し た ． 研 究

4 で は ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 提 示 方 法 を 拡 張 す る た め に ， 小

集 団 場 面 で の 行 動 に ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 導 入 し ， 複 数 人 数

で の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 効 果 を 検 討 し た 。 最 後 に ， 研 究 5

で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ お よ び ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 利 用 し

た 応 用 研 究 と し て ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 と 関 わ る ス タ ッ

フ の 専 門 性 向 上 の ト レ ー ニ ン グ を 行 っ た ． そ の 中 か ら ， 自 閉 症



 44 

ス ペ ク ト ラ ム 障 害 に 関 わ る 支 援 者 に 対 す る ビ デ オ モ デ リ ン グ お

よ び ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 応 用 可 能 性 に つ い て 探 っ た 。以 上 ，

5 つ の 研 究 の 結 果 お よ び 考 察 か ら ， ビ デ オ 教 材 を 使 用 し た 行 動

支 援 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。  
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研 究 １  

ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き の 検 討  

 

知 的 障 害 を 伴 っ た 自 閉 性 障 害 児 に 対 す る 余

暇 活 動 ス キ ル の 獲 得  

 

榎 本 ( 2 0 1 3 )
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1 ． 研 究 １ の 目 的  

 

本 章 で は 軽 度 の 知 的 な 遅 れ を 持 つ 自 閉 性 障 害 児 に 対 す る ビ

デ オ 教 材 を 用 い た 行 動 獲 得 の 効 果 を 検 証 す る 。 特 に ， 比 較 的 長

い 連 鎖 か ら 構 成 さ れ る 行 動 の 獲 得 に つ い て ， 文 字 と 写 真 か ら 構

成 さ れ る マ ニ ュ ア ル と ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き が ど の よ う な 効

果 を 与 え る か に つ い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

 

2 - 1 . 参 加 児 と 問 題 の 分 析  

研 究 開 始 時 ， 生 活 年 齢 7 歳 の A 児 を 本 研 究 の 参 加 児 と し た 。

A 児 は 生 活 年 齢 5 歳 時 に ， 小 児 精 神 科 専 門 機 関 に お い て 知 的 障

害 を 伴 う 自 閉 性 障 害 の 診 断 を 受 け て い た 。 診 断 時 に 実 施 さ れ た

田 中 ビ ネ ー 知 能 検 査 V で は , 知 能 指 数 ( I Q ) は 5 5 で あ っ た 。 研 究

実 施 時 に A 児 は 公 立 B 小 学 校 内 に 併 設 さ れ て い る 知 的 障 害 特 別

支 援 学 級 の 2 学 年 に 在 籍 し て い た 。 本 研 究 開 始 1 年 前 よ り ， C

大 学 で 開 設 さ れ て い た 集 団 ソ ー シ ャ ル ス キ ル 訓 練 （ 以 下 集 団

S S T ） プ ロ グ ラ ム に 隔 週 で 参 加 し て い た 。 S S T プ ロ グ ラ ム 参 加

時 の 保 護 者 か ら の 主 訴 は ，「 集 団 活 動 を 楽 し め る よ う に な っ て 欲

し い 」「 ル ー ル な ど を 守 る こ と が 難 し い の で ，ル ー ル を 守 れ る よ

う に な っ て 欲 し い 」の 2 点 で あ っ た 。集 団 S S T プ ロ グ ラ ム に 参

加 し た A 児 は 1 つ ～ 2 つ の ル ー ル か ら 構 成 さ れ る 遊 び （ 鬼 ご っ

こ ，玉 入 れ 等 ）に は 参 加 す る こ と が で き て い た 。し か し な が ら ，
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2 つ 以 上 の ル ー ル が 存 在 す る 複 雑 な 活 動 へ 参 加 す る と ， ル ー ル

を 無 視 し た 感 覚 的 遊 び （ ト ラ ン プ を 投 げ る ， ジ ェ ン ガ を わ ざ と

倒 す ） な ど の 不 適 切 な 行 動 に 従 事 す る こ と が 多 く 見 ら れ た 。 ま

た ，参 加 者 と 集 団 S S T 活 動 の ス タ ッ フ が 自 由 に 遊 ぶ 休 み 時 間 で

は ， 他 児 童 と 関 わ る こ と な く プ レ イ ル ー ム 内 を 走 り ま わ る な ど

し て 過 ご し て い た 。  

A 児 の 行 動 特 徴 お よ び ， 他 者 へ の 関 わ り 行 動 を 記 述 的 に 分 析

し た と こ ろ ， ① 他 者 と 楽 し み を 共 有 す る た め の 余 暇 活 動 ス キ ル

（ ル ー ル を 伴 っ た 遊 び ） が 未 獲 得 で あ る こ と ， ② 余 暇 活 動 ス キ

ル が 少 な い こ と か ら 他 者 と の 関 わ り が 限 定 的 に な っ て し ま っ て

い る こ と の 2 点 が 示 唆 さ れ た 。 そ こ で ， 参 加 児 の Q O L を 高 め

る た め に は 年 齢 相 応 の ル ー ル 遊 び の ス キ ル を 獲 得 す る 必 要 が あ

る と 考 え ら れ た 。 保 護 者 の 聞 き 取 り か ら ， A 児 が T V 番 組 で や

っ て い た ト ラ ン プ 遊 び に 興 味 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い た こ と

を 踏 ま え ， A 児 が ト ラ ン プ 遊 び の ル ー ル や ス キ ル を 身 に つ け る

こ と が ，主 訴 の 改 善 に 大 き く 寄 与 す る た め ，集 団 S S T 内 で カ ー

ド ゲ ー ム の 指 導 プ ロ グ ラ ム を 立 案 し た 。  

指 導 プ ロ グ ラ ム の 立 案 に あ た り ， A 児 の 文 章 理 解 力 と マ ー ク

や 数 字 の 理 解 の 力 に つ い て 保 護 者 へ イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 A

児 が 文 章 を 理 解 す る 力 に つ い て ， ひ ら が な ・ カ タ カ ナ は 独 力 で

読 む 事 が で き ， 漢 字 も ふ り が な が あ れ ば 理 解 す る こ と が で き る

こ と ，文 章 に つ い て は ， 2〜 3 文 程 度 の 簡 単 な 指 示 の 理 解 は 可 能

で あ る が ， そ れ 以 上 の 文 章 や ， 具 体 的 で な い 記 述 （ 例 え ば ， 気

持 ち の 推 理 や 状 況 の 予 測 な ど ） は 難 し い こ と な ど が 保 護 者 よ り

語 ら れ た 。数 字 の 理 解 は ， 1〜 1 0 0 ま で カ ウ ン ト す る こ と が 可 能
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で あ っ た 。 加 え て ， 実 験 開 始 の 1 年 前 に ， 同 種 マ ー ク の マ ッ チ

ン グ ， 数 と 数 字 の マ ッ チ ン グ 等 の 課 題 に は 完 璧 に 正 答 す る こ と

が で き て い た こ と が 報 告 さ れ た 。  

 

2 - 2 ． 介 入 場 面  

集 団 S S T プ ロ グ ラ ム 内 で の カ ー ド ゲ ー ム 活 動 を 介 入 場 面 と

設 定 し た 。 予 備 観 察 か ら ， A 児 は カ ー ド ゲ ー ム の ル ー ル が 獲 得

さ れ て お ら ず ， 集 団 活 動 内 で の 適 切 行 動 の 獲 得 が 困 難 で あ る と

判 断 さ れ た 。 そ こ で ， A 児 の カ ー ド ゲ ー ム 活 動 に お い て は 実 験

者 と 1 対 1 で 行 う ① 神 経 衰 弱 ， ② バ バ 抜 き の 2 つ の ゲ ー ム を タ

ー ゲ ッ ト と し て 介 入 を 行 っ た 。  

A 児 は 集 団 S S T 活 動 で の カ ー ド ゲ ー ム 場 面 が は じ ま る と ，実

験 者 と 共 に 別 室 に 移 動 し た 。 別 室 で 行 っ た 介 入 場 面 の セ ッ テ ィ

ン グ を 図 1 - 1 に 示 し た 。  
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図 1 - 1  介 入 場 面 の セ ッ テ ィ ン グ  

  

実験者

A児

ビデオカメラ

ノートPC

トランプ

パーテーション
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 図  1 - 1  で 示 し た よ う に 9 0 0 m m × 1 5 0 0 m m の 机 に 実 験 者 と A

児 が 向 か い 合 っ て 着 席 し た 。 机 上 に は 教 材 お よ び 強 化 子 提 示 用

の ノ ー ト P C と ト ラ ン プ セ ッ ト 1 組 の み が 置 か れ て い た 。 実 験

者 の 後 ろ に は ， A 児 の 感 覚 過 敏 や 注 意 の 転 導 性 な ど の 特 徴 に 配

慮 す る た め ， 大 型 の パ ー テ ー シ ョ ン を 設 置 し た 。 介 入 場 面 の 様

子 は 実 験 者 の 斜 め 後 ろ に 設 置 し た ビ デ オ カ メ ラ に よ っ て 撮 影 さ

れ た 。  

 

2 - 3 . 研 究 デ ザ イ ン と 介 入 方 法  

本 介 入 は ，ベ ー ス ラ イ ン 期 ，介 入 期 ①（ マ ニ ュ ア ル 導 入 期 ），

介 入 期 ② （ 他 者 ビ デ オ モ デ リ ン グ 期 ）， プ ロ ー ブ 期 か ら 成 る

A B C A デ ザ イ ン を 適 用 し た 。 本 介 入 の 概 要 を 図 1 - 2 に 示 し た 。  
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図 1 - 2  介 入 計 画 の 概 要  
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 ベ ー ス ラ イ ン 期 で ， 実 験 者 は A 児 と 向 か い 合 っ て 着 席 し ， 神

経 衰 弱 ま た は バ バ 抜 き を 行 う こ と を 告 げ た 。 各 ゲ ー ム の 勝 敗 が

決 定 す る ま で を 1 試 行 と し て ， 実 験 者 と 神 経 衰 弱 も し く は バ バ

抜 き を 行 っ た 。 ゲ ー ム 中 ， 各 活 動 の 標 的 行 動 が 3 秒 以 上 生 起 し

な か っ た 場 合 ， 実 験 者 は 「 次 は な ん だ っ け ？ 」 等 の プ ロ ン プ ト

を 提 示 し た 。ま た 正 反 応 以 外 の 行 動 が 生 起 し た 場 合 に は ，「 そ れ

じ ゃ な い よ 」 と 言 語 プ ロ ン プ ト を 提 示 し た 。 言 語 プ ロ ン プ ト 提

示 か ら 3 秒 以 上 経 過 す る ， も し く は 正 反 応 以 外 の 行 動 が 生 起 し

た 場 合 に は 実 験 者 が A 児 の 標 的 行 動 を 代 わ り に 行 い 活 動 を 進 め

た 。ベ ー ス ラ イ ン 期 に お い て 2 試 行 連 続 で 正 反 応 率 が 1 0 ％ 以 下

だ っ た 場 合 ， 介 入 期 ① へ 条 件 を 移 行 し た 。  

介 入 期 ① で は ， 各 試 行 の は じ め に 書 面 の マ ニ ュ ア ル で 手 順 の

読 み 合 わ せ と 確 認 を 行 っ た 。 バ バ 抜 き で 使 用 し た マ ニ ュ ア ル の

例 を 図 1 - 3 お よ び 図 1 - 4 に ， 神 経 衰 弱 で 使 用 し た マ ニ ュ ア ル の

例 を 図 1 - 5 ， 図 1 - 6 に そ れ ぞ れ 掲 載 し た 。   
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 バ バ 抜 き ， 神 経 衰 弱 の 両 マ ニ ュ ア ル は 共 に ， 文 字 に よ る カ ー

ド ゲ ー ム 活 動 全 体 で の 流 れ （ 図 1 - 3 ， 図 1 - 5 ） ， 各 標 的 行 動 の 適

切 行 動 の 写 真 と そ の 内 容（ 図 1 - 4 ，図 1 - 6 ）か ら 構 成 さ れ て い た 。

ゲ ー ム 全 体 の 流 れ で は ， 課 題 分 析 か ら 案 出 さ れ た ゲ ー ム 実 施 の

適 切 行 動 の す べ て が 文 字 情 報 と し て 提 示 さ れ て い た 。 各 項 目 で

必 要 と さ れ る 行 動 は ， 適 切 な ゲ ー ム 実 施 行 動 の １ つ １ つ に つ い

て ， 文 字 情 報 と 場 面 写 真 で 構 成 さ れ て い た 。 ま ず ， 各 試 行 の 初

め に 実 験 者 は A 児 と 共 に 全 体 の 流 れ の 表 を 読 み 合 わ せ た 。 読 み

合 わ せ が 終 わ っ た 後 ， 各 標 的 行 動 の 適 切 行 動 の 写 真 と そ の 内 容

を 提 示 し ， ど ん な 場 面 で あ る か 説 明 を 求 め た 。 説 明 の 内 容 に 関

わ ら ず ， 実 験 者 は 標 的 行 動 の ス ラ イ ド に つ い て 書 か れ て い る 内

容 に つ い て の 言 語 フ ィ ー ド バ ッ ク（「 カ ー ド を 配 る 」等 ）を 提 示

し た 。各 活 動 の す べ て の 標 的 行 動 に つ い て の 説 明 が 終 わ っ た 後 ，

ベ ー ス ラ イ ン 期 と 同 様 の 手 続 き で ゲ ー ム を 行 っ た 。 1 試 行 終 了

毎 に ，A 児 は 机 上 の P C で 好 き な 動 画 を 1 つ 見 る こ と が 許 可 さ れ

た 。 ま た ， 介 入 期 ① に お い て ， 標 的 行 動 の 自 発 生 起 に 関 し て 2

項 目 以 下 で あ る と 判 断 さ れ た 試 行 が 3 回 見 ら れ た 時 点 で 介 入 期

② 条 件 へ 移 行 し た 。  

介 入 期 ② で は ， マ ニ ュ ア ル で の 確 認 の 代 わ り に 大 学 院 に 在 籍

す る 研 究 協 力 者 2 名 が 神 経 衰 弱 と バ バ 抜 き に 従 事 し て い る 場 面

を ビ デ オ で 提 示 し た 。バ バ 抜 き で 使 用 し た ビ デ オ の 例 図 1 - 7 に ，

神 経 衰 弱 で 使 用 し た ビ デ オ の 例 を 図 1 - 8 に 示 し た 。  
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図1-7	
  ババ抜きのビデオ例	
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図1-8	
  神経衰弱のビデオ例	
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 教 材 と し て 使 用 し た ビ デ オ は マ ニ ュ ア ル と 同 様 に ， 標 的 行 動

お よ び マ ニ ュ ア ル に 準 拠 し た 内 容 で あ っ た 。 た と え ば ， バ バ 抜

き 活 動 で の ビ デ オ は ，【 1 . ト ラ ン プ を 配 る 】【 2 . 同 じ 数 字 の カ ー

ド を 捨 て る 】【 3 . じ ゃ ん け ん で 順 番 を 決 め る 】【 4 . A 君 が 先 生 の

ト ラ ン プ を 1 枚 取 る 】【 5 . 先 生 が A 君 の カ ー ド を 1 枚 取 る 】【 6 .

カ ー ド が 全 部 な く な っ た ら お し ま い 】 の 順 番 に 提 示 さ れ た 。 ビ

デ オ の 内 容 は ， マ ニ ュ ア ル で 用 い ら れ た 写 真 と 同 じ 場 面 の 一 連

の 流 れ を 動 画 と し て 撮 影 し た も の を 利 用 し た 。 そ の 際 ， 画 面 に

は マ ニ ュ ア ル の よ う な 文 字 情 報 は 表 示 さ れ な か っ た が ， A 児 が

ビ デ オ 視 聴 中 に は 実 験 者 が マ ニ ュ ア ル に 提 示 さ れ て い た 文 字 情

報 を 同 時 に 読 み 聞 か せ た （ 例 ： 「 同 じ 数 字 が な か っ た ら ， 裏 返

す 」 な ど ） 。 各 標 的 行 動 の ビ デ オ を 視 聴 し た 後 は 介 入 期 ① と 同

様 に ，「 ど ん な こ と し て い た ？ 」と 尋 ね ， A 児 の 説 明 内 容 と は 関

係 な く 実 験 者 は 正 し い 内 容 を 口 頭 で 伝 え た 。 そ の 他 の 手 続 き は

介 入 期 ① と 同 様 で あ っ た 。 ま た ， 介 入 ② 期 か ら プ ロ ー ブ 期 へ 条

件 移 行 基 準 は ， 各 活 動 の す べ て の 標 的 行 動 の 項 目 が 自 発 生 起 と

記 録 さ れ る こ と で あ っ た 。  

プ ロ ー ブ 期 で は ， ベ ー ス ラ イ ン 期 と 同 様 の 手 順 で 神 経 衰 弱 課

題 お よ び バ バ 抜 き 活 動 を 実 施 し た 。  

 

2 - 4 . 標 的 行 動  

神 経 衰 弱 と バ バ 抜 き の 適 切 な 活 動 従 事 行 動 に 必 要 な 要 素 を

明 ら か に す る た め に ， 両 活 動 の 課 題 分 析 を 行 っ た 。 課 題 分 析 の

結 果 か ら ， 本 研 究 で は 神 経 衰 弱 を i ） ト ラ ン プ を 重 な ら な い よ

う に 並 べ る ， i i ） ジ ャ ン ケ ン で 順 番 を 決 定 す る ，  i i i ） 2 枚 ト ラ
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ン プ を め く る ，i v ）同 じ 数 字 が そ ろ っ た ら 続 け て 2 枚 め く る ，v ）

違 う マ ー ク の 場 合 す べ て の ト ラ ン プ を 裏 返 す ， v i ） 相 手 の 順 番

で は 手 を 机 に 置 い て 着 席 し て 待 つ ， v i i ）場 に ト ラ ン プ が な く な

っ た ら 持 ち 札 を 数 え る ， v i i i ） カ ー ド 枚 数 の 多 い 人 へ 勝 ち を 伝

え る ， の 8 つ の 標 的 行 動 か ら 構 成 さ れ て い る と 定 義 し た 。 同 様

に バ バ 抜 き で は ， i ） ト ラ ン プ を 配 る ， i i ） 配 ら れ た カ ー ド か ら

同 じ 数 字 の 札 を 手 札 か ら 捨 て る ， i i i ） 相 手 に 見 ら れ な い よ う に

カ ー ド を 持 つ ， i v ） 相 手 の カ ー ド か ら 1 枚 取 る ， v ） マ ー ク が そ

ろ っ た カ ー ド を 手 札 か ら 捨 て る ， v i ） ト ラ ン プ を 1 枚 取 っ て も

ら う ま で 相 手 に 手 札 を 向 け る ， v i i ）手 札 が な く な っ た 人 が い た

ら 終 わ り に す る ， v i i i ） 手 札 が な く な っ た 人 へ 勝 ち を 伝 え る ，

の 8 つ を 標 的 行 動 と 定 義 し た 。  

 

2 - 5 . 研 究 期 間  

 本 研 究 は X 年 1 2 月 ～ X ＋ 1 年 3 月 末 ま で 行 わ れ た 。デ ー タ 収

集 お よ び 介 入 は C 大 学 に お い て 隔 週 で 行 わ れ た 集 団 S S T 場 面 で

実 施 さ れ た 。 よ っ て ， A 児 は お お よ そ 月 2 回 の 頻 度 で 集 団 S S T

に 参 加 し て い た 。 1 回 の 集 団 S S T 場 面 に お い て ， 研 究 セ ッ シ ョ

ン は 約 2 ～ 3 回 程 度 行 わ れ た 。 研 究 セ ッ シ ョ ン は 神 経 衰 弱 も し

く は バ バ 抜 き の 開 始 か ら 勝 敗 が 決 ま る ま で を 1 セ ッ シ ョ ン と 定

義 し た 。 1 セ ッ シ ョ ン は 平 均 1 3 2 . 8 秒 で あ っ た 。  

 

2 - 6 . 測 定 方 法  

 ビ デ オ で 撮 影 し た 個 別 場 面 計 4 0 試 行 に お け る 参 加 児 A の パ

フ ォ ー マ ン ス を 分 析 対 象 と し た 。 撮 影 さ れ た ビ デ オ は 後 日 ， 実
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験 者 に よ っ て 分 析 さ れ た 。 そ れ ぞ れ の 標 的 行 動 が 実 験 者 の 行 動

か ら 3 秒 以 内 に 生 起 し た 場 合 を 『 自 発 生 起 』 と し て 定 義 し た 。

実 験 者 か ら の 言 語 プ ロ ン プ ト（「 次 は な ん だ っ け ？ 」な ど ）の 提

示 で 生 起 し た 時 は 『 プ ロ ン プ ト 生 起 』 と し て 記 録 し た 。 プ ロ ン

プ ト 提 示 か ら 3 秒 以 上 経 過 し て も 標 的 行 動 が 見 ら れ な か っ た 場

合 を 『 非 生 起 』 と し た 。 上 記 の 3 つ の 基 準 を 基 に ， ビ デ オ で 撮

影 さ れ た A 児 の 行 動 に 対 し て 評 価 を 行 っ た 。  

 

2 - 7 . 観 察 者 間 一 致  

デ ー タ 分 析 の 信 頼 性 を 確 保 す る た め に 観 察 者 間 一 致 率 を 算

出 し た 。 観 察 者 間 一 致 率 の 算 出 に 使 用 し た セ ッ シ ョ ン は ， 全 セ

ッ シ ョ ン（ ベ ー ス ラ イ ン 期 ，介 入 期 ① ，介 入 期 ② ，プ ロ ー ブ 期 ）

か ら 無 作 為 に 選 択 し た 1 0 セ ッ シ ョ ン（ 全 セ ッ シ ョ ン 数 の 2 8 . 8 ％ ）

で あ っ た 。 対 象 と な っ た 1 0 セ ッ シ ョ ン に つ い て ， 本 研 究 へ 参

加 し て い な い 大 学 院 に 在 籍 す る 学 生 1 名 が 第 2 観 察 者 と し て 独

立 し て 評 価 を 行 っ た 。 観 察 者 間 一 致 率 は ， 一 致 し た 項 目 数 を 一

致 ／ 非 一 致 項 目 数 の 合 計 で 割 り 1 0 0 を 掛 け る こ と で 算 出 し た 。

結 果 ， 本 研 究 デ ー タ の 観 察 者 間 一 致 率 は 9 8 . 8 % で あ っ た 。  

 

2 - 8 . 研 究 の 倫 理 的 配 慮 に つ い て  

 本 研 究 を 実 施 す る こ と に あ た り 、 A 児 の 母 親 へ 研 究 の イ ン フ

ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 研 究 協 力 の 同 意 を 得 た 。 イ ン フ ォ ー ム ド

コ ン セ ン ト の 内 容 は 、 i ） 本 研 究 の 目 的 と 意 義 、 i i ） 研 究 か ら 得

ら れ る と 予 想 さ れ る 知 見 、 i i i ） 個 人 情 報 の 取 り 扱 い の 3 点 を 書

面 に て A 児 の 母 親 に 提 供 し 、研 究 協 力 に つ い て 同 意 を 得 て か ら
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研 究 を 開 始 し た 。 更 に 、 研 究 終 了 後 に 本 稿 の ア ウ ト ラ イ ン を 母

親 へ 渡 し 、 論 文 と し て 学 術 雑 誌 へ 投 稿 す る こ と に 関 し て の 同 意

を 得 た 。  

 

3 . 結 果  

 

標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス の 推 移 を 図 1 - 9 ，図 1 - 1 0 に 表 し た 。 
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 図 1 - 9 ， 図 1 - 1 0 は 各 活 動 で の 標 的 行 動 の 生 起 合 計 数 を ， 自 発

生 起 と プ ロ ン プ ト 生 起 の 基 準 ご と に 算 出 し 提 示 し た グ ラ フ で あ

る 。 こ の グ ラ フ は そ れ ぞ れ ， 縦 軸 が 標 的 行 動 の 項 目 数 を ， 横 軸

が 試 行 数 を 示 し て い る 。 神 経 衰 弱 ， バ バ 抜 き そ れ ぞ れ の 標 的 行

動 生 起 の 推 移 を 概 観 す る と ， ベ ー ス ラ イ ン 期 で は 全 く 標 的 行 動

の 生 起 は 見 ら れ な か っ た が ， 介 入 期 ① ， 介 入 期 ② と 条 件 が 変 更

す る に 従 い 自 発 生 起 の 項 目 数 が 増 加 し て い っ た 。 そ し て ， 介 入

期 ② の 最 終 試 行 で は 神 経 衰 弱 ， バ バ 抜 き の 両 活 動 に お い て ， す

べ て の 標 的 行 動 が 自 発 生 起 し て い た 。 こ の パ フ ォ ー マ ン ス の 傾

向 は プ ロ ー ブ 期 で も 概 ね 維 持 さ れ て い た 。  

次 に フ ェ イ ズ の 移 行 に 伴 う 条 件 の 変 化 に 対 応 し て ， 標 的 行 動

が ど の よ う に 推 移 し た の か を 捉 え る た め に ， 図 9 の 介 入 期 ① の

最 終 試 行 と 介 入 期 ② の 初 頭 試 行 の 変 化 を 見 た 。 神 経 衰 弱 の 介 入

期 ① の 最 終 試 行 で は 8 項 目 中 2 項 目 が 自 発 生 起 ， 1 項 目 が プ ロ

ン プ ト 生 起 で あ っ た が ， 介 入 期 ② の 初 頭 試 行 で は ， 自 発 生 起 が

6 項 目 ， プ ロ ン プ ト 生 起 の 項 目 は 見 ら れ な か っ た 。 更 に 各 介 入

条 件 で の 自 発 生 起 ， プ ロ ン プ ト 生 起 の 項 目 数 に 注 目 す る と ， 神

経 衰 弱 の 介 入 期 ① で は 自 発 生 起 が 0 項 目 か ら 5 項 目 の 範 囲 で 見

ら れ た 。 そ し て ， プ ロ ン プ ト 生 起 の 項 目 数 は 1 か ら 3 項 目 の 範

囲 で あ っ た 。 介 入 期 ② に 条 件 が 移 行 す る と ， 自 発 生 起 が 5 項 目

か ら 8 項 目 ， プ ロ ン プ ト 生 起 は 0 項 目 か ら 3 項 目 の 範 囲 へ 増 加

し た 。 ま た ， 介 入 期 ① で は 試 行 数 の 増 加 で パ フ ォ ー マ ン ス の 一

貫 し た 増 減 傾 向 は 確 認 さ れ な か っ た が ， 介 入 期 ② で は 試 行 数 が

増 加 す る に 従 い ， 自 発 生 起 の 項 目 数 は 増 加 傾 向 ， プ ロ ン プ ト 生

起 は 減 少 傾 向 を 示 し て い た 。  
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次 に ， ベ ー ス ラ イ ン 期 か ら 介 入 ① ， 介 入 ① か ら 介 入 ② へ の フ

ェ イ ズ 移 行 に 伴 う 標 的 行 動 の 変 化 を み る た め に ， 各 介 入 条 件 内

に お け る ， 標 的 行 動 の 非 生 起 ， プ ロ ン プ ト 生 起 ， 自 発 生 起 の 割

合 を 百 分 率 で 算 出 し た 。 算 出 し た 結 果 を 表 1 - １ に 示 し た 。   
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表 1 - １ 各 活 動 に お け る パ フ ォ ー マ ン ス の 移 行  

 

 

  

項目 ベースライン 介入① 介入② プローブ

神経衰弱 非生起 100.0% 33.3% 6.2% 0.0%

プロンプト有 0.0% 25.9% 14.5% 3.7%

自発生起 0.0% 40.7% 79.1% 96.2%

ババ抜き 非生起 100.0% 53.3% 8.9% 0.0%

プロンプト有 0.0% 23.3% 21.4% 0.0%

自発生起 0.0% 23.3% 69.6% 100.0%
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 両 活 動 共 に ベ ー ス ラ イ ン 期 で は 標 的 行 動 の 生 起 率 が 0 ％ で あ

っ た が ， 介 入 ① へ の 移 行 に よ り プ ロ ン プ ト 生 起 と 自 発 生 起 が 神

経 衰 弱 で 2 5 . 9 % と 4 0 . 7 % ，バ バ 抜 き で 2 3 . 3 ％ と 5 3 . 3 ％ と 大 き く

上 昇 を 示 し た 。2 項 目 の 上 昇 に 従 い ，非 生 起 は 神 経 衰 弱 で 3 3 . 3 % ，

バ バ 抜 き で 5 3 . 3 % と 下 降 を 示 し た 。 介 入 ① と 介 入 ② の 変 化 を 比

較 す る と ，神 経 衰 弱 で は そ れ ぞ れ ，非 生 起 が 6 . 2 % ，プ ロ ン プ ト

生 起 が 1 4 . 5 ％ ，自 発 生 起 が 7 9 . 1 ％ で あ っ た 。次 に ，バ バ 抜 き で

は 非 生 起 が 8 . 9 ％ ，プ ロ ン プ ト 生 起 が 2 1 . 4 ％ ，自 発 生 起 が 6 9 . 6 ％

で あ っ た 。 つ ま り ， 両 活 動 共 に 介 入 ① で の 実 験 条 件 の 変 化 お よ

び 標 的 行 動 の 変 化 に つ い て ほ ぼ 同 様 の 傾 向 が 窺 え た 。  

最 後 に ， 神 経 衰 弱 と バ バ 抜 き に お け る 標 的 行 動 生 起 で あ る 行

動 項 目 の 推 移 を 表 1 - 2 ， 表 1 - 3 に 示 し た 。  
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表 1 - 2  バ バ 抜 き に お け る 各 標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス  

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

× × ― ― ― ― × ― ― × △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

× × ― ― ― ― × × △ × △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

× × ― ― ― ― × × × × △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○

× × ― ― ― ― ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ― ― ― ― △ × × × × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ― ― ― ― △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ― ― ― ― △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ― ― ― ― × × × × × × × × ○ △ ○ ○ ○ ○

○プロンプトなし △言語プロンプトで生起 ×非生起 ―実施せず

BL

THにカード向けて取ってもらう

トランプがなくなったらおしまい

勝敗の理解

トランプを配る

はじめに同じマークを捨てる

カードを正しく持つ

CLがTHのカードを取る

同じカードを捨てる

介入１ 介入２ プローブ

ババ抜き
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表 1 - 3  神 経 衰 弱 に お け る 各 標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス  

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

× × ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ― ― ― ― ― ― ― ― × △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × △ △ △ △ △ ○ × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × ○ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × ○ × × × △ △ × △ ○ △ ○ ○ ○

× × △ △ △ × △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ○ △ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○プロンプトなし △言語プロンプトで生起 ×非生起 ―実施せず

勝敗の理解

2枚トランプを裏返す

同じだったらもう2枚

ちがったらトランプを戻す

相手が裏返す間、手を机において待つ

トランプがなくなったら数える

介入２ プローブ

神経衰弱

トランプを並べる

じゃんけんで順番決定

BL 介入１
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 表 1 - ２ ， 表 1 - ３ に 注 目 す る と ， 神 経 衰 弱 の 介 入 期 ① で は 『 同

じ 数 字 が そ ろ っ た ら 続 け て 2 枚 め く る 』『 相 手 の 順 番 で は 手 を

机 に 置 い て 着 席 し て 待 つ 』 の 2 項 目 で ， 全 8 試 行 中 自 発 生 起 が

1 回 し か 見 ら れ な か っ た 。 同 時 に ， バ バ 抜 き の 各 標 的 行 動 の 項

目 に 注 目 す る と ， 介 入 期 ① に お い て 『 相 手 の カ ー ド か ら 1 枚 取

る 』『ト ラ ン プ を 1 枚 取 っ て も ら う ま で 相 手 に 手 札 を 向 け る 』『手

札 が な く な っ た 人 が い た ら 終 わ り に す る 』 の 項 目 以 外 は 自 発 生

起 が 全 く 見 ら れ な か っ た 。 し か し ， 介 入 期 ② へ 条 件 を 変 更 す る

と ， 1 5 試 行 目 で 非 生 起 が 見 ら れ な く な り ， 1 7 試 行 目 で す べ て

の 標 的 行 動 が 自 発 生 起 し て い た 。  

 

4 . 考 察  

 

本 研 究 は ， 軽 度 知 的 障 害 と 自 閉 性 障 害 の 診 断 を 受 け た 児 童 に

対 し て ， マ ニ ュ ア ル と ビ デ オ 他 者 モ デ リ ン グ 手 続 き が カ ー ド ゲ

ー ム の ル ー ル 獲 得 と 適 切 行 動 の 形 成 に 与 え る 効 果 の 検 討 を 目 的

と し た 。 そ の 結 果 ， ベ ー ス ラ イ ン 期 で は 適 切 な カ ー ド ゲ ー ム 実

行 行 動 が 見 ら れ な か っ た A 児 が ，マ ニ ュ ア ル と ビ デ オ 他 者 モ デ

リ ン グ を 利 用 す る こ と で 適 切 に カ ー ド ゲ ー ム を 行 え る よ う に な

っ た 。 こ の 結 果 か ら ， 本 研 究 で 使 用 し た 介 入 計 画 が ， 軽 度 知 的

障 害 を 伴 っ た 自 閉 性 障 害 児 の 適 切 行 動 獲 得 に 大 き く 寄 与 し た と

示 唆 さ れ る 。 ま た ， A 児 の パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 を 条 件 間 で 比

較 す る と ， マ ニ ュ ア ル を 用 い た 介 入 期 ① よ り も ビ デ オ モ デ リ ン

グ 手 続 き を 導 入 し た 介 入 期 ② で 顕 著 な 改 善 が 見 ら れ た 。 上 記 の

結 果 か ら ， 従 来 の 漸 進 的 行 動 形 成 よ り も ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続
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き が ，よ り 顕 著 な 行 動 変 容 を 導 い た と 言 え る だ ろ う 。特 に ，『 同

じ 数 字 が そ ろ っ た ら 続 け て 2 枚 め く る 』『 相 手 の 順 番 で は 手 を

机 に 置 い て 着 席 し て 待 つ 』 な ど ， あ る 条 件 下 で の 行 動 が 生 起 し

た 場 合 に の み 標 的 行 動 と な る よ う な 複 雑 な 行 動 に つ い て 顕 著 な

改 善 が 見 ら れ た と 言 え る だ ろ う 。  

本 研 究 で マ ニ ュ ア ル よ り も ビ デ オ モ デ リ ン グ の 効 果 が 高 か

っ た 理 由 に つ い て ， 3 点 考 え ら れ る 。 ま ず 1 点 目 は ビ デ オ モ デ リ

ン グ に は 文 章 に よ る 理 解 の 必 要 が な い 点 で あ る 。 参 加 児 は 自 閉

性 障 害 と 診 断 を 受 け て お り ， 文 章 が 指 し 示 す 内 容 に つ い て は 十

分 理 解 で き た 一 方 で ， 各 標 的 行 動 の 間 の 繋 が り の 理 解 ， す な わ

ち ， こ の ゲ ー ム ル ー ル 自 体 の 繋 が り の 俯 瞰 的 視 点 が マ ニ ュ ア ル

で は 十 分 に 伝 わ ら な か っ た こ と が 示 唆 さ れ る 。 換 言 す れ ば ， 本

質 的 理 解 や 因 果 関 係 の 理 解 と い っ た 抽 象 的 な 言 語 理 解 に 困 難 を

抱 え や す い 自 閉 性 障 害 児 は 言 語 情 報 が ベ ー ス と な る マ ニ ュ ア ル

よ り も ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き に よ っ て 行 動 連 鎖 の き っ か け

や 適 切 行 動 の 達 成 基 準 を よ り 容 易 に 理 解 で き た と 考 え ら れ る 。

こ れ は ， あ る 条 件 下 で の 行 動 生 起 の み が 強 化 さ れ る 高 次 条 件 性

弁 別 と 言 わ れ る よ う な 複 雑 な 行 動 連 鎖 の 獲 得 に お い て ， ビ デ オ

モ デ リ ン グ 手 続 き が よ り 効 率 的 で あ っ た こ と か ら も 示 唆 さ れ る

だ ろ う 。 2 点 目 は ， 教 材 へ の 注 目 の 違 い で あ る 。 就 学 後 の 児 童

に と っ て 文 字 情 報 は 日 々 の 義 務 教 育 課 程 に お い て 慣 れ 親 し ん だ

教 材 で あ り ， 刺 激 の 新 奇 性 は 低 い と 考 え る 。 一 方 ， ビ デ オ を 使

っ た 教 材 は 比 較 的 新 奇 性 が 高 い で あ ろ う 。 ま た ，

C h a r l o p - C h r i s t y  e t  a l . ( 2 0 0 3 ) は ，自 閉 性 障 害 児 に と っ て ビ デ オ

教 材 の 視 聴 と 模 倣 が 従 事 頻 度 の 高 い 行 動 レ パ ー ト リ ィ で あ る と
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指 摘 し て い る 。 そ の 結 果 ， 自 閉 性 障 害 児 に 対 す る ビ デ オ モ デ リ

ン グ 手 続 き は ， よ り 文 脈 適 合 性 が 高 い 介 入 方 略 で あ っ た 可 能 性

が 示 唆 さ れ る 。 3 点 目 は ， 行 動 連 鎖 の 促 進 効 果 が 考 え ら れ る 。

マ ニ ュ ア ル か ら ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き に 変 更 す る こ と で ， プ

ロ ン プ ト 生 起 と 評 価 さ れ た 複 数 の 行 動 が 自 発 生 起 す る よ う に な

っ て い た 。 プ ロ ン プ ト に よ り 適 切 行 動 が 生 起 し た こ と か ら ， 本

児 は 適 切 行 動 を 行 動 レ パ ー ト リ ィ と し て 獲 得 し て い た が ， 自 他

の 行 動 を 弁 別 刺 激 と し て 行 動 連 鎖 を 自 発 す る こ と が で き て い な

か っ た と 考 え ら れ る 。 よ っ て ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き は ， 適

切 行 動 を 形 成 す る だ け で な く ， 行 動 連 鎖 の 直 前 の 行 動 が 弁 別 刺

激 と し て 機 能 す る よ う に 促 す 効 果 を 持 つ と 言 え る だ ろ う 。 こ れ

は ， C h a r l o p - C h r i s t y  e t  a l . （ 2 0 0 0 ） の 比 較 的 長 い 行 動 の 獲 得

に お い て ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き が 行 動 の 獲 得 の 促 進 に 寄 与

す る 可 能 性 を 持 つ と い う 主 張 を 支 持 す る 結 果 で あ っ た 。  

以 上 よ り ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き が ① 文 章 全 体 が 指 し 示 す

本 質 的 理 解 に 困 難 を 抱 え る 児 童 に 対 し 効 果 的 で あ る ， ② 文 字 情

報 よ り も 注 意 を 向 け や す い ， ③ 複 雑 な 行 動 連 鎖 の 弁 別 刺 激 の 機

能 化 を 促 進 す る と い っ た 効 果 を 持 つ と 考 え ら れ る 。 今 回 ， 適 切

行 動 の 形 成 を 試 み た 課 題 は 神 経 衰 弱 と バ バ 抜 き で あ っ た 。 余 暇

活 動 の 観 点 か ら 見 る と ， ト ラ ン プ を 使 っ た ゲ ー ム は 馴 染 み の 深

い 活 動 で あ り ， 小 学 生 同 士 の 対 人 相 互 作 用 が 多 く 見 ら れ る 場 面

で も あ る 。 し か し な が ら ， ト ラ ン プ を 使 っ た ゲ ー ム は 小 学 校 低

学 年 児 童 に と っ て 複 雑 な ル ー ル か ら 構 成 さ れ る 活 動 で あ り ， 特

に 知 的 障 害 を 伴 う 自 閉 性 障 害 児 に は 活 動 参 加 が 難 し い と い っ た

側 面 を 持 っ て い る 。 本 研 究 の 結 果 か ら ， カ ー ド ゲ ー ム の よ う な
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複 数 の 行 動 連 鎖 か ら 成 る 複 雑 な ゲ ー ム の ル ー ル を 理 解 す る た め

に は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き が 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま

た ， カ ー ド ゲ ー ム で の 適 切 行 動 と ル ー ル を 獲 得 す る こ と は ， 副

次 的 に 同 年 代 グ ル ー プ へ の 参 加 が 難 し い 自 閉 性 障 害 児 の 集 団 参

加 を 改 善 す る 効 果 を 持 つ か も し れ な い 。実 際 に ，本 研 究 終 了 後 ，

A 児 は 小 集 団 活 動 内 で 同 学 年 の 生 徒 と バ バ 抜 き 活 動 に 自 分 か ら

参 加 し て 楽 し む と い っ た 行 動 が 見 ら れ て お り ， カ ー ド ゲ ー ム の

ル ー ル を 獲 得 す る こ と が ， 自 閉 性 障 害 児 の 対 人 相 互 作 用 場 面 へ

の 参 加 を 促 す 可 能 性 も 示 唆 さ れ た 。  
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研 究 2 

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の 検 討 ①  

 

重 度 知 的 障 害 児 の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を

用 い た 行 動 支 援  

自 由 遊 び 場 面 で の 不 適 切 行 動 の 修 正 か ら  
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1 . 研 究 ２ の 目 的  

 

 研 究 2 で は ， 自 由 遊 び 場 面 の 中 で ， 重 度 の 知 的 障 害 を 抱 え た

児 童 の 対 人 へ の 不 適 切 な 関 わ り 行 動 に つ い て ， 個 別 の ビ デ オ フ

ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 利 用 し た 行 動 修 正 プ ロ グ ラ ム 導 入 し た 。

こ の プ ロ グ ラ ム の 効 果 か ら ， 重 度 の 知 的 障 害 を 持 っ た 児 童 に 対

す る ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 有 効 性 ， 並 び に 臨 床 適 用 の 可 能 性

に つ い て 検 討 す る 。  

 

2 . 方 法  

 

2 - 1 . 参 加 児 童 と 問 題 の 整 理  

 本 研 究 で は ， 研 究 開 始 時 6 歳 5 ヶ 月 の B 児 （ 以 下 B） を 実 験

参 加 児 と し た 。 B は 2 歳 の 時 点 で 初 語 を 認 め な か っ た 。 更 に ，

保 護 者 が 名 前 を 呼 ん で も 反 応 し な い ， 常 同 的 な 行 動 を 繰 り 返 す

（ 手 を 目 の 前 で ひ ら ひ ら す る ， 鼻 の 頭 を 何 度 も こ す る ） な ど の

発 達 の 遅 れ や 行 動 特 徴 を 主 訴 に 専 門 機 関 を 受 診 し 知 的 障 害 を 伴

う 自 閉 性 障 害 の 診 断 を 受 け て い た 。 知 能 検 査 は 実 施 さ れ て い な

か っ た が ， 療 育 セ ッ シ ョ ン 開 始 当 時 ， 機 能 的 な 言 語 は 5 種 類 程

度 ， 2 語 文 は ほ と ん ど 使 え な い 状 態 で あ っ た 。 要 求 言 語 に つ い

て は ， 周 囲 の 大 人 が 言 語 プ ロ ン プ ト を 出 せ ば ， そ れ に 合 わ せ た

言 葉 を 使 う こ と は で き て い た 。 し か し な が ら ， 自 発 的 に 機 能 的

な 言 語 を 使 用 す る 場 面 は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た 。 保 護 者 の 発
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達 の 相 談 と ，コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 問 題 行 動 の 低 減 を 主 訴 に ，X

年 よ り 大 学 の 療 育 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し て い た 。 大 学 で は ， 行 動

分 析 の 知 見 を 利 用 し た 機 会 利 用 型 の 指 導 （ 自 由 遊 び 場 面 を 通 じ

た 機 能 的 言 語 行 動 の 獲 得 と 増 加 ） と ， 机 上 学 習 （ マ ン ド お よ び

タ ク ト 訓 練 ） な ど か ら 構 成 さ れ る 療 育 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し て い

た 。 機 会 利 用 型 の 指 導 場 面 で の B の 行 動 レ パ ー ト リ ー は ， 動 物

フ ィ ギ ュ ア を 高 い 所 か ら 落 と す ， ク ッ シ ョ ン を 重 ね て ア ス レ チ

ッ ク を 作 る ， 高 く 積 み 上 げ た ク ッ シ ョ ン か ら 飛 び 降 り る な ど の

感 覚 遊 び が 中 心 で あ っ た 。 保 護 者 の 報 告 の 通 り ， 療 育 開 始 時 に

は 自 由 遊 び 場 面 で の 機 能 的 言 語 の 自 発 は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ

た 。 ま た ， 療 育 セ ッ シ ョ ン 以 外 の 場 面 で 「 知 ら な い 人 の 身 体 を

触 る 」 と い っ た 行 動 問 題 が 散 見 さ れ て い た 。 特 に 女 性 を 触 っ て

し ま う こ と が 多 く ， 保 護 者 が 言 語 で 注 意 し て も 改 善 は 見 ら れ な

か っ た 。 こ の 身 体 に 触 れ る 行 動 は ， 療 育 セ ッ シ ョ ン 内 で も セ ッ

シ ョ ン 補 助 を 行 っ て い た 大 学 院 生 に 対 し て 頻 繁 に 行 っ て い た 。  

 

2 - 2 . 標 的 行 動  

 本 研 究 で は ， 療 育 セ ッ シ ョ ン 中 に 見 ら れ た “ 女 性 の 身 体 を 触

る 行 動 ”を 標 的 行 動 と し た 。女 性 の 身 体 を 触 る 行 動 と は ，「 要 求

の 機 能 を 伴 わ な い 身 体 へ の 接 触 」 と 操 作 的 に 定 義 し た 。 ま た ，

手 で の 接 触 行 動 以 外 （ 身 体 が ぶ つ か る な ど ） は ， 日 常 場 面 で ほ

と ん ど 見 ら れ な い と い う 保 護 者 か ら の 情 報 が あ っ た た め ， 標 的

行 動 か ら は 除 外 さ れ た 。  

 

2 - 3 . 介 入 場 面  
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 大 学 の プ レ イ ル ー ム で 行 わ れ て い た 療 育 セ ッ シ ョ ン の う ち ，

機 会 利 用 型 指 導 場 面 を 介 入 場 面 と し て 設 定 し た 。 自 由 遊 び 場 面

の セ ッ テ ィ ン グ を 図 2 - 1 に 図 示 し た 。   
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図 2 - 1  介 入 場 面 の セ ッ テ ィ ン グ  
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 大 学 プ レ イ ル ー ム は 縦 1 0 m×横 6 m ほ ど の 部 屋 で あ っ た 。 図 示

し た よ う に ，プ レ イ ル ー ム に は 玩 具 棚 ，水 道 ，平 均 台 や 跳 び 箱 ，

7 0 c m× 7 0 c m 程 度 の ク ッ シ ョ ン な ど が 用 意 さ れ て い た 。 玩 具 棚 に

は ， 小 さ な 動 物 の フ ィ ギ ュ ア ， ミ ニ カ ー ， 建 物 の ミ ニ チ ュ ア な

ど が 陳 列 さ れ て い た 。 ま た ， 棚 の 上 部 に は ， 縄 跳 び や カ ラ ー ボ

ー ル な ど の 運 動 で 使 用 す る 用 具 が 置 い て あ っ た 。 平 均 台 は 3 m

の も の が 2 本 ， 跳 び 箱 は 5 段 お よ び 平 ら な 技 巧 台 が 5 つ プ レ イ

ル ー ム の 床 に 設 置 し て あ っ た 。 ク ッ シ ョ ン に つ い て は ， 丸 ク ッ

シ ョ ン が 3 つ ， 四 角 ク ッ シ ョ ン が 3 つ の 計 6 つ の ク ッ シ ョ ン が

そ れ ぞ れ 重 ね ら れ て あ っ た 。 そ の 他 に は ， 個 別 課 題 で 使 用 す る

机 と イ ス ， ホ ワ イ ト ボ ー ド が 置 か れ て い た 。 な お ， セ ッ シ ョ ン

と B の 様 子 を 記 録 す る た め ， B が 入 室 し た 後 ， ポ ー タ ブ ル ビ デ

オ カ メ ラ を 三 脚 で 固 定 し ， 入 り 口 の ド ア か ら 室 内 を 撮 影 し て い

た 。  

 

2 - 4 . 研 究 デ ザ イ ン と 介 入 方 法  

 本 研 究 で は ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 介 入 効 果 を 測 定 す

る た め に ， 介 入 前 ， 介 入 後 の パ フ ォ ー マ ン ス の 比 較 か ら 構 成 さ

れ る 介 入 前 後 比 較 デ ザ イ ン を 適 用 し た 。  

 介 入 前 後 共 に ， 通 常 の 機 会 利 用 型 指 導 場 面 で の 関 わ り を 行 っ

た 。 B は 何 か 指 示 を 与 え ら れ る こ と は な く ， 好 き な 遊 具 に ア ク

セ ス す る こ と が で き た 。 そ の 中 で ， 援 助 要 求 を 通 じ た 言 語 の 獲

得 や ， 運 ぶ 事 が 難 し い 遊 具 （ 平 均 台 や 跳 び 箱 ） を 要 求 す る 行 動

の 獲 得 な ど が 支 援 目 標 と し て 設 定 さ れ て い た 。 支 援 目 標 を 達 成

す る た め に ， 2 名 〜 5 名 （ 女 性 1 名 男 性 1〜 4 名 ） の 大 学 院 生 が
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サ ブ ト レ ー ナ ー と し て 入 室 し て い た 。 サ ブ ト レ ー ナ ー は ， 適 切

な 言 語 要 求 の プ ロ ン プ ト 提 示（「 そ う い う 時 は ，な ん て 言 う ん だ

っ け ？ 」な ど ），適 切 な 要 求 行 動 が 生 起 し た 場 合 の 物 品 や 活 動 の

提 供 を 担 っ て い た 。 指 導 場 面 の 総 時 間 数 は セ ッ シ ョ ン 数 に よ っ

て ば ら つ い て い た が ，1 5 分 前 後 〜 3 0 分 程 度 で あ っ た 。第 1 セ ッ

シ ョ ン ，第 2 セ ッ シ ョ ン で は ，B の 身 体 接 触 の 頻 度 を 見 る 為 に ，

言 語 で の 注 意 の み を 行 っ た 。 第 3 セ ッ シ ョ ン の 機 会 利 用 型 セ ッ

シ ョ ン の 前 半 が 終 わ っ た 段 階 で ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き

を 導 入 し た 。  

 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で は ， ま ず B を 個 別 指 導 で 使 用

し て い る 座 席 に 着 席 さ せ た 。 着 席 し た 後 ， メ イ ン ト レ ー ナ ー は

ビ デ オ で 記 録 し た 直 前 の 参 加 児 の 身 体 接 触 行 動 を 提 示 し た 。 標

的 行 動 の 定 義 に 該 当 す る 身 体 接 触 行 動 が 生 起 し た 場 面 で 動 画 を

一 時 停 止 し た 。 一 時 停 止 し た 動 画 を 見 せ な が ら メ イ ン ト レ ー ナ

ー は ，「 触 っ て は … … 」と 言 語 プ ロ ン プ ト を 提 示 し た 。B よ り「 い

け ま せ ん 」 の 発 言 が 生 起 す る ま で ， メ イ ン ト レ ー ナ ー は そ の ま

ま の 姿 勢 で 待 ち 続 け た 。 B が 「 い け ま せ ん 」 と 発 言 し た ら ， メ

イ ン ト レ ー ナ ー も 「 触 っ て は い け ま せ ん 」 と 再 び 告 げ た 。 以 上

の 流 れ が 達 成 で き た 後 ， B は 通 常 の 機 会 利 用 型 指 導 へ 戻 っ た 。  

 

2 - 5 . 研 究 期 間  

 本 研 究 は X 年 7 月 〜 X＋ 1 年 1 月 ま で 実 施 さ れ た 。各 研 究 セ ッ

シ ョ ン は 月 1〜 2 回 の 頻 度 で 行 わ れ た 。  

 

 



 84 

2 - 6 . 測 定 方 法  

 各 研 究 セ ッ シ ョ ン に お け る 標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス は ， 療

育 セ ッ シ ョ ン を 記 録 し た ビ デ オ 動 画 を 基 に 測 定 さ れ た 。 療 育 セ

ッ シ ョ ン の 中 の 機 会 利 用 型 指 導 場 面 を 標 的 行 動 の 測 定 お よ び 分

析 対 象 と し た 。 機 会 利 用 型 指 導 場 面 に お い て ， 標 的 行 動 の 操 作

的 定 義 と 合 致 す る 行 動 が 見 ら れ た 場 合 に 生 起 数 １ と し て カ ウ ン

ト し ， セ ッ シ ョ ン 毎 に 生 起 数 を 合 算 し た 。  

 

2 - 7 . 研 究 の 倫 理 的 配 慮 に つ い て  

 本 研 究 を 実 施 す る こ と に あ た り ， 参 加 児 の 母 親 へ 研 究 の イ ン

フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 研 究 協 力 の 同 意 を 得 た 。 イ ン フ ォ ー ム

ド コ ン セ ン ト の 内 容 は ， i ） 本 研 究 の 目 的 と 意 義 ， i i ） 研 究 か ら

得 ら れ る と 予 想 さ れ る 知 見 ， i i i ） 個 人 情 報 の 取 り 扱 い の 3 点 を

書 面 に て 対 象 児 の 母 親 に 提 供 し た 。 実 験 者 は ， 上 記 3 点 に つ い

て ， 口 頭 で の 説 明 を 加 え ， 研 究 協 力 に つ い て 同 意 を 得 て か ら 研

究 を 開 始 し た 。  

 

3 . 結 果  

 

 本 研 究 で 扱 っ た 標 的 行 動 の 推 移 を 図 4 - 2 に 表 し た 。   
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図 4 - 2  参 加 児 B の 標 的 行 動 パ フ ォ ー マ ン ス  
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 図 4 - 2 は 縦 軸 に 標 的 行 動 （ 体 触 り の 頻 度 ） を ， 横 軸 に セ ッ シ

ョ ン 数 を と り ，標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス の 推 移 を 示 し て い る 。

標 的 行 動 の 推 移 を 第 １ セ ッ シ ョ ン か ら 概 観 す る と ， 第 1 セ ッ シ

ョ ン か ら 第 3 セ ッ シ ョ ン ま で ，3 回 〜 8 回 ほ ど の 標 的 行 動 の 生 起

が 観 察 さ れ た 。 特 に 第 3 セ ッ シ ョ ン で は 8 回 も 生 起 し て お り ，

第 2 セ ッ シ ョ ン と 比 較 し て 2 倍 の 頻 度 で 標 的 行 動 を 生 起 し て い

た 。 と こ ろ が ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 導 入 す る と ， 第

4 セ ッ シ ョ ン で は 標 的 行 動 の 生 起 は 見 ら れ な く な っ た 。 ビ デ オ

フ ィ ー ド バ ッ ク 後 の 第 5 セ ッ シ ョ ン で は 標 的 行 動 が 再 度 観 察 さ

れ た が ， 2 回 目 の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 後 の 第 6 セ ッ シ ョ ン で

は 再 び 標 的 行 動 は 生 起 し な か っ た 。 そ し て ， 続 く 第 7 セ ッ シ ョ

ン か ら 第 9 セ ッ シ ョ ン ま で ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き は 導

入 さ れ な か っ た に も 関 わ ら ず ， 標 的 行 動 の 生 起 は 認 め ら れ な か

っ た 。  

 

4 . 考 察  

 

 本 研 究 で は ， 重 度 の 知 的 障 害 を 合 わ せ 持 つ 自 閉 生 障 害 児 が 示

す 一 般 的 な 対 応 で は 修 正 さ れ な い 不 適 切 な 行 動 に 対 し て ， ビ デ

オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 適 用 し た 。 そ の 結 果 ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク 手 続 き の 導 入 後 に 顕 著 な 改 善 効 果 が 確 認 さ れ た 。 こ の こ と か

ら ， 知 的 な ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ が 大 き い 児 童 で も ビ デ オ フ ィ ー ド

バ ッ ク に よ る 行 動 修 正 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 加 え て ， ビ デ オ

フ ィ ー ド バ ッ ク を １ 度 導 入 し た の み で ， 問 題 行 動 の 生 起 頻 度 は

0 回 の 水 準 ま で 減 少 し て い た 。B は 日 常 生 活 に お い て 保 護 者 か ら
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何 度 も 言 語 で の 注 意 を 受 け て い た に も 関 わ ら ず ， そ の 行 動 は 低

減 し て い な か っ た と の 報 告 が 成 さ れ て い た 。 こ の よ う な ， 効 果

の 低 い 教 示 や フ ィ ー ド バ ッ ク が 与 え 続 け ら れ て い た 行 動 問 題 に

対 し て も 大 き な 改 善 効 果 が 見 ら れ た こ と か ら ， ビ デ オ フ ィ ー ド

バ ッ ク 手 続 き に よ る 行 動 修 正 は ， 顕 著 な 改 善 効 果 を 備 え て い る

と 考 え ら れ る 。 更 に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク ド 導 入 後 の 第 5 セ

ッ シ ョ ン で 不 適 切 行 動 が １ 回 見 ら れ た が ， 再 度 ビ デ オ フ ィ ー ド

バ ッ ク 手 続 き を 導 入 し た こ と で ， そ の 後 4 ヶ 月 に 渡 り 介 入 効 果

が 維 持 さ れ た 。 本 研 究 の 効 果 が 介 入 終 了 後 に も 維 持 さ れ て い た

こ と か ら ， 自 己 行 動 の ビ デ オ を 視 聴 し 自 己 評 価 す る と い う ビ デ

オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が ， 単 な る 適 切 行 動 の 弁 別 刺 激 や 罰 刺

激 と し て 機 能 だ け で は な く ， 継 続 性 の あ る 行 動 変 容 の 契 機 と な

っ た と 捉 え る こ と が で き る だ ろ う 。  

 今 回 の 研 究 で は 客 観 的 な デ ー タ と し て 明 示 さ れ て い な い が ，

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 後 の 参 加 児 B に つ い て 興 味 深 い 行 動 が 2

点 観 察 さ れ た 。  

 1 つ 目 は ， 不 適 切 行 動 を 途 中 で 止 め ，「 触 り ま せ ん 」 と 自 己 教

示 を 行 っ て い る 様 子 が 観 察 さ れ た こ と で あ る 。 自 己 教 示 に よ り

行 動 を 制 止 し て い る こ と か ら ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が

参 加 児 の ル ー ル 形 成 を 促 し た 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。 言 語 で の 注

意 や プ ロ ン プ ト で は 機 能 化 さ れ な か っ た ル ー ル が ビ デ オ モ ニ タ

リ ン グ 手 続 き で 形 成 さ れ た こ と は ， ビ デ オ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き

が ， 知 的 側 面 の 難 し さ や 自 閉 傾 向 の 強 さ か ら 言 語 的 な ル ー ル に

よ る 行 動 調 整 や 行 動 修 正 の 難 し い 重 篤 な 行 動 問 題 へ の 適 用 可 能

性 を 持 っ て い る と 言 え る だ ろ う 。  
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 2 点 目 は ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク で 使 用 し た 動 画 へ の 注 視 行

動 が 長 時 間 持 続 さ れ て い た こ と で あ る 。 参 加 児 は 個 別 指 導 場 面

で も 注 視 行 動 を 維 持 す る こ と が 難 し く ， ト レ ー ナ ー が 頻 繁 に 注

意 を 向 け る よ う な プ ロ ン プ ト （ 呼 名 ， 身 体 接 触 な ど ） を 提 示 す

る 必 要 が あ っ た 。 し か し な が ら ， 自 己 行 動 を 写 し た ビ デ オ 動 画

に つ い て は ， 提 示 し て い る 間 に 注 視 行 動 が 途 切 れ る こ と な く ，

視 聴 終 了 ま で 画 面 を 注 視 し 続 け て い る 様 子 が 観 察 さ れ た 。 こ の

よ う に 今 回 の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で は ， 榎 本 ( 2 0 1 1 ) の

先 行 研 究 で 示 唆 さ れ て い る 注 目 を 得 や す い と い う ビ デ オ 教 材 の

利 点 を 支 持 す る 結 果 が 得 ら れ た 。  

 以 上 ， 本 研 究 で 実 施 し た ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク に つ い て 考 察

を 行 っ た 。 今 後 の 研 究 で は ， よ り 一 層 の 臨 床 適 用 性 を 拡 張 す る

た め に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の 効 果 を 示 す 限 界 を 吟 味

す る こ と が 必 要 と な る だ ろ う 。 具 体 的 に は ， 知 的 能 力 水 準 や 行

動 特 性 お よ び 障 害 特 性 な ど の 被 験 者 要 因 ， 提 示 方 法 や 撮 影 場 面

な ど の ビ デ オ 教 材 要 因 な ど が 考 え ら れ る 。 上 記 の 要 因 を 吟 味 す

る こ と が ， よ り 一 層 効 果 的 な ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の 開

発 お よ び 拡 張 に 寄 与 す る と 考 え る 。  
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研究 3 

ビデオフィードバック手続きの検討② 

 

言語報告場面での重篤な行動問題を示すアスペ

ルガー児の行動修正 

 

榎本・竹内(2013)
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1 . 研 究 3 の 目 的  

 

本 章 で は ， ア ス ペ ル ガ ー 障 害 の 診 断 を 持 つ 児 童 の 重 篤 な 問 題

行 動 に 対 し て ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が 問 題 行 動 の 制 御

に 与 え る 効 果 の 検 討 を 目 的 と す る 。 特 に 本 研 究 で は ， 様 々 な 行

動 問 題 の 中 で も 言 語 で の 指 示 や 不 要 物 の 撤 去 の よ う な 方 略 で は

解 決 で き な い 高 頻 度 な 問 題 行 動 に 対 す る 効 果 を 検 討 し て い く 。  

 

2 . 方 法  

 

2 - 1 参 加 児  

8 歳 時 に 専 門 機 関 に お い て ア ス ペ ル ガ ー 障 害 の 診 断 を 受 け た

生 活 年 齢 1 0 歳 の 男 児 C を 本 研 究 の 参 加 児 童 と し た 。 研 究 実 施

時 に 参 加 児 は 公 立 小 学 校 の 第 4 学 年 に 在 籍 し て い た 。 本 研 究 開

始 1 年 前 よ り ， 大 学 で 開 設 さ れ て い た 行 動 支 援 を 目 的 と し た 個

別 セ ッ シ ョ ン に 参 加 し て い た 。 セ ッ シ ョ ン 参 加 時 の 保 護 者 か ら

の 主 訴 は ，『 家 庭 内 で の 暴 言 ，暴 力（ 主 に 母 親 に 対 し て ）』『 自 分

勝 手 に 行 動 し ， 宿 題 や 準 備 な ど を 行 わ な い こ と 』 の 2 点 で あ っ

た 。 個 別 の セ ッ シ ョ ン で は ， 自 己 コ ン ト ロ ー ル を 目 的 に ， そ の

日 に あ っ た 学 校 で の エ ピ ソ ー ド 報 告 や ， 補 助 ス タ ッ フ と の 集 団

遊 び を 行 っ て い た 。 セ ッ シ ョ ン 場 面 に お い て は ， 聞 き 取 り が 長

く な る と 注 意 が 逸 れ ， 課 題 と 関 係 の な い 逸 脱 行 動 （ 例 ： 消 し ゴ

ム の カ ス を ト レ ー ナ ー に 投 げ る ，鉛 筆 を 奪 い 落 書 き を す る な ど ）

が 散 見 さ れ て い た 。 さ ら に ， こ の よ う な 逸 脱 行 動 は 言 語 の 注 意
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で は 低 減 し な い だ け で な く ， 不 要 物 や 注 意 を 奪 う 刺 激 を 撤 去 す

る こ と で も 減 少 を 見 せ な か っ た 。  

 

2 - 2 . 研 究 場 面  

個 別 セ ッ シ ョ ン 場 面 内 の 言 語 報 告 場 面 を 介 入 場 面 と 設 定 し た 。

言 語 報 告 場 面 と は ， そ の 日 に 学 校 で 起 こ っ た 出 来 事 を １ 時 間 目

か ら 放 課 後 ま で 対 面 に 着 席 し た ト レ ー ナ ー に 説 明 す る も の で あ

っ た 。 説 明 す る 内 容 は ① 該 当 時 定 の 授 業 名 ， ② 授 業 の 内 容 で あ

り ， す べ て の 時 間 割 に つ い て 説 明 す る ま で 言 語 報 告 を 続 け た 。

そ の た め ，総 時 間 に ば ら つ き は あ っ た が ，全 セ ッ シ ョ ン 共 に 2 5

分 前 後 で あ っ た 。 言 語 報 告 場 面 の セ ッ テ ィ ン グ を 図 3 - 1 に 示 し

た 。  
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図 3 - 1  介 入 場 面 の セ ッ テ ィ ン グ  
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2 - 3 . 研 究 デ ザ イ ン と 介 入 方 法  

本 介 入 は ， ベ ー ス ラ イ ン 期 ， 介 入 期 か ら 成 る A B デ ザ イ ン を

適 用 し た 。 ベ ー ス ラ イ ン 期 で ， 実 験 者 は C と 向 か い 合 っ て 着 席

し ， 学 校 で の で き ご と に つ い て 言 語 報 告 を 求 め た 。 言 語 報 告 と

関 係 な い 不 適 切 な 行 動 が 見 ら れ た 場 合 に は ， 聞 き 取 り を 行 っ て

い た ト レ ー ナ ー が 言 語 に よ る 注 意（「 そ れ は い ま 止 め て 下 さ い 」）

を 行 っ た 。 言 語 に よ る 注 意 で も 不 適 切 行 動 が 中 止 さ れ な か っ た

場 合 に は ， 不 適 切 行 動 を 成 立 さ せ て い る 刺 激 （ 例 え ば ， 落 書 き

で 使 用 し て い る 鉛 筆 な ど ） を 撤 去 し た 。  

介 入 期 で は ，言 語 報 告 場 面 の 前 に 前 回 の 言 語 報 告 場 面 の V T R

を 参 加 児 に 見 せ ， 自 身 の 行 動 に つ い て 自 己 評 価 す る 手 続 き を 導

入 し た 。 V T R は 1 5 秒 × 2 5 シ ー ン か ら 構 成 さ れ て お り ， そ れ ぞ

れ の シ ー ン 間 に は 5 秒 の ブ ラ ン ク（ 黒 画 面 ）が 設 け ら れ て い た 。

V T R の 各 場 面 は ， 前 回 の 言 語 報 告 場 面 を 1 5 秒 毎 に 区 切 っ た も

の か ら ，乱 数 表 で 選 択 し た 2 5 シ ー ン を 抽 出 し て 編 集 を 行 っ た 。

そ し て ， 参 加 児 は 各 シ ー ン の 自 己 行 動 に つ い て 自 己 評 価 を 行 っ

た 。自 己 評 価 は ，「 ビ デ オ を 見 て ，自 分 が と て も 興 奮 し て い る と

思 っ た ら 5 を ， 全 く 興 奮 し て い な い と 思 っ た ら 1 に 丸 を し て く

だ さ い 」 と 教 示 し ， 各 シ ー ン を モ ニ タ リ ン グ シ ー ト に 記 入 す る

形 で 実 施 さ れ た 。 参 加 児 は １ シ ー ン を 見 終 わ っ た 後 ， ブ ラ ン ク

中 に モ ニ タ リ ン グ シ ー ト の 該 当 す る 項 目 へ チ ェ ッ ク を 記 入 し た 。

本 研 究 で 使 用 し た モ ニ タ リ ン グ シ ー ト を 図 3 - 2 に 示 し た 。   



 94 

 

図 3 - 2  モ ニ タ リ ン グ シ ー ト   
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な お ， V T R の 視 聴 や モ ニ タ リ ン グ シ ー ト の 記 入 に 関 し て は ，

言 語 賞 賛 お よ び 恣 意 的 な 評 価 等 は 行 わ な か っ た ．V T R で の 自 己

行 動 チ ェ ッ ク 後 は ， ベ ー ス ラ イ ン 期 と 同 様 の 手 続 き で 言 語 報 告

場 面 を 実 施 し た 。  

 

2 - 4 . 標 的 行 動 お よ び 測 定 方 法  

本 研 究 で の 標 的 行 動 は ， C の 不 適 切 行 動 ， ト レ ー ナ ー か ら 注

意 を 受 け て か ら 不 適 切 行 動 を 停 止 す る こ と （ 以 下 ， 不 適 切 行 動

の 停 止 ） と し た 。 不 適 切 行 動 と は ， 音 声 言 語 以 外 で 報 告 場 面 に

関 係 の な い す べ て の 行 動 と 操 作 的 に 定 義 し た 。 同 様 に 不 適 切 行

動 の 停 止 は ， ト レ ー ナ ー か ら 不 適 切 行 動 を 止 め る よ う な 言 語 指

示 を 受 け て か ら ， 不 適 切 行 動 を 止 め る こ と と 定 義 し た 。 な お ，

補 助 的 な デ ー タ と し て ， ト レ ー ナ ー の 参 加 児 の 不 適 切 な 関 わ り

を 制 止 す る 行 動 （ 以 下 ， 制 止 行 動 ） も 分 析 の 対 象 と し た 。  

各 標 的 行 動 は ， ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し た 言 語 報 告 場 面 7 セ ッ

シ ョ ン を 実 験 者 が 分 析 す る こ と で 評 価 し た 。 参 加 児 の 不 適 切 行

動 は ， 定 義 を 満 た す 行 動 が 継 続 し た 時 間 を 測 定 し た 。 不 適 切 行

動 の 停 止 は ， ト レ ー ナ ー が 制 止 行 動 を 生 起 し て か ら 参 加 児 が 該

当 の 不 適 切 行 動 を 停 止 す る ま で の 時 間 を 測 定 す る こ と で 評 価 を

行 っ た 。 ト レ ー ナ ー に よ る 制 止 行 動 は ， 言 語 お よ び 顕 在 行 動 で

参 加 児 の 行 動 を 制 止 し た 回 数 で 測 定 し た 。  

 

2 - 5 . 研 究 の 倫 理 的 配 慮 に つ い て  

 本 研 究 を 実 施 す る こ と に あ た り ， 参 加 児 の 母 親 へ 研 究 の イ ン

フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 研 究 協 力 の 同 意 を 得 た 。 イ ン フ ォ ー ム
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ド コ ン セ ン ト の 内 容 は ， i ） 本 研 究 の 目 的 と 意 義 ， i i ） 研 究 か ら

得 ら れ る と 予 想 さ れ る 知 見 ， i i i ） 個 人 情 報 の 取 り 扱 い の 3 点 を

書 面 に て 対 象 児 の 母 親 に 提 供 し た 。 実 験 者 は ， 上 記 3 点 に つ い

て ， 口 頭 で の 説 明 を 加 え ， 研 究 協 力 に つ い て 同 意 を 得 て か ら 研

究 を 開 始 し た 。  

 

3 . 結 果  

 

標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス の 推 移 を 図 3 - 3 ，図 3 - 4 に 表 し た 。   
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図 3 - 3 不 適 切 行 動 と モ ニ タ リ ン グ 得 点 の 推 移  
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図 3 - 4 ト レ ー ナ ー の 制 止 行 動 と 不 適 切 行 動 の 制 止 時 間 の 推 移  
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図 3 - 3 ，3 - 4 は 言 語 報 告 場 面 で の 標 的 行 動 の 生 起 時 間 お よ び 生

起 回 数 を 提 示 し た グ ラ フ で あ る 。 図 3 - 3 で は ， 折 れ 線 で 問 題 行

動 の 生 起 時 間 を ， 棒 で モ ニ タ リ ン グ シ ー ト の 合 計 得 点 を 示 し て

い る 。 ま ず 図 3 - 3 で 示 さ れ た 標 的 行 動 の 生 起 時 間 の 推 移 を 概 観

す る と ， 言 語 で の 注 意 や 刺 激 撤 去 の み を 行 っ て い た ベ ー ス ラ イ

ン 期 で は 計 7 0 0 秒 以 上 み ら れ た 不 適 切 行 動 が ， ビ デ オ フ ィ ー ド

バ ッ ク 手 続 き を 導 入 し た 介 入 期 に 入 る と 4 0 0 秒 以 下 ま で 大 き く

減 少 傾 向 を 見 せ て い た 。 そ の 際 ， モ ニ タ リ ン グ シ ー ト の 得 点 に

は 介 入 期 前 後 で 大 き な 変 化 は 見 ら れ な い こ と に 加 え ， 実 際 に 観

察 さ れ た 不 適 切 行 動 の 推 移 と は 必 ず し も 一 致 し て い な か っ た 。

こ の 傾 向 は 第 4 セ ッ シ ョ ン ，第 7 セ ッ シ ョ ン で 顕 著 に 観 察 さ れ ，

モ ニ タ リ ン グ シ ー ト 得 点 の 全 体 平 均 か ら 比 較 す る と ， 第 4 セ ッ

シ ョ ン で は 実 際 よ り も 低 い 得 点 と な っ て い た 一 方 で ， 第 7 セ ッ

シ ョ ン は 高 い 得 点 と な っ て い た 。  

次 に ト レ ー ナ ー の 制 止 行 動 の 生 起 頻 度 と 参 加 児 の 不 適 切 行

動 の 制 止 時 間 を 示 し た 図 3 - 4 を 見 る と ， ト レ ー ナ ー の 制 止 行 動

お よ び 参 加 児 の 制 止 時 間 は ベ ー ス ラ イ ン 期 で は 高 い 水 準 を 維 持

し て い た が ， 介 入 期 に 入 る と そ れ ぞ れ 大 き く 低 下 し て い た 。 特

に 介 入 期 後 の 第 6 セ ッ シ ョ ン 以 降 に は 大 き な 減 少 傾 向 を 見 せ て

い た 。  

最 後 に 不 適 切 行 動 の 推 移 と ト レ ー ナ ー の 制 止 行 動 回 数 ， 参 加

児 の 制 止 時 間 の 関 係 を 合 わ せ て 見 る と ， 不 適 切 行 動 の 継 続 時 間

が 低 く な る こ と に 合 わ せ ， 制 止 行 動 の 回 数 も 減 少 し ， 参 加 児 の

制 止 時 間 も 低 下 し て い た 。  
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4 . 考 察  

 

本 研 究 は ， ア ス ペ ル ガ ー 障 害 の 診 断 を 持 つ 児 童 の 重 篤 な 問 題

行 動 に 対 し て ， 自 己 行 動 に つ い て の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続

き が 問 題 行 動 の 制 御 に 与 え る 効 果 の 検 討 を 目 的 と し た 。 結 果 ，

ベ ー ス ラ イ ン 期 で は 不 適 切 な 行 動 が 多 く 観 察 さ れ た 参 加 児 が ，

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 利 用 す る こ と で 不 適 切 行 動 が 大 幅 に 改

善 さ れ た 。 更 に ， こ の 効 果 は ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 導 入 直 後 か

ら 起 こ っ て お り ， 段 階 的 な 学 習 で は な く ， 即 時 の 効 果 が 期 待 で

き る と 考 え ら れ る 。 そ し て ， 不 適 切 行 動 の 低 減 と 合 わ せ て ， 指

導 者 か ら の 注 意 喚 起 行 動 の 生 起 頻 度 自 体 も 低 下 し ， 参 加 児 が 注

意 を 受 け て か ら 不 適 切 行 動 を 止 め る ま で の 時 間 も 少 な く な る と

い っ た 結 果 が 得 ら れ た 。 こ の 結 果 か ら ， 本 研 究 で 使 用 し た 介 入

計 画 が ， 他 者 か ら の 注 目 や 言 語 叱 責 に よ っ て 維 持 さ れ て い る 問

題 行 動 を 即 時 に 低 減 さ せ る だ け で な く ， 指 導 者 か ら の 叱 責 や 指

示 に 従 事 し な い 状 況 の 改 善 に も 大 き く 寄 与 し た と 考 察 さ れ る 。

特 に 今 回 の 研 究 で は ， 従 来 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き に 必 要

で あ る と 言 及 さ れ て い る バ ッ ク ア ッ プ 強 化 子 や セ ル フ モ ニ タ リ

ン グ 手 続 き 自 体 へ の 外 的 な 強 化 手 続 き が ， 必 ず し も 必 要 で な い

可 能 性 を 示 唆 し て い る 。   

不 適 切 行 動 の 制 御 に バ ッ ク ア ッ プ 強 化 子 が 必 要 な か っ た 点

に つ い て は ， い く つ か の 仮 説 が 考 え ら れ る 。 1 点 目 は ， モ ニ タ

リ ン グ シ ー ト に 自 己 行 動 を 記 入 す る こ と 自 体 が 強 化 子 と し て 機

能 し て い た こ と で あ る 。 モ ニ タ リ ン グ シ ー ト で 良 い 評 価 が 得 ら

れ る こ と で ， 不 適 切 行 動 を 抑 制 す る 何 ら か の 行 動 を 自 己 強 化 し
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て い た こ と が 推 察 さ れ る 。 実 際 に ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 場 面 に

お い て 参 加 児 は ，「 全 部 １ 点 に し た か っ た 」な ど の モ デ リ ン グ シ

ー ト の 得 点 を 気 に す る 様 子 が 観 察 さ れ て い た 。 た だ し ， モ ニ タ

リ ン グ シ ー ト に よ る 自 己 評 価 が 強 化 的 に 機 能 す る た め に は ， モ

ニ タ リ ン グ シ ー ト の 得 点 推 移 の 意 味 が 理 解 で き て い る こ と ， 自

己 評 価 を 高 め る こ と が 強 化 と し て 機 能 す る 強 化 履 歴 な ど ， い く

つ か の 成 立 要 因 の 存 在 が 必 要 と さ れ て い る た め ， 慎 重 に 検 討 を

重 ね る こ と が 望 ま れ る だ ろ う 。 2 点 目 は ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク で 使 用 し た V T R が パ フ ォ ー マ ン ス フ ィ ー ド バ ッ ク と し て 機

能 し た こ と で あ る 。 パ フ ォ ー マ ン ス フ ィ ー ド バ ッ ク と は ， パ フ

ォ ー マ ン ス を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 な ， 過 去 の パ フ ォ ー マ ン ス

の 情 報 ( D a n i e l s ,  1 9 8 9 ) で あ る 。 今 回 使 用 し た V T R で は ， 標 的

行 動 が 何 で あ る か 参 加 児 に は 伝 え て い な か っ た が ， フ ィ ー ド バ

ッ ク の 対 象 と な る も の が 「 興 奮 し て い る 度 合 い 」 で あ る こ と は

明 記 さ れ て い た 。 よ っ て ， 今 回 実 施 さ れ た ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク 手 続 き が ， 標 的 行 動 を 明 示 し 標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス に つ

い て の 焦 点 化 す る 方 略 と し て 寄 与 し た 可 能 性 が 否 定 で き な い 。

パ フ ォ ー マ ン ス フ ィ ー ド バ ッ ク 自 体 が 適 切 行 動 に 強 化 的 に 作 用

し ， 不 適 切 行 動 に 罰 手 続 き と し て 寄 与 す る こ と は 榎 本 ( 2 0 0 9 ) で

も 指 摘 さ れ て お り ， 今 回 の 研 究 で も 同 様 の こ と が 起 き て い た と

考 え る こ と も で き る 。  

ま た ， 自 己 の 行 動 を 想 起 し ， 自 身 の 行 動 に つ い て 評 価 を 行 う

従 来 の セ ル フ モ ニ タ リ グ 研 究 で 指 摘 さ れ て い る 行 動 変 容 の た め

に は ， 客 観 的 な 行 動 評 価 と 自 己 行 動 の 振 り 返 り を 一 致 さ せ る こ

と が ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で は 必 要 な か っ た こ と も 大 き
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な メ リ ッ ト で あ る と 考 え る 。一 致 手 続 き が 必 要 な か っ た こ と は ，

ビ デ オ と い う 具 体 的 な 手 が か り を 元 に 評 価 し て い る た め ， 想 起

し た イ メ ー ジ と 実 際 の 行 動 を 一 致 さ せ る こ と が 必 要 な か っ た と

考 え ら れ る 。 言 い 換 え れ ば ， 自 己 評 価 と 客 観 評 価 を 一 致 さ せ る

高 度 な 知 的 活 動 で は な く ， 提 示 さ れ た 刺 激 に 対 し 適 切 な 選 択 肢

を 選 ぶ マ ッ チ ン グ 手 続 き の み で セ ル フ モ ニ タ リ ン グ が 可 能 に な

っ た と 言 え る だ ろ う 。  

今 回 の 研 究 で 得 ら れ た 知 見 を ま と め る と ， ① ビ デ オ フ ィ ー ド

バ ッ ク 手 続 き は ， 言 語 で の 注 意 な ど で は 変 化 が 見 ら れ な い 比 較

的 変 容 の 難 し い 行 動 に つ い て 即 時 の 効 果 が 期 待 で き る ， ② そ の

際 ， バ ッ ク ア ッ プ 強 化 子 な ど の 特 別 な 強 化 随 伴 性 の 整 備 が 必 ず

し も 必 要 と し な い こ と ，③ セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き と 異 な り ，

V T R を 用 い る こ と で 自 己 評 価 と 客 観 評 価 の 一 致 手 付 き が 必 要

な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 以 上 の ま と め を 元 に ， 教 育 現 場 で

の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 応 用 可 能 性 に つ い て 述 べ る 。 ま ず ，

変 容 の 難 し い 行 動 へ の 即 時 的 効 果 が 期 待 で き る こ と か ら ， 集 団

活 動 を 大 き く 阻 害 す る よ う な 妨 害 行 動 や ， 即 時 に 対 応 す る 必 要

の あ る 重 篤 な 挑 戦 的 行 動 ( C h a l l e n g i n g  B e h a v i o r ) に 対 し て の 適

用 の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 次 に ， 特 別 な 強 化 随 伴 性 の 整 備 が 必

要 な い こ と か ら ， 個 人 に 対 し て 特 別 な 強 化 子 を 準 備 す る こ と が

困 難 な フ ォ ー マ ル な 教 育 現 場 （ 義 務 教 育 の 場 で あ る 学 校 ） な ど

の 集 団 活 動 の 場 へ 導 入 で き る 可 能 性 を 持 っ て い る と 捉 え ら れ る 。

最 後 に ， 自 己 の 行 動 を 想 起 し 評 価 を 行 う こ と が 難 し い 知 的 障 害

を 持 っ た 児 童 に つ い て も フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 導 入 で き る 可

能 性 が 示 さ れ た と 言 え る だ ろ う 。 特 に ， 知 的 な 問 題 を 抱 え る 児
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童 の 中 に は ， 重 篤 な 挑 戦 的 行 動 を 示 す 児 童 の 存 在 が 多 く 指 摘 さ

れ て い る 。 こ の よ う な 児 童 に 対 し ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続

き は ， 挑 戦 行 動 の 改 善 の 方 略 と し て 適 用 可 能 な 応 用 性 を 持 っ て

い る と 言 え る だ ろ う 。  
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研 究 4 

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の 検 討 ④  

 

自 閉 性 障 害 児 の 小 集 団 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン へ

の 支 援
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1 . 目 的  

 

本 章 で は ，ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 臨 床 応 用 性 を 検 証 す べ く ，

自 閉 性 障 害 の 診 断 を 受 け た 児 童 3 名 か ら 成 る 小 集 団 活 動 へ 介 入

を 行 っ た 。 小 集 団 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 場 面 へ の 介 入 か ら ， 自 閉

症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 場 面 に お け る 適 切

行 動 の 獲 得 お よ び 不 適 切 行 動 の 修 正 に 寄 与 す る 効 果 を 査 定 す る 。

ま た ， 研 究 2 か ら 示 唆 さ れ た 知 的 障 害 を 伴 う 児 童 へ の ビ デ オ フ

ィ ー ド バ ッ ク の 有 用 性 が ， よ り 複 雑 な 随 伴 性 を 持 つ 集 団 場 面 で

も 効 果 的 で あ る か 検 証 を 行 う 。  

 

2 . 方 法  

 

2 - 1 . 参 加 児  

小 学 校 に 通 う 3 名 の 児 童 （ D 児 ， E 児 ， F 児 ） を 本 研 究 の 参

加 児 と し た 。 参 加 児 3 名 の 生 活 年 齢 ， 診 断 名 ， 認 知 機 能 お よ び

行 動 特 徴 に つ い て 表 4 - 1 に 示 し た 。   



 106 

 

表 4 - 1  参 加 児 童 の 主 な プ ロ フ ィ ー ル  

 

 

 

  

参加児 生活年齢 知的水準 保護者のニーズ 行動特徴

D 7:4 FSIQ:70(Wisc-III)
自己主張ができるよう
になって欲しい

しゃべるのが少し苦手。自
分がやりたいことは小集団
ではきっぱりと言う。

E 7:2 FSIQ:74(Wisc-III)

勝ち負けなどのこだ
わりを和らげたい　う
まく人と関われるよう
になって欲しい

勝ち負けのこだわりが強く、
遅くなるだけで涙目になる。

F 7:9 FSIQ:61(Wisc-III)

受け答えなどのコミュ
ニケーションが上手く
できるようになってほ

しい

コミュニケーションが一方
的。興奮すると不適切行動
がエスカレートする。暴言・
暴力が多い。
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研 究 開 始 時 ， す べ て の 参 加 児 は 小 学 校 の 特 別 支 援 学 級 （ 知 的

障 害 学 級 ） の 第 2 学 年 に 在 籍 し て い た 。  

D 児 は 実 験 開 始 当 時 7 歳 の 男 子 で あ っ た 。 6 歳 の 就 学 支 援 時

に 受 け た 知 能 検 査 は 全 検 査 I Q が 7 0 と 軽 度 知 的 障 害 が 疑 わ れ る

数 値 で あ っ た 。療 育 プ ロ グ ラ ム に 対 す る 保 護 者 か ら の ニ ー ズ は ，

同 年 代 集 団 の 中 だ と な か な か 言 い た い こ と を 言 い 出 せ ず に ス ト

レ ス を た め て し ま う ， ス ト レ ス を た め な い 様 に ， も う 少 し 自 分

が 好 き な こ と を 主 張 し た り ， 相 手 に き ち ん と 本 心 を 伝 え た り で

き る よ う に な っ て 欲 し い と い う こ と で あ っ た 。 学 校 で は 友 達 を

援 助 し た り ， 自 分 の 思 い を 曲 げ る こ と が 多 い せ い か ， 自 宅 で は

些 細 な 事 で パ ニ ッ ク を 起 こ し ， 母 親 な ど に 暴 力 を 振 る っ た り ，

暴 言 を 口 に す る こ と が 多 い と 報 告 が あ っ た 。 し か し な が ら ， 小

集 団 で の 療 育 プ ロ グ ラ ム 内 で は ， 自 分 の 言 い た い 事 を き っ ぱ り

と 言 い ，「 俺 は ぜ っ た い こ れ じ ゃ な き ゃ 嫌 だ か ら 」と 強 い 口 調 で

訴 え る こ と が 多 く 観 察 さ れ た 。  

E 児 は 実 験 開 始 当 時 7 歳 の 男 子 で あ っ た 。 6 歳 児 受 け た 知 能

検 査 の 結 果 は 全 検 査 I Q 7 4 と い う こ と で ， 軽 度 知 的 障 害 か ら 境

界 知 能 が 疑 わ れ る 数 値 で あ っ た 。療 育 プ ロ グ ラ ム へ の ニ ー ズ は ，

勝 ち 負 け の こ だ わ り が 強 い た め 少 し で も こ だ わ り が 減 っ て 欲 し

い ， 集 団 で う ま く 関 わ れ る よ う に な っ て 欲 し い と い う も の で あ

っ た 。 実 際 の 療 育 セ ッ シ ョ ン で も こ だ わ り の 強 さ は 散 見 さ れ ，

ち ょ っ と し た 勉 強 な ど で も １ 番 に な れ な い と 半 べ そ を か き な が

ら 地 団 駄 を 踏 む こ と が 多 く 見 ら れ た 。  

最 後 に F 児 は 実 験 開 始 当 時 7 歳 の 男 子 で あ っ た 。 6 歳 児 に 受

け た 知 能 検 査 の 結 果 は 全 検 査 I Q 6 1 で 知 的 障 害 が 疑 わ れ る 範 囲



 108 

に 属 し て い た 。 保 護 者 か ら の ニ ー ズ と し て は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が 一 方 的 で う ま く 関 わ れ な い の で ， 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が で き る よ う に な っ て 欲 し い と の こ と だ っ た 。 療 育 セ ッ シ

ョ ン で も 一 方 的 に 文 脈 と 関 係 な い 話 を 続 け る こ と や ， ト レ ー ナ

ー の 指 示 を 聞 か ず に 離 席 し て し ま う こ と が 多 く 見 ら れ た 。ま た ，

離 席 や 関 係 の な い 雑 談 に 対 し て 注 意 を 行 う と ， 興 奮 し て 暴 言 や

暴 力 ， 物 品 の 破 壊 行 動 な ど が 頻 繁 に 観 察 さ れ た 。 母 親 に 家 で の

様 子 を 問 う と ， 叱 ら れ る こ と が 極 端 に 苦 手 で ， そ の よ う な 場 面

で は 母 親 に 対 し て 暴 言 や 暴 力 が 散 見 さ れ る と の 報 告 が あ っ た 。  

 

2 - 2 . 実 験 場 面 お よ び セ ッ テ ィ ン グ  

 実 験 参 加 児 の 項 目 で 挙 げ た よ う に ， 参 加 児 3 名 共 に 要 求 言 語

な ど の 基 本 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル は 獲 得 さ れ て い た 。

一 方 で ， 相 談 や 話 し 合 い の よ う な 複 雑 な 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン が 求 め ら れ る 場 面 で は ， 話 し 合 い を 妨 害 す る よ う な 行 動 が 散

見 さ れ ， 所 属 学 級 で 注 意 を 受 け て し ま う 等 の 報 告 が 成 さ れ て い

た 。 そ の た め ， 本 研 究 で は 参 加 児 3 名 が 円 滑 な 話 し 合 い を 行 う

た め の 行 動 の 獲 得 を 目 的 と し た デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 場 面 を 設 定 し

た 。  

実 験 セ ッ シ ョ ン は ， 大 学 の プ レ イ ル ー ム で 行 わ れ た 。 実 験 セ

ッ シ ョ ン 時 の プ レ イ ル ー ム の 構 造 を 図 4 - 1 に 示 し た 。   
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図 4 - 1 実 験 セ ッ テ ィ ン グ   

ホワイトボード

ST

MT

CL

CL

CL
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D 大 学 の プ レ イ ル ー ム は ，遊 具 を 保 管 す る 棚 と ，長 机 が 1 脚 ，

椅 子 が 4 脚 ， そ し て ホ ワ イ ト ボ ー ド が 1 台 設 置 し て あ っ た 。 な

お ， 実 験 時 に は 上 記 の 設 備 に 加 え て ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク に

使 用 す る 行 動 記 録 の た め の ビ デ オ カ メ ラ と ， 参 加 児 の パ フ ォ ー

マ ン ス 分 析 用 に 2 台 の ポ ー タ ブ ル ビ デ オ カ メ ラ を 三 脚 で 固 定 し

て 設 置 し た 。  

研 究 セ ッ シ ョ ン は 原 則 と し て ，参 加 児 D ， E ， F と 療 育 セ ッ シ

ョ ン を 実 施 す る メ イ ン ト レ ー ナ ー （ 図 4 - 1“ M T ”）， ホ ワ イ ト ボ

ー ド へ の 記 入 を 担 当 す る サ ブ ト レ ー ナ ー ( 図 4 - 1 ” S T ” ) の 5 名 が

参 加 し て い た 。 し か し ， 実 際 の 研 究 セ ッ シ ョ ン で は ビ デ オ 撮 影

や ， 研 究 場 面 以 外 の 関 わ り の た め ， 大 学 院 生 が 2 〜 4 名 ほ ど 参

加 し て い た 。 参 加 し て い た 大 学 院 生 は ， 研 究 セ ッ シ ョ ン 中 に 実

験 の 剰 余 変 数 と な る よ う な 関 わ り （ プ ロ ン プ ト や 強 化 子 と な り

う る 行 動 な ど ） は 一 切 行 わ な か っ た 。  
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2 - 3 . 研 究 期 間  

 本 研 究 は ， X 年 4 月 ～ 7 月 の 期 間 に お い て ，週 １ 回 6 0 分 の 頻

度 で 行 わ れ る 支 援 セ ッ シ ョ ン の 一 部 を 利 用 し た 。 活 動 が 決 定 す

る ま で に 経 過 し た 時 間 や 活 動 自 体 の 時 間 が 一 定 で は な か っ た た

め ， 支 援 セ ッ シ ョ ン １ 回 あ た り の 総 時 間 数 は ， 1 0 分 〜 1 5 分 程

度 に ば ら つ き が あ っ た 。  

 

2 - 4 . 標 的 行 動  

 本 研 究 の 標 的 行 動 は『 集 団 で 意 思 決 定 す る の に 不 適 切 な 行 動 』

と 定 義 し た 。 具 体 的 に は ， 1 )選 択 肢 に な い 活 動 の 選 択 ， 2 )デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン と 関 係 な い 発 言 ， 3 )離 席 行 動 ， 4 )暴 言 を 含 む 暴 力

的 行 動 の 4 つ を 標 的 行 動 と し て 扱 っ た 。 1 つ 目 の 選 択 肢 に な い

活 動 の 選 択 と は ， メ イ ン ト レ ー ナ ー が 提 示 し た 活 動 の 選 択 肢 に

は 含 ま れ て い な い 活 動 を 要 求 す る こ と で あ っ た 。 実 際 の デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン で は ，「 3 D S で 遊 ぶ 」，「 今 す ぐ 帰 ろ う 」，「 D 大 学 探 検 」

な ど の 発 言 が 選 択 肢 に な い 活 動 の 選 択 に 該 当 し て い た 。 ま た ，

勉 強 の 活 動 を 選 択 す る 際 に ， 遊 び の 活 動 の 選 択 肢 を 選 ぶ こ と も

こ の 項 目 に 分 類 し た 。 2 つ 目 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン と 関 係 な い 発

言 と は ， 3 者 の 意 見 を 一 致 さ せ る こ と に 寄 与 し な い 発 言 で あ っ

た 。 例 え ば ，「 ポ ケ モ ン ゲ ッ ト だ ぜ 」「 僕 も そ れ 買 い た い 」 な ど

は こ の 項 目 に 該 当 し た 。 な お ， 意 思 決 定 の 方 法 の 提 案 （ た と え

ば ，「 じ ゃ ん け ん で 決 め よ う 」「 2 人 だ か ら ◯ ◯ に し よ う よ （ 多

数 決 ）」） と 判 断 さ れ る 言 語 行 動 は こ の 項 目 か ら 除 外 し た 。 3 つ

目 の 離 席 行 動 と は ， デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 場 面 で 座 っ て い る 座 席 か

ら 離 れ る 行 動 で あ っ た 。 臀 部 が 5 秒 以 上 座 席 か ら 離 れ て い る 状
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態 を 離 席 と 操 作 的 に 定 義 し た 。 最 後 に ， 暴 言 を 含 む 暴 力 的 行 動

と は ， メ イ ン ト レ ー ナ ー ， サ ブ ト レ ー ナ ー へ の 暴 力 的 な 音 声 言

語 お よ び プ レ イ ル ー ム の 備 品 に 対 す る 暴 力 的 な 行 動 と 定 義 し た 。

実 際 の 支 援 セ ッ シ ョ ン で 見 ら れ た 暴 言 を 含 む 暴 力 的 行 動 は ，

「（ メ イ ン ト レ ー ナ ー に 対 し て ）め ち ゃ く ち ゃ に し て や る ！ 」「そ

ん な の 書 く な ！ 」，プ レ イ ル ー ム の ク ッ シ ョ ン を 持 ち 上 げ な が ら

「 D 大 学 な ん て 壊 し て や る 」「 壁 な ん か 壊 れ ち ゃ え ！ 」 な ど で あ

っ た 。  

 

2 - 5 . 研 究 デ ザ イ ン  

 単 一 事 例 実 験 計 画 （ B a r l o w  ＆  H e r s e n ,  1 9 8 4 ） を 踏 ま え ， 2

条 件 か ら 成 る 反 転 デ ザ イ ン を 用 い た 。参 加 児 A ， B ， C が 所 属 す

る 小 集 団 に 対 し て ，（ a ） ベ ー ス ラ イ ン 期 ，（ b ） 訓 練 後 期 の 3 つ

の 実 験 フ ェ イ ズ を 設 定 し た 。 研 究 デ ザ イ ン お よ び 各 条 件 の 概 要

を 図 4 - 2 に 示 し た 。   
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図 4 - 2  研 究 デ ザ イ ン の 概 要  

  

ビデオフィードバック	

直前の話し合い場面の様
子を小集団で視聴した。	

その後、自己の行動につ
いて“良い”“悪い”で自己
評価を行った。	

加えて、自己行動に得点
を付け、最終的に合計点
を算出した。	

	


標的行動	


話し合い	

ベースライン期と同様
の手続きで話し合いを
行った	

話し合い	

3つの活動カテゴリ内
の5つの活動から1つ
の活動を話し合いに
よって決定する。	

話し合いは3名が同じ
意見になるまで続ける	


ベースライン期 ビデオフィードバック 訓練後期

     ①選択肢にない活動の選択  
     ②ディスカッションと関係ない発言  
     ③離席行動 	
     ④暴言を含む暴力的行動 
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ベ ー ス ラ イ ン 期 で は ， 活 動 決 定 の た め の 小 集 団 デ ィ ス カ ッ シ

ョ ン を 実 施 し た 。 小 集 団 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は ， ま ず 参 加 児 D

〜 F は プ レ イ ル ー ム の 指 定 さ れ た 座 席 に 着 席 し た 。 全 員 の 着 席

を 確 認 し た 後 ， メ イ ン ト レ ー ナ ー が 「 み ん な で や る 活 動 を 決 め

ま す 」 と 伝 え ， サ ブ ト レ ー ナ ー が 行 う 活 動 を ホ ワ イ ト ボ ー ド に

書 き 出 し た 。 活 動 の 種 類 は ，『 勉 強 』『 お 手 伝 い 』『 遊 び 』 毎 に 5

種 類 で あ っ た 。『 勉 強 』 は ，“ 漢 字 ”，“ 計 算 ”，“ 音 読 ”，“ 作 文 ”，

“ 質 問 ” の 5 つ の 活 動 が 提 示 さ れ た 。『 お 手 伝 い 』 で は ，“ 掃 除

機 ”，“ 棚 ふ き ”，“ 棚 整 理 ”，“ ホ ワ イ ト ボ ー ド ふ き ”，“ 机 と 椅 子

の 片 付 け ” の 5 つ が 提 示 さ れ た 。『 遊 び 』 で は ，“ 野 球 ”，“ サ ッ

カ ー ”，“ ド ッ ヂ ボ ー ル ”，“ P K ゲ ー ム ”，“ キ ャ ッ チ ボ ー ル ” の 5

つ で あ っ た 。 ホ ワ イ ト ボ ー ド に 活 動 を 書 い た 後 ， メ イ ン ト レ ー

ナ ー は 「 そ れ で は み ん な で 話 し 合 っ て 決 め て 下 さ い 」 と 伝 え ，

話 し 合 い を 開 始 す る よ う に 促 し た 。 参 加 児 童 3 名 が 話 し 合 い を

開 始 し た 後 ， メ イ ン ト レ ー ナ ー と サ ブ ト レ ー ナ ー は 話 し 合 い の

進 行 に つ い て の 一 切 の 関 わ り は 行 わ な か っ た 。 た だ し ， 標 的 行

動 と し て 定 義 さ れ た 行 動 が 生 起 し た 時 に は ，「 そ れ は 止 め て 下 さ

い 」 と 声 を か け た 。 標 的 行 動 に つ い て ， 言 語 で 注 意 を 伝 え る 以

外 の 方 略 （ た と え ば 身 体 拘 束 な ど ） は 行 わ な か っ た 。 話 し 合 い

は 3 人 の 意 見 が 一 致 す る ま で 続 け ら れ た 。 3 人 の 意 見 が 一 致 し

た ら ， メ イ ン ト レ ー ナ ー は 「 そ れ で は ◯ ◯ を し ま し ょ う 」 と 決

定 し た 活 動 を 参 加 児 達 と 行 っ た 。 決 定 し た 活 動 が 終 わ っ た 後 ，

次 の 活 動 の 話 し 合 い を 実 施 し た 。 各 支 援 セ ッ シ ョ ン で 2 〜 3 回

ほ ど 話 し 合 い を 行 っ た 後 ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 っ た 。  

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク で は ， 直 前 に 行 っ た ベ ー ス ラ イ ン 期 で
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の 様 子 を 液 晶 モ ニ タ ー で 投 影 し ， 小 集 団 グ ル ー プ で 視 聴 し た 。

ビ デ オ 視 聴 中 ， 標 的 行 動 お よ び 話 し 合 い に よ る 意 思 統 一 に 適 切

と 判 断 さ れ る 行 動 （ 例 ： 意 思 決 定 の 方 法 を 案 出 す る ， 相 手 の 意

見 に 合 わ せ る ） が あ っ た 場 合 ビ デ オ を 一 時 停 止 し ， 行 動 を 表 出

し た 参 加 児 に「 今 の は 良 か っ た で し ょ う か ？  悪 か っ た で し ょ う

か ？ 」 と 尋 ね て 判 断 を 求 め た 。 良 い ， 悪 い の 判 断 を 参 加 児 が 決

定 し た 後 ， 対 象 児 へ 「 で は ， 今 の 行 動 は 何 点 で し ょ う か ？ 」 と

投 げ か け ， 自 己 行 動 に つ い て 採 点 を 行 っ た 。 採 点 し た 得 点 は ，

参 加 児 毎 に ホ ワ イ ト ボ ー ド に 記 入 し て い っ た 。参 加 児 が「 良 い 」

と 判 断 し た 場 合 で も 「 悪 い 」 と 判 断 し た 場 合 で も ，「 そ う だ ね ，

良 か っ た ね 」 も し く は 「 そ う だ ね ， 悪 か っ た ね 」 の 声 か け の み

行 っ た 。 そ の 日 実 施 さ れ た ベ ー ス ラ イ ン 条 件 の ビ デ オ の 視 聴 が

す べ て 終 わ っ た あ と ， 自 己 採 点 し た 得 点 を サ ブ ト レ ー ナ ー が 合

計 し ，「 ◯ 君 は ××点 取 れ ま し た 。 素 晴 ら し い で す 」 と 言 語 賞 賛

を 行 っ た 。 各 参 加 児 の 得 点 発 表 が 終 了 し た 段 階 で ， 訓 練 後 期 へ

条 件 を 移 行 し た 。  

訓 練 後 期 で は ， ベ ー ス ラ イ ン 期 と 同 様 の 手 続 き で 再 び 話 し 合

い を 実 施 し た 。  

 

2 - 6 . 測 定 方 法  

 研 究 対 象 と な っ た 支 援 セ ッ シ ョ ン が す べ て 終 了 し た 後 ， 記 録

用 の ビ デ オ 画 像 を 用 い て 標 的 行 動 を 評 価 し た 。 行 動 測 定 に 関 し

て ， 研 究 に 参 加 し て い な い 大 学 院 生 １ 名 が 測 定 を 担 っ た 。 標 的

行 動 の 定 義 に 当 て は ま る 行 動 が 生 起 し た 場 合 ， 集 計 表 の 該 当 す

る 参 加 児 お よ び 標 的 行 動 の 項 目 に 生 起（ ＋ ）を 記 入 し て い っ た 。
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各 支 援 セ ッ シ ョ ン で 行 わ れ た 話 し 合 い 毎 に 標 的 行 動 の 生 起 回 数

を 合 計 し て 算 出 し た 。 評 価 の 対 象 と な っ た 場 面 は ， ベ ー ス ラ イ

ン 期 ， 訓 練 後 期 す べ て の 話 し 合 い 場 面 の 標 的 行 動 で あ っ た 。  

 

2 - 7 . 研 究 の 倫 理 的 配 慮 に つ い て  

 本 研 究 を 実 施 す る こ と に あ た り ， 参 加 児 全 員 の 母 親 へ 研 究 の

イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 研 究 協 力 の 同 意 を 得 た 。 イ ン フ ォ

ー ム ド コ ン セ ン ト の 内 容 は ， i ） 本 研 究 の 目 的 と 意 義 ， i i ） 研 究

か ら 得 ら れ る と 予 想 さ れ る 知 見 ， i i i ） 個 人 情 報 の 取 り 扱 い の 3

点 を 書 面 に て 各 対 象 児 の 母 親 に 提 供 し た 。 実 験 者 は ， 上 記 3 点

に つ い て ， 口 頭 で の 説 明 を 加 え ， 研 究 協 力 に つ い て 同 意 を 得 て

か ら 研 究 を 開 始 し た 。  

 

3 . 結 果  

 

参 加 児 D 〜 F 3 名 の 標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス を ，そ れ ぞ れ 図

4 - 3 ， 図 4 - 4 ， 図 4 - 5 に 示 し た 。   
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図 4 - 3  参 加 児 D の 標 的 行 動 パ フ ォ ー マ ン ス  
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図 4 - 4 参 加 児 E の 標 的 行 動 パ フ ォ ー マ ン ス  
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図 4 - 5 参 加 児 F の 標 的 行 動 パ フ ォ ー マ ン ス  
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 参 加 児 D は 図 4 - 3 に ， 参 加 児 E は 図 4 - 4 に ， 参 加 児 F は 図

4 - 5 に そ れ ぞ れ 標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス 推 移 を 表 し て い る 。

各 図 は 縦 軸 に 標 的 行 動 の 生 起 回 数 を ， 横 軸 に セ ッ シ ョ ン 数 を 示

し た 。  

ま ず ， 全 体 的 な パ フ ォ ー マ ン ス の 傾 向 を 概 観 す る と ， す べ て

の 参 加 児 に お い て ， ベ ー ス ラ イ ン 条 件 で は 1 0 回 〜 3 0 回 ほ ど 見

ら れ た 標 的 行 動 が ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 後 で は 大 き な 減 少 を

見 せ て い た 。 初 頭 の ベ ー ス ラ イ ン 期 で は ， セ ッ シ ョ ン 2 を ピ ー

ク に 減 少 傾 向 を 見 せ て い た た め 訓 練 後 期 と の 差 は あ ま り 認 め ら

れ な か っ た 。 し か し ， 2 期 ベ ー ス ラ イ ン ， 3 期 ベ ー ス ラ イ ン で

は ， 続 く 訓 練 後 期 で 顕 著 な 減 少 傾 向 を 示 し て い た 。  

 次 に ， 個 別 の パ フ ォ ー マ ン ス を よ り 細 か く み る と ， D 児 ， E

児 ， F 児 で や や 異 な っ た 結 果 が 得 ら れ た 。 D 児 は １ 期 の ベ ー ス

ラ イ ン で 最 大 3 0 回 見 ら れ た 標 的 行 動 が 訓 練 後 期 で は 0 回 ま で

減 少 す る な ど 顕 著 な 変 化 が 見 ら れ た 。 し か し ， 中 盤 の 第 3 期 ベ

ー ス ラ イ ン お よ び 訓 練 後 期 で は 再 び 2 0 回 前 後 ま で 標 的 行 動 の

増 加 が 観 察 さ れ た 。 た だ し ， 研 究 終 盤 の 第 4 期 ベ ー ス ラ イ ン で

は ， 5 回 程 度 ま で 減 少 し ， 最 後 の 訓 練 後 期 で は 標 的 行 動 の 生 起

は 認 め ら れ な か っ た 。 E 児 は ， 初 頭 の 訓 練 後 期 で 標 的 行 動 の 生

起 が 3 回 前 後 の 水 準 ま で 減 少 し ， そ の 効 果 が ベ ー ス ラ イ ン 期 ，

訓 練 後 期 合 わ せ て 研 究 終 了 ま で 維 持 さ れ て い た 。 F 児 は D 児 E

児 同 様 に ， ベ ー ス ラ イ ン 期 と 訓 練 後 期 と の 間 で 標 的 行 動 が 大 き

く 減 少 し て い た 。 し か し な が ら ， 第 1 期 ベ ー ス ラ イ ン 期 で 9 回

だ っ た 標 的 行 動 が ， 第 3 期 ベ ー ス ラ イ ン 期 で 1 3 回 ま で 増 加 す

る な ど ， D 児 お よ び E 児 で 見 ら れ た 研 究 条 件 間 を 横 断 し た 標 的
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行 動 の 減 少 は あ ま り 見 ら れ な か っ た 。  

 

4 . 考 察  

 

 本 研 究 で は ， 小 集 団 で 行 う 活 動 を 決 定 す る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

場 面 で の 不 適 切 な 行 動 の 減 少 を 目 的 に ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手

続 き を 導 入 し た 。 結 果 ， す べ て の 参 加 児 の パ フ ォ ー マ ン ス に 大

き な 改 善 が 見 ら れ ， 最 終 的 に は 不 適 切 行 動 が 生 起 し な い 水 準 ま

で 至 っ た 。 そ し て ， D 児 ， E 児 に 顕 著 で あ っ た が ， こ の よ う な

行 動 変 化 は ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が 実 行 さ れ た 直 後 の

セ ッ シ ョ ン の み に 影 響 を 与 え る の で は な く ， セ ッ シ ョ ン 全 体 を

通 じ て 改 善 傾 向 を 示 し て い た 。こ れ は ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク が ，

直 後 の 適 切 行 動 の 弁 別 刺 激 と し て 機 能 し て い る だ け で な く ， も

っ と 長 期 的 な 行 動 変 容 に 寄 与 し て い る と い う こ と を 示 唆 し て い

る 。 今 回 の 研 究 で は デ ー タ を 明 示 し て い な い が ， 不 適 切 行 動 が

低 減 し た だ け で な く ， セ ッ シ ョ ン を 通 じ て 『 自 分 の 意 見 を 取 り

下 げ る 発 言 』『相 手 を 説 得 す る 発 言 』『決 定 方 法 を 案 出 す る 発 言 』

な ど の 適 切 な 行 動 も 見 ら れ て い た 。 よ っ て ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ

ッ ク 手 続 き は ， 不 適 切 行 動 の 低 減 だ け で な く ， 元 々 行 動 レ パ ー

ト リ ー と し て 持 っ て い た 適 切 行 動 を 機 能 化 し た 可 能 性 が 考 え ら

れ る だ ろ う 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， 知 的 な ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 抱

え る 児 童 に 対 し て も ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が 肯 定 的 な 行

動 変 容 に 寄 与 す る と 言 え る だ ろ う 。 先 行 研 究 に お い て ， 自 己 行

動 を 評 価 す る こ と で 行 動 変 容 を 促 す セ ル フ モ ニ タ リ ン グ で は ，

客 観 的 な 評 価 と 自 己 評 価 が 一 致 し な け れ ば 効 果 が 薄 い と い う 知
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見 が 報 告 さ れ て い る ( D u n l a p ,  D u n l a p ,  K o e g e l ,  &  K o e g e l ,  1 9 9 1 ) 。

そ の た め ， 知 的 な ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 抱 え る 児 童 に は ， 他 者 評

価 と 自 己 評 価 の 一 致 訓 練 が 必 要 で あ る と 結 論 づ け ら れ て い る 。

し か し ， 本 研 究 で は 先 行 研 究 と 異 な っ た 結 果 が 得 ら れ た 。 先 行

研 究 と の 相 違 が 生 じ た メ カ ニ ズ ム は ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手

続 き が 自 己 行 動 の 想 起 に 依 存 し な か っ た た め だ と 考 え ら れ る 。

従 来 型 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き は ， ① 自 己 行 動 を 終 了 し た

後 に 想 起 す る ， ② 想 起 し た 自 己 行 動 を 自 己 評 価 す る ， と い っ た

流 れ で 行 わ れ る た め ， 実 際 の 行 動 と 想 起 の 間 に 時 間 的 分 断 が 存

在 し て し ま う 。 そ の た め ， 知 的 な ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 持 っ た 児

童 で は ， 時 間 的 分 断 が 想 起 を 困 難 に す る だ け で な く ， 間 違 っ た

イ メ ー ジ 付 け な ど か ら ， 自 己 行 動 を 過 大 評 価 ・ 過 小 評 価 し て し

ま う こ と が 生 じ る と 考 え る 。 と こ ろ が ， 本 研 究 で 実 施 し た ビ デ

オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き は ， ① 自 己 行 動 を 実 際 に 見 な が ら ， ②

自 己 行 動 に つ い て 評 価 を 行 う と い っ た 手 続 き で 実 施 さ れ て い た 。

よ っ て ， 時 間 的 分 断 を 伴 っ た 想 起 や ， 想 起 し な が ら の 評 価 と い

っ た 高 度 な 認 知 的 活 動 が 必 要 と さ れ ず ， 円 滑 な 行 動 変 容 が 促 さ

れ た と 考 え ら れ る 。  

 上 で 挙 げ た よ う な 個 別 の 利 点 だ け で な く ， 本 研 究 で は 小 集 団

で の 一 斉 視 聴 と い う 形 式 で ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 実 施 し ， 顕

著 な 行 動 変 容 が 認 め ら れ た 。 小 集 団 で の 適 用 可 能 性 が あ る と い

う こ と は ，よ り 日 常 的 な 集 団 指 導 下（ た と え ば ，通 級 指 導 教 室 ）

や 複 数 の 被 支 援 者 が 在 籍 す る 特 別 支 援 学 級 な ど ） で も ビ デ オ フ

ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が 効 果 的 に 導 入 さ れ る 臨 床 応 用 可 能 性 が 示

唆 さ れ る 。 更 に ， 集 団 で ビ デ オ の 視 聴 お よ び フ ィ ー ド バ ッ ク を
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行 う こ と で ， 学 習 や 適 切 行 動 の 強 化 が ス ム ー ズ に 行 わ れ た 可 能

性 が 示 唆 さ れ る 。 た と え ば ， E 児 は D 児 が 「 な ら 僕 が 譲 る よ 」

と 言 っ た 行 動 が 評 価 さ れ た の を 見 た 次 の セ ッ シ ョ ン か ら ，「 僕 も

譲 る よ 」 と の 発 言 を 自 発 す る よ う に な っ て い た 。 更 に ， ビ デ オ

フ ィ ー ド バ ッ ク の 自 己 採 点 の 合 計 得 点 を 発 表 す る 場 に お い て ，

ト レ ー ナ ー だ け で な く 小 集 団 構 成 員 か ら も 言 語 賞 賛 を 受 け て い

る 様 子 が 散 見 さ れ た 。 こ の よ う に ， 集 団 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク

手 続 き は ， 個 別 の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク と 同 様 の 効 果 が 小 集 団

場 面 で も 認 め ら れ た だ け で な く ， 小 集 団 ゆ え の 観 察 学 習 や 文 脈

に 沿 っ た 強 化 を 受 け ら れ る と い っ た ， よ り 肯 定 的 な 側 面 を 備 え

て い た と 考 え る 。 以 上 よ り ， １ 対 １ で の 関 わ り で は 問 題 が 認 め

ら れ な い 一 方 で ， 同 年 代 集 団 に お い て 行 動 問 題 が 散 見 さ れ る よ

う な 自 閉 性 障 害 児 者 へ の 支 援 と し て ， 集 団 場 面 で の ビ デ オ フ ィ

ー ド バ ッ ク 手 続 き が 解 決 の 一 助 を 担 う と い え る だ ろ う 。  

 こ の よ う な 様 々 な 肯 定 的 な 結 果 が 得 ら れ た 小 集 団 で の ビ デ オ

フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き だ が ， D 児 ， E 児 が 第 2 期 以 降 の ベ ー ス

ラ イ ン 期 で も 介 入 効 果 が 持 続 し た 一 方 で ， F 児 は ベ ー ス ラ イ ン

期 毎 に パ フ ォ ー マ ン ス が 悪 化 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。 F 児 の パ フ

ォ ー マ ン ス が 安 定 し な か っ た こ と に つ い て ２ 点 考 え ら れ る 。 1

点 目 は ， 活 動 性 の 問 題 で あ る 。 参 加 児 の 項 目 で 述 べ た よ う に ，

F 児 は 人 数 の 多 い 環 境 で は 激 し い 行 動 問 題 を 示 す 覚 醒 水 準 の 問

題 が 明 ら か で あ っ た 。 そ の た め ， 1 度 不 適 切 行 動 を 起 こ し て し

ま う と ， 自 分 自 身 の 興 奮 状 態 か ら 不 適 切 行 動 を 連 鎖 的 に 続 け て

し ま う 様 子 が 見 ら れ た 。 本 研 究 の ベ ー ス ラ イ ン 期 は ， す べ て 支

援 セ ッ シ ョ ン の 始 め に 実 施 さ れ て い た 。 そ の た め ， 新 奇 性 を 持
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っ た 療 育 場 面 で は 開 始 時 に 覚 醒 水 準 が 高 く な り ， 毎 回 不 適 切 行

動 の パ フ ォ ー マ ン ス が 安 定 し な か っ た と 考 え る 。 2 点 目 は 強 化

歴 の 問 題 で あ る 。 F 児 は 在 籍 学 級 に て ， や り た く な い 活 動 や わ

か り に く い 活 動 が 提 示 さ れ た 場 合 ， 離 席 や 暴 言 ， 暴 力 的 な 行 動

を 多 く 生 起 す る こ と で 対 処 し て い た 。 上 述 の よ う に ， 訓 練 後 期

の 終 了 か ら 次 の ベ ー ス ラ イ ン 期 ま で は ， 2 週 間 以 上 の 時 間 が 経

過 し て い た 。 そ の た め ， 研 究 セ ッ シ ョ ン で 学 ん だ 適 切 な 行 動 の

随 伴 性 が ， 学 校 で の 随 伴 性 に よ っ て 上 書 き さ れ て し ま っ た 可 能

性 が 否 定 で き な い 。 今 後 の 研 究 で は ， 上 記 2 点 の 実 証 的 な 実 験

計 画 を 通 じ て ， 集 団 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 人 数 要 因 の 検 討 ，

知 的 水 準 お よ び 行 動 特 徴 の 検 討 ， よ り 効 率 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク

手 続 き の 開 発 な ど が 求 め ら れ る だ ろ う 。  



125 

 

 

 

 

 

 

研 究 5 

モ デ リ ン グ お よ び ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク に よ る 支 援 者 介 入  

 

ア ス ペ ル ガ ー 障 害 児 支 援 に つ い て の ス タ ッ

フ ト レ ー ニ ン グ  

 

榎 本 (2 0 0 9 )  
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1 . 研 究 5 の 目 的  

 

本 章 で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ と ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 利 用

し た ア ス ペ ル ガ ー 障 害 児 へ の 指 導 行 動 改 善 を 目 指 し た 初 心 指 導

者 へ の ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ の 効 果 を 数 量 的 な 指 標 か ら 評 価 す

る 。 加 え て ， 直 接 支 援 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 が ア ス ペ ル ガ

ー 障 害 児 の 課 題 従 事 行 動 の 改 善 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。

最 後 に ， ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ を 構 成 す る ビ デ オ モ デ リ ン グ ，

ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き に つ い て ， 個 々 の 訓 練 手 続 き が 直

接 支 援 者 の 行 動 に 与 え る 影 響 を 明 ら か に す る 。  

以 上 ３ 点 を 本 章 の 目 的 と 位 置 付 け る 。  

 

2 . 方 法  

 

2 - 1 . ト レ ー ナ ー  

 本 研 究 の ト レ ー ナ ー は ， 4 年 制 私 立 大 学 で あ る D 大 学 に お い

て 心 理 学 を 学 ぶ 3 名 （ 女 性 3 名 ） の 学 生 で あ っ た 。 ト レ ー ナ ー

は 全 員 第 3 学 年 に 所 属 し て お り ， 発 達 障 害 児 者 へ の 行 動 分 析 的

視 点 か ら の 援 助 を 研 究 主 題 と す る ゼ ミ に お い て ， 行 動 分 析 の 基

礎 と 障 害 児 教 育 に つ い て 学 ん で い た 。 ま た ， ト レ ー ナ ー 3 名 は

す べ て 保 育 士 資 格 を 習 得 す る た め の 履 修 課 程 に 在 籍 し て い た が ，

実 際 に 障 害 児 の 保 育 活 動 に 従 事 し た 経 験 は な か っ た 。 加 え て ，

研 究 開 始 ま で に 正 式 な 行 動 分 析 の 知 見 を 用 い た 治 療 教 育 プ ロ グ

ラ ム や 研 修 会 に 参 加 し た 経 験 も な か っ た 。 以 下 で は ， 3 名 の ト



 127 

レ ー ナ ー を そ れ ぞ れ ト レ ー ナ ー A ， ト レ ー ナ ー B ， ト レ ー ナ ー C

と 記 す 。  

 

2 - 2 . 参 加 児  

研 究 開 始 当 時 ， 生 活 年 齢 7 歳 1 1 ヵ 月 の ア ス ペ ル ガ ー 障 害 と

診 断 を 受 け た 男 児 1 名 （ 以 下 ， 参 加 児 ） を 対 象 と し た 。 3 歳 1 1

カ 月 時 に 専 門 機 関 で ア ス ペ ル ガ ー 障 害 の 診 断 を 受 け て い た 。 6

歳 よ り 居 住 地 近 隣 の 特 別 支 援 学 校 に て ， 社 会 生 活 で 必 要 と な る

ス キ ル を 学 ぶ 個 別 の ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ に 隔 週 で 参

加 し て い た 。 そ し て ， 暴 言 や 他 害 行 動 の 改 善 ， 適 切 な コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 手 段 の 習 得 を 主 訴 に ， X - 1 年 2 月 に D 大 学 心 理 相 談

セ ン タ ー を 受 診 し た 。 参 加 児 は ， 同 年 1 1 月 よ り 同 セ ン タ ー で

治 療 教 育 セ ッ シ ョ ン を 受 け る こ と と な り ，X ＋ 1 年 現 在 ま で 継 続

通 所 し て い た 。 参 加 児 は 7 歳 1 ヵ 月 時 に 実 施 さ れ た W I S C - I I I

で は ，F I Q： 1 1 4  V I Q： 1 2 5  P I Q： 9 9 で ，群 指 数 は ，V C： 1 3 2  P O ：

1 0 3  F D： 1 1 2  P S： 9 2 で あ り ，V I Q と P I Q ，V C と P O ，F D ，P S ，

そ し て F D と P S に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た 。 下 位 検 査 で は ， 知

識 や 類 似 が 1 9 点 と ， 同 年 代 の 子 ど も 達 の 平 均 よ り 非 常 に 高 い

得 点 で あ る 一 方 ， 動 作 性 検 査 で は 7 ～ 1 1 点 と や や 低 い 項 目 も 見

ら れ た 。 検 査 所 見 か ら ， 参 加 児 は 言 語 能 力 と 視 覚 情 報 処 理 能 力

に 大 き な デ ィ ス ク レ パ ン シ ー（ d i s c r e p a n c y ）を 持 っ て い る こ と

が 推 測 さ れ た 。 参 加 児 は 衝 動 性 の 高 さ か ら ， 他 人 に 暴 力 や 暴 言

を 奮 っ て し ま う こ と や ， 注 意 の 逸 れ や す さ か ら ， 課 題 中 に 関 係

の な い 行 動 を し て し ま う こ と ， そ し て 指 示 に 合 わ せ て 行 動 を 調

節 す る こ と が 苦 手 で あ る な ど の 行 動 特 徴 を 持 っ て い た 。  
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2 - 3 . 研 究 期 間  

 研 究 は ， X 年 1 0 月 ～ X ＋ 1 年 1 月 の 期 間 に お い て ， 週 一 回 の

頻 度 で ， 一 回 6 0 分 間 行 わ れ る 支 援 セ ッ シ ョ ン の 一 部 を 利 用 し

た 。  

 

2 - 4 . 研 究 場 面  

 研 究 の セ ッ テ ィ ン グ は ， 大 学 の プ レ イ ル ー ム と そ こ に 隣 接 す

る 観 察 室 の 2 部 屋 を 用 い た 。 研 究 セ ッ シ ョ ン 時 の プ レ イ ル ー ム

と 観 察 室 の 構 造 を 図 5 - 1 に 示 し た 。   
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廊
下 

ド ア  

ド ア  

遊

具

棚 窓  

ホ ワ イ ト ボ ー ド  

長

机 
P  

機

材

棚 

机  

ワ ン ウ ェ イ ミ ラ ー  

T  

遊 具  

M o  

図 5 - 1  D 大 学 プ レ イ ル ー ム の 研 究 時 の セ ッ テ ィ ン グ  

プ レ イ ル ー ム  

観察室  

 

 

V C  V C  

図 中 の “ P ” は 参 加 児 を ，“ T ” は ト レ ー ナ ー を ，“ M ” は 母 親 を ，

図 中 の “ V C ” は ビ デ オ カ メ ラ を そ れ ぞ れ 表 す  
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 D 大 学 の プ レ イ ル ー ム は ，遊 具 を 保 管 す る 棚 と ，長 机 が 1 脚 ，

椅 子 が 2 脚 ， そ し て ホ ワ イ ト ボ ー ド が 1 台 設 置 し て あ っ た 。 観

察 室 に は 保 護 者 用 の 椅 子 と ビ デ オ 撮 影 用 の 機 材 が 置 か れ て い た 。

ま た ， 観 察 室 か ら は ， ワ ン ウ ェ イ ミ ラ ー を 通 し て プ レ イ ル ー ム

内 を 見 渡 す こ と が 可 能 で あ っ た 。 な お ， 研 究 時 に は ， 上 記 の 設

備 に 加 え て ， 記 録 用 に 2 台 の ポ ー タ ブ ル ビ デ オ カ メ ラ を 三 脚 で

固 定 し て 設 置 し た 。  

研 究 は ， 原 則 と し て ， 参 加 児 （ 図 5 - 1 の “ P ” に 該 当 ） と ト

レ ー ナ ー （ 図 5 - 1 の “ T ” に 該 当 ） が ， プ レ イ ル ー ム の 椅 子 に

机 を 挟 ん で 向 か い あ っ て 座 っ た 状 態 で 実 施 し た 。 ま た ， 研 究 中

に お い て ， 母 親 は 観 察 室 か ら ワ ン ウ ェ イ ミ ラ ー を 通 し て プ レ イ

ル ー ム の 様 子 を 見 学 し て い た 。 な お ， プ レ イ ル ー ム に は ， 研 究

の 準 備 に よ る 待 ち 時 間 の 補 佐 や ビ デ オ 撮 影 の た め に ， 別 の ス タ

ッ フ が 1 ~ 3 名 入 室 し て い た 。 こ れ ら の ス タ ッ フ は ， 研 究 変 数 と

な る よ う な ， 例 え ば ， ト レ ー ナ ー や 参 加 児 に 声 を 掛 け る と い っ

た ， 積 極 的 な 関 わ り は 一 切 行 わ な か っ た 。  

 

2 - 5 . D T T の 実 施 手 順  

 本 研 究 に お い て ト レ ー ナ ー は ，伝 統 的 な D T T で あ る 写 真 カ ー

ド を 用 い た タ ク ト 課 題 と マ ッ チ ン グ 課 題 を 参 加 児 に 行 っ た 。

D T T は （ a ） ト レ ー ナ ー に よ る 弁 別 刺 激 の 提 示 ，（ b ） 参 加 児 の

行 動 ，（ c ） ト レ ー ナ ー に よ る 後 続 事 象 の 提 示 の 一 連 の 流 れ を 1

試 行 と 定 義 し ， 5 試 行 を 1 ブ ロ ッ ク と し た 。 各 研 究 セ ッ シ ョ ン

に お い て ， 各 ト レ ー ナ ー は 原 則 と し て タ ク ト 課 題 ， マ ッ チ ン グ

課 題 を そ れ ぞ れ 1 ブ ロ ッ ク 行 っ た 。  
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タ ク ト 課 題 で は ， 初 め に ト レ ー ナ ー は 参 加 児 に 対 し て 課 題 の

正 反 応 に つ い て 簡 単 な 教 示 を 行 っ た（ 例：“ こ れ か ら 見 せ る カ ー

ド の 名 前 を 言 っ て ”）。 次 に ト レ ー ナ ー は 参 加 児 の 課 題 従 事 行 動

の 弁 別 刺 激 と な る 写 真 カ ー ド を 1 枚 提 示 し た 。 参 加 児 が 提 示 し

た 写 真 カ ー ド の 名 前 を 正 し く 答 え ら れ た （ 正 反 応 を 自 発 し た ）

場 合 ， ト レ ー ナ ー は 正 解 で あ る こ と を 参 加 児 に 伝 え ， 提 示 し て

い た カ ー ド を 撤 去 し ， 次 の 試 行 の 写 真 カ ー ド を 提 示 し た 。 写 真

カ ー ド の 名 前 を 間 違 え る な ど 正 反 応 が 生 起 し な か っ た 場 合 ， ト

レ ー ナ ー は 正 反 応 の 手 掛 か り と な る プ ロ ン プ ト 刺 激 の 提 示 を 許

可 さ れ て い た 。 課 題 を 1 ブ ロ ッ ク 終 了 し た 時 点 で ト レ ー ナ ー は

課 題 が 終 わ っ た こ と を 参 加 児 に 伝 え た 。 タ ク ト 課 題 に お い て ，

ト レ ー ナ ー が 行 う べ き 手 順 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 5 - 3 に 示 し た 。 
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正反応  
誤反応  

正反応  誤反応  

図 5-2 タクト課題の流れ  

正解であることを伝える  

言語での称賛【強化子】  

提示したカードの撤去  

次の写真カードの提示  

プロンプトを変えた設問 

（弁別刺激）の再提示 

【設問（弁別刺激）の提示】  

・トレーナーは参加児に写真カードを提示  

・写真カードの名前を言うように教示（例：「名前を言って」）  

正しくないことを伝える  
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 マ ッ チ ン グ 課 題 に お い て ， ト レ ー ナ ー は ま ず ， 参 加 児 に 課 題

の 正 反 応 に つ い て の 簡 単 な 教 示 を 行 っ た（ 例 ：“ こ れ か ら 見 せ る

カ ー ド と 同 じ 種 類 の カ ー ド を 教 え て ”）。 続 い て ， ト レ ー ナ ー は

机 上 に 5 枚 の 写 真 カ ー ド （ 以 下 ， 選 択 カ ー ド ） を 参 加 児 に 見 え

る よ う に 横 1 列 に 並 べ た 。 次 に ， ト レ ー ナ ー は 参 加 児 の 課 題 従

事 行 動 の 弁 別 刺 激 と な る カ ー ド （ 見 本 カ ー ド ） を 参 加 児 に 提 示

し た 。 参 加 児 が 提 示 し た カ ー ド と 同 じ 種 類 の 選 択 カ ー ド を 選 ぶ

こ と が で き た ら ，ト レ ー ナ ー は 正 解 で あ る こ と を 参 加 児 に 伝 え ，

見 本 カ ー ド を 撤 去 し ， 次 の 試 行 の 見 本 カ ー ド を 提 示 し た 。 正 し

い 写 真 カ ー ド 以 外 を 選 択 す る な ど 正 反 応 が 生 起 し な か っ た 場 合 ，

ト レ ー ナ ー は 正 反 応 の 手 掛 か り と な る プ ロ ン プ ト 刺 激 の 提 示 を

許 可 さ れ た 。 課 題 を 1 ブ ロ ッ ク 終 了 し た 時 点 で ト レ ー ナ ー は 課

題 が 終 わ っ た こ と を 参 加 児 に 伝 え た 。マ ッ チ ン グ 課 題 に お い て ，

ト レ ー ナ ー が 行 う べ き 手 順 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 5 - 3 に 示 し た 。 

加 え て ， タ ク ト 課 題 ， マ ッ チ ン グ 課 題 で 使 用 し た 絵 カ ー ド の 一

部 と 解 答 例 を 図 5 - 4 ， 図 5 - 5 に 示 し た 。  
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正反応  誤反応  

正反応  誤反応  

図 5-3 マッチング課題の流れ  

正解であることを伝える  

言語での称賛【強化子】  

提示したカードの撤去，選択カードを並べ直す  

次の写真カードの提示  

プロンプトの提示  

設問（弁別刺激）の提示  

・トレーナーは机上に 5 枚のカード（選択カード）を提示  

・見本カードを提示し，選択カードから同じものを選ぶように  

教示を出す  （例：「同じにして」）  

正しくないことを伝える  
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図 5 - 4  各 課 題 で 用 い た 絵 カ ー ド の 例 ①   

 

 

 

 

 

 

名前：えんぴつ 

種類：書くもの，文房具 

名前：はさみ 

種類：切るもの 

名前：車 

種類：乗り物，タイヤがある 
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図 5 - 5  各 課 題 で 用 い た 絵 カ ー ド の 例 ②   

 

 

 

 

 

 

 

名前：イグアナ 

種類：動物，爬虫類 

名前：顕微鏡 

種類：見るもの，大きくするもの 

名前：レンチ 

種類：工具 
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2 - 6 . 研 究 デ ザ イ ン  

単 一 事 例 実 験 計 画 （ B a r l o w  ＆  H e r s e n ,  1 9 8 4 ） を 踏 ま え ， 被

験 者 間 多 層 ベ ー ス ラ イ ン デ ザ イ ン を 用 い た ． ト レ ー ナ ー A ， B ，

C ― 参 加 児 に つ い て ，（ a ） ベ ー ス ラ イ ン 期 ，（ b ） 訓 練 1 ，（ c ）

p o s t 訓 練 1 期 ，（ d ） 訓 練 2 ，（ e ） p o s t 訓 練 2 期 の 5 つ の 研 究 フ

ェ イ ズ を 設 定 し た 。 ま た ， タ ク ト 課 題 ， マ ッ チ ン グ 課 題 共 に ，

5 試 行 を 1 ブ ロ ッ ク と し ， 1 セ ッ シ ョ ン 内 で ト レ ー ナ ー は そ れ

ぞ れ の 課 題 を 1 ブ ロ ッ ク 行 っ た 。  

 

2 - 7 . 訓 練 方 法  

i )ベ ー ス ラ イ ン 期  ベ ー ス ラ イ ン 期 で は ， 各 セ ッ シ ョ ン に お い

て ， ま ず ， ト レ ー ナ ー は 1 名 ず つ プ レ イ ル ー ム に 入 室 し た ． 次

に ， ト レ ー ナ ー は ， 参 加 児 と プ レ イ ル ー ム の 長 椅 子 を 挟 み 向 か

い 合 っ て 着 席 し た ． そ し て ， タ ク ト 課 題 と マ ッ チ ン グ 課 題 を 実

施 す る こ と が 求 め ら れ た 。 こ の 際 ， 他 の ト レ ー ナ ー は 別 室 で 待

機 し て い た 。 ま た ， 各 課 題 を 実 行 す る 前 に ， ト レ ー ナ ー は タ ク

ト 課 題 と マ ッ チ ン グ 課 題 の 簡 単 な 流 れ に つ い て 研 究 者 か ら レ ク

チ ャ ー を 受 け た 。レ ク チ ャ ー の 内 容 は ，各 課 題 の 目 的 ，正 反 応 ，

そ し て ， 課 題 の 手 順 に つ い て で あ っ た 。 参 加 児 の 行 動 特 徴 ， 課

題 を 行 う 上 で の 留 意 点 ， プ ロ ン プ ト の 提 示 方 法 ， 誤 反 応 の 修 正

方 法 ， あ る い は ト レ ー ナ ー と 参 加 児 の 標 的 行 動 に つ い て の 情 報

は 提 示 し な か っ た 。 ま た ， 研 究 期 間 中 に ， ト レ ー ナ ー は お 互 い

に 訓 練 の 内 容 や 課 題 実 行 の 内 容 に つ い て 情 報 交 換 し て は い け な

い こ と が 指 示 さ れ た 。  
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 タ ク ト 課 題 ， も し く は マ ッ チ ン グ 課 題 を 1 ブ ロ ッ ク 終 了 す る

毎 に ， ト レ ー ナ ー は プ レ イ ル ー ム を 退 室 し ， 次 の ト レ ー ナ ー が

プ レ イ ル ー ム に 入 室 し て 課 題 を 実 行 し た 。 課 題 実 行 の 反 復 か ら

生 じ る 学 習 効 果 を 極 力 除 外 す る た め に ， 各 課 題 で 使 用 す る 絵 カ

ー ド は ブ ロ ッ ク 毎 に 変 更 し た 。  

 ベ ー ス ラ イ ン 条 件 を ト レ ー ナ ー が 2 ～ 5 セ ッ シ ョ ン 終 了 し た

段 階 で ， 次 の 研 究 フ ェ イ ズ へ 移 行 し た 。  

i i ) 訓 練 1  訓 練 1 で は マ ッ チ ン グ 課 題 も し く は タ ク ト 課 題 を ト

レ ー ナ ー が 実 施 す る 前 に ， 課 題 実 施 に 必 要 な ス キ ル に つ い て 記

載 さ れ た D T T 実 行 マ ニ ュ ア ル の 読 み 合 わ せ を 行 っ た 。本 研 究 で

は F a z z i o （ 2 0 0 8 ） の 先 行 研 究 で ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ に 利 用 さ

れ 一 定 の 効 果 が 認 め ら れ た “ U s i n g  D i s c r e t e - T r i a l s  T e a c h i n g  t o  

T e a c h  C h i l d r e n  w i t h  A u t i s m  :  A n  I n t r o d u c t i o n ” を 研 究 者 が 日 本

語 に 翻 訳 し ， 更 に 人 名 や 例 示 な ど に つ い て 調 整 し た も の を マ ニ

ュ ア ル と し て 使 用 し た 。マ ニ ュ ア ル の 一 部 を 図 5 - 6 〜 5 - 8 に 示 し

た 。
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図 5 - 6  ト レ ー ニ ン グ マ ニ ュ ア ル の 目 次   
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図 5 - 7  ト レ ー ニ ン グ マ ニ ュ ア ル の 抜 粋 （“ 行 動 随 伴 性 ”）   

行動随伴性  

	
  我々が自閉症の子どもの教育をしているとき、訓練試行を 3 つの要素：（a）子どもの反応やパフォー

マンスの前に存在している状況：先行事象、（b）子どもの反応や行動、（c）子どもの反応に対する即時

の結果事象で分析する。先行事象に対して子どもが適切な反応をとったとき、後続事象を得ることを我々

は後続事象が反応に随伴すると呼んでいる。従って、訓練試行において、先行事象、反応、即時の結果

事象は、行動随伴性と呼ばれる。 

 

行動随伴性の例 

	
  トレーナーがテーブルを挟んで生徒のオサムと向かい合う。訓練試行において、トレーナーは箱を提

示してオサムの前に置き「箱」と言う。オサムの反応は箱を指差す。トレーナーは「正解」と言ってキ

ャンディをオサムに与える。あなたはこの例における先行事象、反応、後続事象を明らかにできるだろ

うか。先行事象、行動、後続事象の随伴性は、以下のダイアグラムに示す。 

 

	
  先行事象（A）  

机の上の箱、缶 

「箱」の声 

 

質問 

９．行動随伴性とは何か。例を示せ。 

 

DTT 方法  

	
  DTT 方法について、トレーナーは先行事象を提示し、参加児の反応を待ち、そして即時の後続事象を

提供する。そして、これらのステップを何回も繰り返す。言い換えれば、参加児の反応する機会がトレ

ーナーの提示する先行事象によって決まる。つまり、この手続きでは、参加児の反応の割合は、トレー

ナーの先行事象の提示の割合に依存する。離散試行の例が、行動随伴性と同様であり、同じ先行事象、

反応、後続事象の３つの要素を含む。 

 

例 

上記のオサムとトレーナーの例において、トレーナーはオサムに 3 つのアイテムを提示し、「ボール」

と言った。オサムはボールを指差し、トレーナーは「正解」といってオサムにキャンディを与えた。こ

れは離散試行の例である。先行事象は物理的な刺激（物品）とトレーナーによる「ボール」という言語

刺激が複合されていた。オサムが指差しをした反応により、トレーナーの後続事象は、賞賛（「正解」）

と食べ物（キャンディ）であった。 

行動（B）  

オサムの箱への指差し 

結果事象（C）  

「正解」の声 

キャンディ 
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図 5 - 8  ト レ ー ニ ン グ マ ニ ュ ア ル の 抜 粋 （ ま と め ）  
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 マ ニ ュ ア ル は“ 行 動 分 析 の 基 礎 理 論 と 用 語 説 明 ”か ら 始 ま り ，

“ 先 行 事 象 の 管 理 ”，“ 正 反 応 へ の 後 続 事 象 管 理 ”，“ 不 適 切 な 反

応 に つ い て の 後 続 事 象 管 理 ”，“ 一 般 的 な 離 散 試 行 型 訓 練 の 例 ”，

そ し て “ マ ニ ュ ア ル の 要 約 ” の 6 章 か ら 構 成 さ れ て い た 。 こ の

マ ニ ュ ア ル を 研 究 者 と ト レ ー ナ ー で 読 み 合 わ せ を 行 い ， 各 章 ご

と に 質 疑 応 答 を 行 っ た 。 ま た ， 段 落 末 に は 記 さ れ た マ ニ ュ ア ル

に 関 す る 簡 単 な 設 問 に つ い て も 問 う た 。 マ ニ ュ ア ル に 記 載 さ れ

て い る 設 問 の 正 答 率 が 1 0 0 ％ に な っ た 場 合 ， 次 の 研 究 フ ェ イ ズ

へ 移 行 し た 。  

p o s t 訓 練 1 期  p o s t 訓 練 1 期 で は ，ト レ ー ナ ー は ，ベ ー ス ラ イ

ン 期 と 同 様 の 条 件 と 設 定 で ， タ ク ト 課 題 と マ ッ チ ン グ 課 題 を 実

施 す る こ と が 求 め ら れ た 。 ト レ ー ナ ー が 2 ～ 3 セ ッ シ ョ ン 終 了

し た 段 階 で 次 の 研 究 フ ェ イ ズ へ 移 行 し た 。  

訓 練 2  訓 練 2 で は タ ク ト 課 題 お よ び マ ッ チ ン グ 課 題 を ト レ ー

ナ ー が 実 施 す る 前 に ， ま ず ， 参 加 児 と ト レ ー ナ ー の ベ ー ス ラ イ

ン 期 や p o s t 訓 練 1 期 に お け る 標 的 行 動 の パ フ ォ ー マ ン ス に つ い

て ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 い ， 次 に ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続

き と し て 研 究 者 に よ る タ ク ト 課 題 と マ ッ チ ン グ 課 題 の 見 本 を ビ

デ オ で 提 示 し た 。 フ ィ ー ド バ ッ ク し た 内 容 は ， 自 身 の 教 授 行 動

だ け で な く パ フ ォ ー マ ン ス の 推 移 も 表 と グ ラ フ に ま と め て 提 示

し た 。 モ デ リ ン グ 手 続 き で は ， 研 究 に 参 加 し て い な い 大 学 院 生

1 名 が 参 加 児 役 を 担 い ， 研 究 者 が ト レ ー ナ ー 役 と し て タ ク ト 課

題 や マ ッ チ ン グ 課 題 を そ れ ぞ れ 1 ブ ロ ッ ク 行 っ た 。 そ し て ， 研

究 者 は 各 課 題 を 1 ブ ロ ッ ク 行 っ た 後 ， ト レ ー ナ ー に 対 し て 課 題

中 の 視 線 の 方 向 や ， 適 切 な カ ー ド の 提 示 方 法 な ど ， 課 題 実 施 に
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重 要 な ポ イ ン ト を 視 聴 し な が ら 口 頭 で 説 明 し た 。 ト レ ー ナ ー が

パ フ ォ ー マ ン ス フ ィ ー ド バ ッ ク と モ デ リ ン グ 手 続 き の 内 容 に つ

い て の 質 問 が な く な っ た と こ ろ で ， 次 の 研 究 フ ェ イ ズ へ 移 行 し

た 。  

p o s t 訓 練 2 期  p o s t 訓 練 2 期 で は ， ベ ー ス ラ イ ン 期 と p o s t 訓

練 1 期 と 同 様 の 設 定 で ， ト レ ー ナ ー は ， タ ク ト 課 題 と マ ッ チ ン

グ 課 題 を 実 施 す る こ と が 求 め ら れ た 。 ト レ ー ナ ー が 2 ～ 4 セ ッ

シ ョ ン 終 了 し た 段 階 で 研 究 を 終 了 し た 。  

 

2 - 8 . 標 的 行 動  

 ト レ ー ナ ー の 標 的 行 動 は ，“課 題 実 行 中 の 参 加 児 以 外 へ の 注 目 ”

と し た 。 本 研 究 に お け る “ 課 題 実 行 中 の 参 加 児 以 外 へ の 注 目 ”

と は ， 各 ブ ロ ッ ク の 1 試 行 目 に 弁 別 刺 激 と な る カ ー ド を 提 示 し

て か ら 参 加 児 が 離 席 す る ま で の 間 に 1 秒 以 上 視 線 を 参 加 児 以 外

に 向 け る 行 動 と 操 作 的 に 定 義 し た 。  

 参 加 児 の 標 的 行 動 は ，“課 題 実 行 中 の 適 切 な 対 象 へ の 注 目 ”と

し た 。 本 研 究 で の “ 課 題 実 行 中 の 適 切 な 注 視 行 動 “ と は ，（ a ）

ト レ ー ナ ー が 課 題 カ ー ド（ 弁 別 刺 激 ）を 提 示 し た 時 は ，カ ー ド ，

も し く は ト レ ー ナ ー に 視 線 を 向 け る 行 動 ，（ b ） 各 試 行 間 で は ，

ト レ ー ナ ー に 視 線 を 向 け る ， ま た は 机 上 に 提 示 さ れ て い る カ ー

ド に 視 線 を 向 け る 行 動 と 操 作 的 に 定 義 し た 。 た だ し ，（ b ） に お

い て カ ー ド を 注 視 し て い る が ト レ ー ナ ー の 許 可 な く 机 上 に 提 示

さ れ て い る カ ー ド を 触 る 行 動 は ， 適 切 な 注 視 行 動 と は 分 類 で き

な い の で 標 的 行 動 か ら 除 外 さ れ た 。 ト レ ー ナ ー と 参 加 児 の 標 的

行 動 の 一 覧 を 表 5 - 1 に 示 し た 。
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試行間
標的行動

（賞賛提示から弁別
刺激提示まで）

・参加児以外への注視
（対象児以外の事物を1秒以上

注視した時間）

・机上のカードへの注視

・トレーナーへの注視

＊ただし，トレーナーの許可なく
机上のカードを触る行動は除く

・トレーナーの提示した
カードへの注視

・トレーナーへの注視

参加児 トレーナー

課題中
標的行動

（弁別刺激提示から
賞賛提示まで）

表 5-1  参加児とトレーナーの標的行動の一覧  
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2 - 9 . 測 定 方 法  

 デ ー タ の 収 集 は プ レ イ ル ー ム に 設 置 し た 2 台 の ビ デ オ カ メ ラ

で 行 わ れ た 。 記 録 し た ビ デ オ は ， 後 日 実 験 者 に よ っ て 分 析 さ れ

た 。 デ ー タ 測 定 は ， 各 課 題 に つ い て 1 試 行 単 位 で 行 っ た 。  

ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ の 効 果 を 検 証 す る た め に ，ト レ ー ナ ー ，

参 加 児 の 標 的 行 動 ， ト レ ー ナ ー の 学 習 単 位 （ l e a r n i n g  u n i t ） に

基 づ い た 課 題 遂 行 速 度 の 増 加 に つ い て 測 定 を 行 っ た 。 本 研 究 に

お け る タ ク ト 課 題 で の（ A ）ト レ ー ナ ー が 見 本 カ ー ド を 提 示 ，（B ）

参 加 児 の 正 反 応 ，（ C ） 強 化 子 の 提 示 の よ う な 三 項 随 伴 性 の 最 小

単 位 を 学 習 単 位 と 呼 ん で い る 。 B i n d e r（ 1 9 9 6 ） は ， 学 習 に お け

る 目 的 を ， 正 確 性 だ け で は な く ， 正 確 性 と 速 度 の 両 方 を 含 ん だ

概 念 と し て の 流 暢 性 に 置 く べ き だ と 主 張 し ， 流 暢 性 の 向 上 の 有

用 性 に つ い て 述 べ て い る 。 更 に ， 学 習 単 位 の 生 起 頻 度 と 学 習 効

果 の 間 に は 強 い 関 係 が あ る （ G r e e r ,  1 9 9 4 ） た め ， 今 回 の ス タ ッ

フ ト レ ー ニ ン グ の 効 果 を 評 価 す る 指 標 と し て ， 標 的 行 動 か ら 導

か れ る 正 確 性 だ け で な く ， 課 題 実 行 の 流 暢 性 も 同 時 に 求 め た 。  

ト レ ー ナ ー と 参 加 児 の 標 的 行 動 は ， 1 試 行 毎 に 標 的 行 動 が 生

起 し て い る 時 間 を ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ に よ っ て 測 定 し ， 1 ブ ロ ッ

ク で の 標 的 行 動 が 生 起 し た 合 計 時 間 を 指 標 と し て 使 用 し た 。 合

計 時 間 は 小 数 点 第 2 位 を 四 捨 五 入 し た 概 数 で 求 め ら れ た 。な お ，

参 加 児 の 標 的 行 動 に 関 す る 指 標 は ， 1 試 行 の 総 実 行 時 間 が 統 一

さ れ て い な い こ と か ら ， 1 ブ ロ ッ ク で 標 的 行 動 の 生 起 時 間 を 標

的 行 動 の 生 起 時 間 と 非 生 起 時 間 の 合 計 で 割 っ た 数 値 に 1 0 0 を 掛

け た 割 合 を 採 用 し た 。  
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次 に ， 学 習 単 位 に 基 づ い た 課 題 遂 行 速 度 を 求 め た 。 課 題 実 行

の 流 暢 性 は J h o n s o n  &  L a y n g （ 1 9 9 2 ） に 従 い ， 1 分 あ た り の 学

習 単 位 の 頻 度 を 流 暢 性 の 指 標 と し た 。 算 出 方 法 は ， 1 ブ ロ ッ ク

の 1 試 行 実 施 の 平 均 速 度 （ 秒 / 1 試 行 ） を 算 出 し ， 1 分 間 の 実 施

可 能 を 算 出 し た 。  

 

2 - 1 0 . 観 察 者 間 一 致 率 の 測 定  

 デ ー タ の 信 頼 性 を 補 強 す る た め に ， ト レ ー ナ ー と 参 加 児 の 標

的 行 動 に つ い て ，観 察 者 間 一 致 率（ I n t e r o b s e r v e r  A g r e e m e n t ）

を 測 定 し た 。 観 察 者 一 致 率 と は ， 同 一 の デ ー タ を 複 数 の 人 物 に

よ っ て 観 察 す る こ と で デ ー タ の 一 致 す る 割 合 を 算 出 し ， 収 集 さ

れ た デ ー タ の 信 頼 性 を 測 定 す る 手 続 き で あ る （ I w a t a ,  W a l l a c e ,  

K h a n g ,  L i n d b e r g ,  R o s c o e ,  C o n n e r s ,  H a n l e y ,  T h o m p s o n  &  

W o r s d e l l ,  2 0 0 0 ） 。 本 研 究 で は ， 実 験 に 参 加 し て い な か っ た A

大 学 大 学 院 に 在 籍 す る 大 学 院 生 2 名 と 実 験 者 の 計 3 名 に よ っ て

観 察 者 間 一 致 率 を 算 出 し た 。 観 察 者 間 一 致 率 は ， S a r o k o f f  &  

S t u r m e y （ 2 0 0 4 ） で 用 い ら れ た 手 続 き で 算 出 し た 。 初 め に ， 無

作 為 に 抽 出 し た 1 6 セ ッ シ ョ ン の ビ デ オ 記 録 に つ い て ，観 察 者 3

名 が“ ト レ ー ナ ー の 注 意 が 逸 れ て い た ／ 逸 れ て い な か っ た ”，“参

加 児 の 注 意 が 逸 れ て い た ／ 逸 れ て い な か っ た ” の 2 つ に 分 類 し

た 。 次 に ， 観 察 者 間 で 一 致 し た 項 目 数 を 総 項 目 数 で 割 り ， そ の

値 に 1 0 0 を 掛 け る こ と で ， 一 致 率 を 算 出 し た 。 結 果 ， 実 験 者 が

記 録 し た デ ー タ と の 観 察 者 間 一 致 率 は そ れ ぞ れ 9 0 . 8 ％ と

8 8 . 2 ％ で あ っ た 。  
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2 - 1 1 . 研 究 の 倫 理 的 配 慮 に つ い て  

 本 研 究 を 実 施 す る こ と に あ た り ， ト レ ー ナ ー お よ び 参 加 児 の

母 親 へ 研 究 の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 研 究 協 力 の 同 意 を 得

た 。イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 内 容 は ， i ）本 研 究 の 目 的 と 意

義 ， i i ） 研 究 か ら 得 ら れ る と 予 想 さ れ る 知 見 ， i i i ） 個 人 情 報 の

取 り 扱 い の 3 点 を 書 面 に て ト レ ー ナ ー と 対 象 児 の 母 親 に 提 供 し

た 。実 験 者 は ，以 上 3 点 の 内 容 つ い て ，口 頭 で の 説 明 を 加 え た 。

更 に ， 本 研 究 へ の 参 加 は 自 由 意 志 で あ る 事 ， 参 加 を 拒 否 し た こ

と で 本 人 ま た は 保 護 者 へ の 不 利 益 は 起 こ ら な い 事 を 口 頭 に て 説

明 を 行 っ た 。 す べ て の 内 容 を 伝 え た 後 ， ト レ ー ナ ー お よ び 母 親

か ら の 研 究 協 力 に つ い て 同 意 を 得 て か ら 研 究 を 開 始 し た 。  
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3 . 結 果  

 

タ ク ト 課 題 で の ト レ ー ナ ー と 参 加 児 の 行 動 変 容 の 推 移 に つ い て  

 タ ク ト 課 題 に お け る ト レ ー ニ ン グ の 効 果 と 参 加 児 の パ フ ォ ー

マ ン ス の 変 化 を 評 価 す る た め に ， ト レ ー ナ ー と 参 加 児 の 標 的 行

動 の 推 移 を 図 5 - 9 に 示 し た 。



 - 149 - 

 

 

0

10

20

30

40

50

50

60

70

80

90

100

参加児

トレーナーA

0

10

20

30

40

50

50

60

70

80

90

100

参加児

トレーナーB

訓
練
１

訓
練
１

0

10

20

30

40

50

50

60

70

80

90

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

参加児

トレーナーC

訓
練
１

訓
練
１

ベースライン期 Post訓練 1期 Post訓練 2期

訓
練
２

訓
練
２

訓
練
２

セッション数（回）  

参
加
児
の
適
切
な
注
視
時
間
の
割
合
（
％
） 

図 5-9 タクト課題における各トレーナーと参加児パフォーマンス  

参
加
児
以
外
へ
の
注
視
時
間
（
秒
） 



 - 150 - 

 X 軸 に セ ッ シ ョ ン 回 数 を ， Y 軸 に ト レ ー ナ ー の 参 加 児 以 外 へ

の 注 視 秒 数 と ，参 加 児 の 課 題 中 の 適 切 な 注 視 時 間 の 割 合 を 取 り ，

そ れ ぞ れ ベ ー ス ラ イ ン 期 ， P o s t 訓 練 1 期 ， P o s t 訓 練 2 期 の 順

に 時 系 列 に 沿 っ て 変 化 を 示 し た 。 そ し て ， 実 線 で ト レ ー ナ ー の

標 的 行 動 を ， 破 線 で 対 象 児 の 標 的 行 動 を 表 し た 。  

 ト レ ー ナ ー の 標 的 行 動 の 推 移 を 概 観 す る と ， ベ ー ス ラ イ ン 期

で は ， ト レ ー ナ ー A ： 1 2 . 5 秒 ， ト レ ー ナ ー B ： 3 0 . 3 秒 ， ト レ ー

ナ ー C ： 2 7 . 5 秒 と い っ た 高 い 数 値 で あ っ た が ， 訓 練 1 ， 訓 練 2

の 導 入 に 従 い 減 少 し て い っ た 。 そ し て ， p o s t 訓 練 2 期 の 最 終 セ

ッ シ ョ ン で は ， す べ て の ト レ ー ナ ー で 標 的 行 動 の 出 現 時 間 が 0

秒 の 水 準 ま で 低 下 し た 。 各 条 件 で の 変 化 を 見 る と ， p o s t 訓 練 1

期 で は 標 的 行 動 の 顕 著 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た が ， p o s t 訓 練 2

期 に 入 る と 大 き く 減 少 し ， 2 セ ッ シ ョ ン 目 に お い て ， す べ て の

ト レ ー ナ ー で 0 ％ の 水 準 ま で 低 下 し た 。  

対 象 児 の 標 的 行 動 の 変 化 を 見 る と ， ベ ー ス ラ イ ン 期 に お い て

も 高 い 水 準 で は あ っ た が ， ト レ ー ナ ー の 標 的 行 動 が 減 少 す る の

に 伴 っ て 参 加 児 の 適 切 な 注 視 時 間 は 増 加 傾 向 を 示 し て お り ，  

p o s t 訓 練 2 期 で は ， ほ ぼ 1 0 0 ％ の 水 準 ま で 増 加 し た 。 各 条 件 で

の 変 化 を 精 見 す る と ，p o s t 訓 練 1 期 で は 標 的 行 動 の 大 き な 増 加

は 見 ら れ な か っ た が ， p o s t 訓 練 2 期 に 入 る と ， す べ て の ト レ ー

ナ ー デ ー タ に お い て 対 象 児 の 標 的 行 動 が 大 き く 増 加 し た 。  

 

マ ッ チ ン グ 課 題 に お け る ト レ ー ナ ー と 対 象 児 の 行 動 変 容 の 推

移 に つ い て  

 次 に ， マ ッ チ ン グ 課 題 に お け る ト レ ー ニ ン グ の 効 果 と 参 加
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児 の パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 を 評 価 す る た め に ， ト レ ー ナ ー と 参

加 児 の 標 的 行 動 の 推 移 を 図 5 - 1 0 に 示 し た 。
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 タ ク ト 課 題 と 同 様 に ， X 軸 に セ ッ シ ョ ン 回 数 を ， Y 軸 に ト レ

ー ナ ー の 参 加 児 以 外 へ の 注 視 秒 数 と ， 参 加 児 の 課 題 中 の 適 切 な

注 視 時 間 の 割 合 を 取 り ，そ れ ぞ れ ベ ー ス ラ イ ン 期 ， P o s t 訓 練 期

1 ，P o s t 訓 練 期 2 の 順 に 時 系 列 に 沿 っ て 変 化 を 示 し た 。そ し て ，

実 線 で ト レ ー ナ ー の 標 的 行 動 を ， 破 線 で 対 象 児 の 標 的 行 動 を 表

し た 。  

ト レ ー ナ ー の 標 的 行 動 の 推 移 を 概 観 す る と ， ベ ー ス ラ イ ン 期

で は ， ト レ ー ナ ー A ： 2 9 . 4 秒 ， ト レ ー ナ ー B ： 3 0 . 3 秒 ， ト レ ー

ナ ー C ： 3 5 . 0 秒 と い っ た 高 い 数 値 で あ っ た が ， 訓 練 1 ， 訓 練 2

の 導 入 に 従 い ， 漸 進 的 に 減 少 し て い っ た 。 そ し て ， p o s t 訓 練 2

期 の 最 終 セ ッ シ ョ ン で は ， ト レ ー ナ ー B ， ト レ ー ナ ー C に お い

て ， 標 的 行 動 の 出 現 時 間 が 0 秒 の 水 準 ま で 低 下 し た が ， ト レ ー

ナ ー A の 標 的 行 動 は ， す べ て の セ ッ シ ョ ン に お い て 0 秒 ま で の

低 下 が 見 ら れ な か っ た 。 し か し ， p o s t 訓 練 2 期 で は ， ト レ ー ナ

ー C も 標 的 行 動 生 起 時 間 の 合 計 が 1 . 7 秒 と い う 低 い 水 準 ま で 低

下 を 示 し た 。 各 条 件 で の 変 化 を 見 る と ， p o s t 訓 練 1 期 で は 標 的

行 動 の は っ き り と し た 減 少 は 見 ら れ ず ， 特 に ト レ ー ナ ー C で は

標 的 行 動 の 顕 著 な 増 加 が 見 ら れ た 。 し か し ， p o s t 訓 練 2 期 に 入

る と 標 的 行 動 は 大 き く 減 少 を 示 し た 。  

対 象 児 の 標 的 行 動 の 変 化 を 見 る と ， ベ ー ス ラ イ ン 期 で は 平 均

7 1 . 5 % 程 度 の 水 準 で 推 移 し て い た が ， ト レ ー ナ ー の 標 的 行 動 が

減 少 す る の に 伴 っ て 参 加 児 の 適 切 な 注 視 時 間 は 増 加 傾 向 を 示 し

て い た 。 そ し て ， p o s t 訓 練 2 期 で は ， 全 ト レ ー ナ ー に 対 し て

1 0 0 ％ の 水 準 ま で 上 昇 し た 。各 条 件 で の 変 化 を 精 見 す る と ，p o s t

訓 練 1 期 で は ト レ ー ナ ー C に 対 し て の 標 的 行 動 以 外 は 大 き な 改
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善 を 示 し て い た 。 P o s t 訓 練 2 期 に 進 む と ， ト レ ー ナ ー C に 対 し

て の 標 的 行 動 も 大 き な 増 加 を 示 し ， す べ て の ト レ ー ナ ー デ ー タ

に お い て 1 0 0 ％ ま で 増 加 を 示 し た 。  

 

ト レ ー ナ ー の 流 暢 性 の 変 化 に つ い て  

各 訓 練 期 が ト レ ー ナ ー の 流 暢 性 に 与 え る 影 響 を 明 ら か に す る

た め に ， 各 ト レ ー ナ ー の タ ク ト 課 題 ， マ ッ チ ン グ 課 題 に お け る

課 題 実 行 の 流 暢 性 の 推 移 を 図 5 - 1 1 に 示 し た 。
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図 5-11 各トレーナーの流暢性の推移  
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X 軸 に セ ッ シ ョ ン 回 数 を ，Y 軸 に 1 分 あ た り の 試 行 数 を 取 り ，

そ れ ぞ れ ベ ー ス ラ イ ン 期 ， P o s t 訓 練 期 1 ，P o s t 訓 練 期 2 の 順 に

時 系 列 に 沿 っ て 変 化 を 示 し た 。 そ し て ， 実 線 で マ ッ チ ン グ 課 題

に お け る 推 移 を ， 破 線 で タ ク ト 課 題 に お け る 推 移 を 表 し た 。  

各 課 題 に お け る 1 分 あ た り の 課 題 実 行 可 能 数 は ， 全 体 を 概 観

す る と ，p o s t 訓 練 1 期 ，p o s t 訓 練 2 期 と 段 階 を 追 う ご と に 全 体

的 な 増 加 傾 向 を 示 し た 。 各 条 件 の パ フ ォ ー マ ン ス に つ い て 比 較

す る と ， p o s t 訓 練 1 期 で は ， ト レ ー ナ ー A の マ ッ チ ン グ 課 題 ，

ト レ ー ナ ー B の タ ク ト 課 題 ， ト レ ー ナ ー C の タ ク ト 課 題 に つ い

て 1 分 あ た り の 試 行 数 に 顕 著 な 増 加 が 見 ら れ た が ， そ の 他 の ト

レ ー ナ ー に は ， ベ ー ス ラ イ ン 期 の パ フ ォ ー マ ン ス を 上 回 る よ う

な は っ き り と し た 増 加 は 見 ら れ な か っ た 。 更 に ， ト レ ー ナ ー C

の マ ッ チ ン グ 課 題 で は ，1 分 あ た り の 試 行 数 に 減 少 が 見 ら れ た 。

し か し ， ト レ ー ナ ー 標 的 行 動 の 推 移 と 同 様 に ， p o s t 訓 練 2 期 に

は す べ て の ト レ ー ナ ー の 1 分 あ た り の 課 題 実 行 数 に 大 き な 改 善

が 見 ら れ た 。  

 

各 図 間 の 関 連 性 と 比 較  

 ト レ ー ナ ー の パ フ ォ ー マ ン ス と 流 暢 性 の 関 係 を 見 る た め に ，

ト レ ー ナ ー の 各 課 題 に お け る パ フ ォ ー マ ン ス を 示 し た 図

5 - 4 , 5 - 5 と ，課 題 の 流 暢 性 に つ い て 示 し た 図 5 - 6 を 比 較 し た 。課

題 の パ フ ォ ー マ ン ス と 流 暢 性 に つ い て 概 観 す る と ， ト レ ー ナ ー

の 標 的 行 動 が 減 少 す る こ と に 伴 っ て 流 暢 性 は ， お お よ そ 減 少 傾

向 を 示 し て い た 。 し か し ， p o s t 訓 練 1 期 に お い て 標 的 行 動 が は
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っ き り と し た 増 加 を 示 し た ト レ ー ナ ー C の マ ッ チ ン グ 課 題 の デ

ー タ を 見 る と ，参 加 児 以 外 へ の 注 視 行 動 時 間 の 増 加 に 合 わ せ て ，

1 分 あ た り の 試 行 数 が 顕 著 に 低 下 し て い た 。  

次 に ， 訓 練 前 に お け る ト レ ー ナ ー 間 の ス キ ル の 差 と 標 的 行 動

の パ フ ォ ー マ ン ス の 推 移 を 見 る た め に ， ト レ ー ナ ー 間 の 標 的 行

動 の パ フ ォ ー マ ン ス を 比 較 し た 。 ベ ー ス ラ イ ン 期 で は タ ク ト 課

題 で ト レ ー ナ ー A ： 平 均 9 . 6 秒 ， ト レ ー ナ ー B ： 平 均 1 2 . 4 秒 ，

ト レ ー ナ ー C：平 均 1 8 . 9 秒 ，マ ッ チ ン グ 課 題 で は ト レ ー ナ ー A ：

平 均 2 2 . 7 秒 ， ト レ ー ナ ー B： 平 均 2 1 . 5 秒 ， ト レ ー ナ ー C： 平 均

2 8 . 6 秒 な ど ト レ ー ナ ー 間 に パ フ ォ ー マ ン ス の 差 が 見 ら れ た 。更

に ， ト レ ー ナ ー A ， ト レ ー ナ ー B で は ， 訓 練 1 の マ ニ ュ ア ル 導

入 後 に あ る 程 度 の 標 的 行 動 の 低 下 が 見 ら れ た が ， ト レ ー ナ ー C

の タ ク ト 課 題 で は 変 化 が ほ と ん ど 認 め ら れ ず ， ト レ ー バ ー C の

マ ッ チ ン グ 課 題 で は 標 的 行 動 の 増 加 が 見 ら れ た 。 し か し 訓 練 2

期 に 進 む と ， す べ て の ト レ ー ナ ー の 標 的 行 動 に 大 き な 減 少 が 見

ら れ た 。
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4 . 考 察  

 

ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ の 臨 床 的 効 果 に つ い て  

本 研 究 で は ， 発 達 障 害 児 に 対 し て 支 援 経 験 の な い 初 心 指 導 者

の 課 題 実 行 中 に 対 象 児 以 外 の 対 象 に 向 け ら れ る 注 視 行 動 の 低 減

を 目 的 と し て ， マ ニ ュ ア ル の 読 み 合 わ せ ， ビ デ オ パ フ ォ ー マ ン

ス フ ィ ー ド バ ッ ク ， ビ デ オ モ デ リ ン グ に よ る ス タ ッ フ ト レ ー ニ

ン グ を 実 行 し た 。 そ の 結 果 ， 訓 練 終 了 時 に は ， タ ク ト 課 題 ， マ

ッ チ ン グ 課 題 の 両 課 題 に お い て ， 対 象 児 以 外 へ の 注 視 行 動 が 顕

著 に 低 下 し た 。 更 に ， 注 視 行 動 が 低 減 し た こ と か ら ， ト レ ー ナ

ー の 対 象 児 を 注 視 す る 注 視 行 動 （ 以 下 ， 適 切 な 注 意 行 動 ） の 増

加 が 示 唆 さ れ ， 指 導 中 に 参 加 児 の 状 態 に つ い て ， 正 し く 視 線 を

向 け る こ と が で き る よ う に な っ た と 考 え ら れ る 。 こ の 効 果 は ，

タ ク ト 課 題 よ り も 手 続 き や 使 用 す る 教 材 が 煩 雑 で 適 切 な 実 行 が

難 し い マ ッ チ ン グ 課 題 に お い て も ， タ ク ト 課 題 と 同 様 の 改 善 が

見 ら れ る な ど ， ト レ ー ナ ー に よ る 課 題 実 行 の 難 度 の 相 違 に 影 響

さ れ る こ と な く 見 ら れ た 。 対 象 児 以 外 へ の 注 視 行 動 の 低 下 か ら

適 切 な 注 視 行 動 が 増 加 し た こ と を 裏 付 け る よ う に ， 訓 練 に よ っ

て ト レ ー ナ ー の 注 視 行 動 が 低 下 す る こ と に 合 わ せ て ， 参 加 児 の

適 切 な 対 象 へ の 注 視 時 間 が 増 加 し て い っ た 。 更 に ， 課 題 実 行 に

お け る 流 暢 性 も 増 加 し た こ と か ら ， 学 習 効 率 の 増 加 （ G r e e r ,  

1 9 9 4 ） お よ び ， 効 率 的 な 臨 床 サ ー ビ ス の 提 供 が 可 能 に な っ た と

考 え る 。  

以 上 に 挙 げ た ， ト レ ー ナ ー の 適 切 な 注 視 行 動 の 増 加 ・ 流 暢 性
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の 改 善 ， 参 加 児 の 適 切 な 注 視 行 動 の 増 加 か ら ， 本 研 究 の ス タ ッ

フ ト レ ー ニ ン グ の 効 果 が ト レ ー ナ ー に と っ て の 技 能 向 上 に 寄 与

し た だ け で な く ， 参 加 児 の 不 適 切 行 動 を 低 下 さ せ ， 適 切 な 行 動

の 増 加 を 引 き 起 こ す な ど の 臨 床 的 な 効 果 が あ っ た と 考 え ら れ る 。 

 

訓 練 フ ェ イ ズ 間 ， ト レ ー ナ ー 間 に お け る 標 的 行 動 の 変 化  

結 果 で 示 し た よ う に 訓 練 フ ェ イ ズ 間 で の 訓 練 効 果 を 比 較 す

る と ， 訓 練 1 に お け る マ ニ ュ ア ル 導 入 に よ っ て ， 標 的 行 動 ・ 課

題 の 流 暢 性 に 顕 著 な 改 善 は 見 ら れ な か っ た が ， 訓 練 2 で あ る パ

フ ォ ー マ ン ス フ ィ ー ド バ ッ ク と モ デ リ ン グ 学 習 に よ り 改 善 が 見

ら れ る よ う に な っ た 。 こ の こ と よ り ， マ ニ ュ ア ル の 行 動 改 善 効

果 が ビ デ オ パ フ ォ ー マ ン ス フ ィ ー ド バ ッ ク と ビ デ オ モ デ リ ン グ

よ り も 低 い こ と が 示 唆 さ れ た 。こ の 示 唆 は ，K o e g e l  e t  a l .（ 1 9 9 7 ）

や F a z z i o （ 2 0 0 8 ）， 新 井 ・ 幸 田 ・ 志 賀 ・ 古 屋 （ 1 9 8 7 ） の 先 行 研

究 で の 示 唆 と 類 似 し て い る 。 し か し な が ら ， マ ニ ュ ア ル に よ っ

て ビ デ オ パ フ ォ ー マ ン ス フ ィ ー ド バ ッ ク と ビ デ オ モ デ リ ン グ の

効 果 が 強 め ら れ た 可 能 性 に つ い て は ， 実 験 デ ザ イ ン の 限 界 か ら

否 定 で き な い 。 こ の 点 に つ い て は ， 今 後 訓 練 条 件 や 実 験 デ ザ イ

ン を 適 切 に 調 整 し た 追 試 を 行 う 必 要 が あ る 。  

次 に ， 各 ト レ ー ナ ー 間 の パ フ ォ ー マ ン ス の 比 較 を 行 う と ， マ

ニ ュ ア ル に よ っ て パ フ ォ ー マ ン ス ， 流 暢 性 の 低 下 し た ト レ ー ナ

ー が 3 名 中 1 名 存 在 し て い た 。 訓 練 1 で パ フ ォ ー マ ン ス が 低 下

し た ト レ ー ナ ー C に つ い て ， 各 ト レ ー ナ ー に お け る ベ ー ス ラ イ

ン 期 の パ フ ォ ー マ ン ス を 比 較 す る と ， 3 名 中 で 最 も 低 い 水 準 で

あ っ た 。 同 じ 指 導 初 心 者 で は あ っ た が ， 研 究 開 始 時 の 臨 床 に 関
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す る 技 術 （ プ レ ス キ ル ） に 差 が あ っ た こ と が 分 か る 。 本 研 究 に

参 加 し た ト レ ー ナ ー の 総 数 が 3 名 と 少 な い こ と か ら ， プ レ ス キ

ル が あ る 水 準 よ り 低 い こ と に よ っ て ， マ ニ ュ ア ル の 効 果 が ネ ガ

テ ィ ブ な も の に な る と は 言 い 切 れ な い 。 し か し ， マ ニ ュ ア ル に

よ っ て パ フ ォ ー マ ン ス が 低 下 す る ト レ ー ナ ー が い た こ と に は 大

き な 意 味 が あ る と 考 え る 。 つ ま り ， 該 当 す る ト レ ー ナ ー の 流 暢

性 が p o s t 訓 練 1 期 で 低 下 し て い る こ と か ら 分 か る よ う に ，マ ニ

ュ ア ル に 記 述 さ れ た 手 続 き 通 り に 実 行 す る こ と を 目 的 と し て し

ま っ た た め に ， マ ニ ュ ア ル が ト レ ー ナ ー の 自 発 的 な 行 動 を 抑 制

し て し ま っ た と 考 え る 。 こ の 仮 説 は 上 で 述 べ た F a z z i o （ 2 0 0 8 ）

の “ マ ニ ュ ア ル は ト レ ー ナ ー の 行 動 変 容 に 若 干 の 寄 与 を 示 す ”

と い う 指 摘 と は 矛 盾 す る 結 果 と な っ た 。 こ の 点 で 考 え ら れ る 要

因 は ， 被 験 者 の 指 導 経 験 の 違 い で あ る 。 F a z z i o（ 2 0 0 8 ） で は 訓

練 を 受 け る 直 接 支 援 者 が 特 別 支 援 学 校 で 半 年 ～ 1 年 の 指 導 経 験

を 有 し て お り ， 本 研 究 の 直 接 支 援 者 で あ る 全 く 指 導 経 験 を 有 し

て い な い 指 導 初 心 者 と は 等 質 な 被 験 者 で な い と 考 え る 。

L e b l a n c ,  R i c c i a r d i  &  L u i s e l l i （ 2 0 0 5 ） に お い て ， 訓 練 前 の ト

レ ー ナ ー の パ フ ォ ー マ ン ス の 差 が ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ の 効 果

性 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る よ う に ， 本 研 究 で も

指 導 経 験 の 有 無 か ら パ フ ォ ー マ ン ス の 相 違 が 見 ら れ た と 考 え ら

れ る 。  

マ ニ ュ ア ル が 自 発 行 動 の 生 起 頻 度 を 抑 制 し た こ と に 直 接 言

及 す る デ ー タ は 今 回 の 研 究 で は 得 ら れ て い な い が ， マ ニ ュ ア ル

導 入 後 の 初 回 セ ッ シ ョ ン で ， や る べ き こ と に つ い て 考 え 込 ん で

し ま い 戸 惑 う 様 子 や ， 試 行 開 始 前 に “ 何 か ら や れ ば よ か っ た で
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す か ？ ” と 実 験 者 に 問 い か け る と い っ た エ ピ ソ ー ド も 見 ら れ ，

マ ニ ュ ア ル に 書 か れ て い る 内 容 を 実 行 し よ う と し て ， か え っ て

流 暢 性 の 低 い ぎ こ ち な い 課 題 実 行 や ， 不 適 切 な 注 視 行 動 が 増 え

て し ま っ た こ と を 示 唆 す る 場 面 が 見 ら れ た 。 こ の よ う に ， 同 一

の 手 続 で あ っ て も ， 対 象 と な る 人 物 の プ レ ス キ ル に よ り 指 導 行

動 の 改 善 に ポ ジ テ ィ ブ で は な く ， ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 を 与 え て し

ま う と い う 危 険 性 か ら ， ト レ ー ナ ー に 対 し て の ア セ ス メ ン ト の

重 要 性 が 示 唆 さ れ る で あ ろ う 。 間 接 支 援 の ク ラ イ ア ン ト に 対 し

て の ア セ ス メ ン ト は 多 く の 研 究 に お い て 行 わ れ ， そ の 重 要 性 が

検 討 さ れ て い る （ K o e g e l  e t  a l . ,  1 9 7 7 ;  I w a t a  e t  a l . ,  2 0 0 0 ;  

W a l l a c e  e t  a l . ,  2 0 0 4 ;  M o o e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  M a y f i e l d  &  V o l l m e r ,  

2 0 0 7 ） が ， ト レ ー ナ ー 自 身 へ の ア セ ス メ ン ト は ほ と ん ど 行 わ れ

て い な い 。ト レ ー ナ ー に 対 す る ア セ ス メ ン ト の 重 要 性 に つ い て ，

加 藤 ・ 佐 竹 （ 1 9 9 2 ） で も “ 初 心 者 の 教 授 行 動 を 分 析 し ， 訓 練 す

べ き 内 容 を 把 握 す る 必 要 が あ る ” と 言 及 さ れ て い る よ う に ， 今

後 更 に 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  
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第 3 部  結 論  
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1 . ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き  

 

1 - 1 . 本 稿 に お け る ビ デ オ モ デ リ ン グ 続 き の 概 要  

 本 研 究 研 で 行 っ た ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き か ら 得 ら れ た 知 見

を ま と め る と ， 主 に 以 下 の 2 点 で あ っ た ： ① ビ デ オ モ デ リ ン グ

が 知 的 な 障 害 や 自 閉 傾 向 に 関 わ ら ず ， 新 規 行 動 の 獲 得 に 寄 与 し

た ， ② 複 数 の 行 動 か ら 構 成 さ れ る 一 連 の 行 動 連 鎖 を 促 進 す る ，

① ビ デ オ モ デ リ ン グ が 知 的 な 障 害 や 自 閉 傾 向 に 関 わ ら ず ， 新 規

行 動 の 獲 得 に 寄 与 し た 点 は ， C h a r l o p - C h r i s t y ら （ 2 0 0 0 ） な ど

の 近 年 の 先 行 研 究 の 報 告 を 支 持 す る 内 容 で あ っ た 。 ② 複 数 の 行

動 か ら 構 成 さ れ る 一 連 の 行 動 連 鎖 を 促 進 す る 点 と い う 点 は ， 高

度 な 行 動 の 獲 得 に 寄 与 す る と い う 報 告 は 成 さ れ て い る が ，『 行 動

連 鎖 の 促 進 』 と い っ た 内 容 に は 言 及 さ れ て お ら ず ， 行 動 連 鎖 の

促 進 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ し た の か に つ い て 考 察 を 行 う こ と

は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き の 有 用 性 を 探 る 上 で 重 要 で あ る と

考 え る 。  

 

1 - 2 .三 項 随 伴 性 か ら の 理 解  

本 研 究 で 示 唆 さ れ た ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き 効 果 の 中 で も ，

行 動 連 鎖 の 促 進 効 果 に つ い て 行 動 分 析 の 観 点 で あ る 三 項 随 伴 性

か ら 分 析 を 行 っ た 。 本 研 究 開 始 当 時 の 参 加 児 の 余 暇 活 動 ス キ ル

（ カ ー ド ゲ ー ム ス キ ル ） を 図 6 - 1 に 示 し た 。   
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図 6 - 1 研 究 開 始 時 の 行 動 お よ び 随 伴 性  

  

カードを提示	

A1	


カードを受け取る	


B1	


手元にカード	


C1	/	A2	


同じマークを選ん
で捨てる	


B2	


ペアカードがなく
なる	


C2	/	A3	


相手にカードを向
ける	


B3	


カードを取られる	


C3	
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 図 6 - 1 で 示 し た よ う に ， 参 加 児 は 研 究 １ 当 初 に カ ー ド ゲ ー ム

を 実 行 す る た め に 必 要 な １ つ １ つ の 行 動 （ た と え ば ， バ バ 抜 き

で は “ カ ー ド を 受 け 取 る ”，“ カ ー ド の 同 じ マ ー ク を 選 ん で 捨 て

る ” な ど ） も 未 獲 得 の 状 態 で あ っ た 。 そ の た め ， 一 連 の 行 動 を

獲 得 す る た め ， 課 題 分 析 に よ り ス モ ー ル ス テ ッ プ に 標 的 行 動 を

分 解 し た 。 そ し て ， 標 的 行 動 を 身 に つ け る た め に ， 写 真 と 文 章

か ら 成 る マ ニ ュ ア ル に よ っ て 訓 練 を 行 っ た 。 次 に マ ニ ュ ア ル 訓

練 後 の 標 的 行 動 の 随 伴 性 の 状 況 を 図 6 - 2 に 示 し た 。   
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図 6 - 2  マ ニ ュ ア ル 訓 練 後 の 行 動 お よ び 随 伴 性  

  

カードを提示	

A1	


カードを受け取る	


B1	


手元にカード	


C1	


同じマークを選ん
で捨てる	


B2	


ペアカードがなく
なる	


C2	


相手にカードを向
ける	


B3	


カードを取られる	


C3	


「次はなんだっ
け？」	
の声かけ	

A2	


「次はなんだっ
け？」	
の声かけ	

A3	
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 図 6 - 2 で は ，マ ニ ュ ア ル に よ っ て ，“ カ ー ド を 受 け 取 る ”，“ 同

じ マ ー ク を 選 ん で 捨 て る ”，“ 相 手 に カ ー ド を 向 け る ” な ど 一 連

の 行 動 連 鎖 を 構 成 す る 各 行 動 が 獲 得 さ れ て い る 状 態 で あ る 。 し

か し な が ら ， 行 動 の 後 続 事 象 が 次 の 行 動 の 弁 別 刺 激 と し て 機 能

化 さ れ て お ら ず ， 行 動 連 鎖 を 引 き 起 こ す た め に は 外 部 か ら の プ

ロ ン プ ト が 必 要 で あ っ た （ 図 6 - 2 で は A 2 お よ び A 3「 次 は な ん

だ っ け ？ 」）。 こ の た め カ ー ド ゲ ー ム を 行 う 場 合 ， 行 動 の 合 間 で

ス タ ッ フ か ら の 声 か け が な け れ ば 適 切 な 行 動 が 生 起 せ ず ， 実 際

の 余 暇 活 動 で の 適 切 な 行 動 と し て 獲 得 さ れ て い な か っ た と 考 え

る 。 そ し て 最 後 に ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き に よ る 訓 練 を 実 行 し

た 後 の 参 加 児 の 随 伴 性 を 図 6 - 3 に 示 し た 。   
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図 6 - 3  ビ デ オ モ デ リ ン グ 導 入 後 の 行 動 随 伴 性  

  

カードを提示	

A1	


カードを受け取る	


B1	


手元にカード	


C1	/	A2	


同じマークを選ん
で捨てる	


B2	


ペアカードがなく
なる	


C2	/	A3	


相手にカードを向
ける	


B3	


カードを取られる	


C3	
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 研 究 1 に お い て ， マ ニ ュ ア ル 手 続 き の み で は プ ロ ン プ ト お よ

び デ ィ レ イ が 必 要 で あ っ た 各 行 動 間 の 連 鎖 が ， ビ デ オ モ デ リ ン

グ 手 続 き の 導 入 に よ り ， プ ロ ン プ ト な ど の 補 助 的 な 手 続 き が な

く と も 一 連 の 行 動 連 鎖 と し て 生 起 す る こ と が 認 め ら れ た 。 図

6 - 3 で 示 し た よ う に ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き に よ り 後 続 事 象

が 先 行 事 象 と し て 機 能 化 し た と 考 え ら れ る 。 そ の 結 果 ， 所 謂 流

暢 性 と し て 定 義 さ れ る 行 動 の 遂 行 時 間 の 大 幅 な 低 下 が 認 め ら れ

た 。 ビ デ オ モ デ リ ン グ に よ る 流 暢 性 の 向 上 は ， 研 究 5 で 扱 っ た

ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ で も 確 認 さ れ て お り ， ビ デ オ モ デ リ ン グ

に よ る 流 暢 性 の 向 上 が ， 自 閉 性 障 害 特 有 の 現 象 で は な く ， 発 達

上 の 躓 き を 持 た な い 定 型 発 達 児 者 に も 認 め ら れ る と 結 論 付 け ら

れ る 。 よ っ て ， ビ デ オ モ デ リ ン グ の 有 用 性 は 障 害 児 教 育 の 文 脈

だ け で な く ， あ る 種 の 高 度 な 行 動 を 求 め ら れ る よ う な 専 門 性 の

獲 得 を 目 指 す ス タ ッ フ ト レ ー ニ ン グ ， パ フ ォ ー マ ン ス マ ネ ー ジ

メ ン ト の 文 脈 に も 応 用 さ れ る 応 用 可 能 性 の 高 い 手 続 き で あ る と

結 論 付 け る こ と が で き る 。 ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き は ， 観 察 学

習 に 必 要 と 成 る 情 報 を 全 く 同 じ 刺 激 と し て 繰 り 返 し 提 示 で き る

こ と ， 場 面 を V T R と し て 切 り 取 る こ と で ， 重 要 な ポ イ ン ト の み

を 伝 え る こ と が で き る た め ， 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 児 者 の も

つ ， 抽 象 性 の 弱 さ や ， 刺 激 量 の 多 い 環 境 の 苦 手 さ ， 重 要 性 の 検

出 の 難 し さ と い っ た 認 知 特 性 を 補 償 す る 手 続 き で あ る と 言 え る

だ ろ う 。  

 

1 - 3 . 臨 床 的 展 望  

 1 - 2 の 文 末 で 述 べ た よ う に ， ビ デ オ モ デ リ ン グ に は 行 動 連 鎖
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間 の 流 暢 性 の 改 善 に 寄 与 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 流 暢 性 を 扱 っ

た B i n d e r  （ 1 9 9 6 ） の 研 究 で は ， 流 暢 性 の 向 上 に は ， ① 妨 害 刺

激 が あ る 中 で も 課 題 へ の 注 意 を 持 続 で き る よ う に な る こ と ， ②

獲 得 し た ス キ ル や 情 報 に つ い て の 保 持・記 憶 が 促 進 さ れ る こ と ，

③ 獲 得 し た ス キ ル や 情 報 を 他 の 場 面 で も 応 用 可 能 に な る こ と を

示 し て い る 。 以 上 よ り ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き は ， 行 動 連 鎖

か ら 成 る 複 雑 な 行 動 ， 日 常 で 反 復 的 に 使 用 す る 必 要 の あ る 行 動

な ど の 獲 得 に 適 応 可 能 で あ ろ う 。 先 行 研 究 で は ， 知 的 な 障 害 を

伴 う 自 閉 性 障 害 や ， 自 閉 傾 向 の 強 い 児 童 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ス キ ル の 改 善 な ど に 多 く の 報 告 が 成 さ れ て い る 。 し か し ， そ れ

だ け で は な く ， 発 揮 す る た め に 流 暢 性 の 向 上 が 必 要 な 行 動 （ 職

業 訓 練 や ス ポ ー ツ ） な ど に 適 用 す る こ と で ， よ り 一 層 の 援 助 領

域 の 拡 大 が 見 込 ま れ る と 推 察 さ れ る 。  

 

2 . ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き  

 

2 - 1 . 本 稿 に お け る ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の 概 要  

 本 研 究 に お け る ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 適 用 対 象 と 行 動 に つ

い て 表 6 - 1 に ま と め た 。   
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表 6 - 1  ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 研 究 の 概 説  

 

 

  

対象 標的行動 適用形態

研究２ 重篤な知的障害を抱えた自
閉性障害児１名

不適切な関わり行動
（体を触る）

個別フィードバック

研究３ アスペルガー障害児１名
学校での活動報告における

妨害行動
個別フィードバック

研究４
軽度知的障害を抱えた自閉

性障害児3名
ディスカッション場面での

不適切行動
集団フィードバック
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 表 6 - 1 を 見 る と ， 様 々 な 対 象 ， 行 動 問 題 ， 適 用 形 態 を 横 断 し

て 大 き な 改 善 効 果 が 認 め ら れ た 。こ の 改 善 効 果 を 詳 し く 見 る と ，

知 的 障 害 の 有 無 に 関 し て は ，I Q が 測 定 不 能 で あ る よ う な 重 篤 な

知 的 障 害 を 持 つ 自 閉 性 障 害 児 か ら ， 全 検 査 I Q が 1 0 0 を 越 え る

高 機 能 の ア ス ペ ル ガ ー 障 害 児 ま で ， 共 通 し た 顕 著 な 行 動 変 容 が

見 ら れ た 。 行 動 問 題 に つ い て は ， 会 話 や 遊 び な ど の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 場 面 に お け る 不 適 説 行 動 の 修 正 で 顕 著 な 効 果 が 報 告 さ

れ た 。 特 筆 す べ き は ， ど の 問 題 行 動 に お い て も ， 言 語 で の 注 意

や 叱 責 で は 全 く の 改 善 を 見 せ な い 行 動 や ， 行 動 修 正 の 要 求 を 受

け た こ と が 逆 に 生 起 頻 度 を 高 め る よ う な 他 者 か ら の 関 わ り に よ

っ て 維 持 さ れ て い る 行 動 で あ っ て も ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク が

導 入 さ れ る と 即 時 に 大 き な 改 善 効 果 が 観 察 さ れ た 点 で あ ろ う 。

適 応 形 態 に つ い て ， 研 究 2 ， 3 お よ び 5 で は 対 象 と な っ た 個 人

の パ フ ォ ー マ ン ス に 焦 点 を 当 て て ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク が 行 わ

れ た 。 そ れ と は 異 な り ， 研 究 4 で は 小 集 団 場 面 で の パ フ ォ ー マ

ン ス に つ い て ， そ の 小 集 団 を 構 成 す る 対 象 全 員 で ビ デ オ フ ィ ー

ド バ ッ ク を 実 施 し た 。 も ち ろ ん 細 か な 部 分 で は 相 違 が 見 ら れ た

が ， す べ て の 研 究 で 十 分 な 介 入 効 果 が 認 め ら れ た 。  

 以 上 で 報 告 し た ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 研 究 よ り 推 察 さ れ る 効

果 を ま と め る と ， ① セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 困 難 な 知 的 障 害 を 抱

え る 児 童 に も 適 用 可 能 で あ る こ と ， ② 行 動 修 正 へ の 嫌 悪 情 緒 反

応 に よ っ て 強 固 に 維 持 さ れ た 行 動 が 比 較 的 簡 便 に 修 正 可 能 と な

る こ と ， ③ 小 集 団 に 適 用 可 能 な こ と の 3 点 で あ っ た と 結 論 付 け

る 。  
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2 - 2 . 三 項 随 伴 性 か ら の 分 析 と 理 解  

 本 研 究 で 示 唆 さ れ た 3 点 の 効 果 の 中 で ， ① セ ル フ モ ニ タ リ ン

グ の 困 難 な 知 的 障 害 を 抱 え る 児 童 に も 適 用 可 能 で あ る こ と ， ②

他 者 か ら の 反 応 に よ り 強 固 に 維 持 さ れ て い る 行 動 が 比 較 的 簡 便

に 修 正 可 能 と な る こ と に つ い て ， 各 研 究 で の 臨 床 的 効 果 を 踏 ま

え 本 稿 の 序 論 で 述 べ た ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 三 項 随 伴 性 モ デ

ル に 当 て は め た ， 構 築 し た モ デ ル の 妥 当 性 に つ い て 検 討 す る 。  

 ま ず ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 困 難 な 知 的 障 害 を 抱 え る 児 童 に

も 十 分 な 行 動 変 容 が 認 め ら れ た 研 究 2 , 4 に つ い て 分 析 を 試 み た 。

序 章 で 説 明 し た よ う に ， 知 的 障 害 児 者 は 認 知 機 能 の 不 全 や 平 行

作 業 の 難 し さ か ら ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 自 体 に い く つ か の 困 難

を 持 つ と 推 測 さ れ る 。 ま ず ， 実 際 の 行 動 と 行 動 の 想 起 に 時 間 的

隔 た り が 存 在 し て し ま う こ と で あ る 。 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続

き で は ， 自 己 行 動 を 評 価 す る 際 の 時 間 的 デ ィ レ イ を 排 除 す る こ

と が 難 し く ， 知 的 障 害 を 持 つ 児 童 の 場 合 ， 正 確 に 自 己 行 動 を 想

起 す る こ と が 難 し い と 考 え る 。 そ し て ， 次 の 困 難 は ， 自 己 行 動

の 正 確 な 評 価 の 難 し さ で あ る 。 研 究 2 ， 4 の 考 察 で 述 べ た よ う

に ， 従 来 型 の フ ィ ー ド バ ッ ク で の 行 動 修 正 を 確 実 に 達 成 す る に

は ， 正 確 な 自 己 行 動 を 過 去 自 己 行 動 の 随 伴 性 を 先 行 事 象 と し て

評 価 行 動 を 行 わ な け れ ば 成 ら な い 。 こ の よ う な 状 態 か ら ， 従 来

型 の フ ィ ー ド バ ッ ク で は 十 分 な 行 動 変 容 が 望 め な い と 考 え る 。  

 以 上 の 仮 説 モ デ ル を 踏 ま え ， 自 己 行 動 を 想 起 し 自 己 評 価 す る

従 来 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き を 重 篤 な 知 的 ハ ン デ ィ キ ャ ッ

プ を 持 つ 児 童 に 適 用 し た 場 合 の 例 と し て ， 研 究 2 で 扱 っ た 『 女

性 の 身 体 を 触 る 行 動 』 に つ い て の 随 伴 性 を 図 6 - 4 に 記 し た 。   
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図 6 - 4  知 的 障 害 児 者 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ  

  

自己行動
随伴性の
想起

「いけませ
ん」

の発話反応
（自己評価）

強化子

A B C

フィードバック

保護者からの言語刺激
「身体を触っては…」

A

刺激性制御

触る以外の
行動 強化子

自己行動随伴性
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 図 6 - 4 は 序 章 で 提 示 し た 従 来 型 の フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き の 随

伴 性 モ デ ル で あ る 。 保 護 者 は ， 参 加 児 童 が 女 性 の 身 体 を 触 っ て

し ま っ た 場 合 ，「 今 の は … 」や 「 触 っ て は … 」 な ど の 声 か け を す

る こ と で ， 本 児 の 「 い け ま せ ん 」 と い う 言 語 反 応 を 促 す と い っ

た ， 一 種 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き を 日 常 的 に 行 っ て い た 。

し か し な が ら ， 行 動 問 題 の 改 善 は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た と の

報 告 が 成 さ れ て い た 。 図 6 - 4 の 随 伴 性 モ デ ル で 考 え る と ， 参 加

児 の 過 去 の 自 己 行 動 随 伴 性 は 先 行 刺 激 と し て 機 能 し て お ら ず ，

「 い け ま せ ん 」の 言 語 反 応 は ，保 護 者 か ら の 言 語 反 応（「 そ れ は

… 」や「 身 体 を 触 っ て は … 」）で あ っ た と 考 え ら れ る 。そ の た め ，

「 い け ま せ ん 」 の 言 語 反 応 は ， 保 護 者 か ら の 「 そ う ， 触 っ て は

い け ま せ ん だ よ 」 の 後 続 事 象 に よ り ， 保 護 者 か ら の 言 語 反 応 に

よ る 刺 激 性 制 御 の み を 強 化 し て い た と 推 察 さ れ る 。 そ の た め ，

過 去 の 自 己 行 動 随 伴 性 の 修 正 お よ び ， 次 の 先 行 事 象 （ 女 性 が 近

く に い る ） 下 で の 行 動 変 容 に 寄 与 し な か っ た 。  

 一 方 ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 導 入 し た 際 の 対 象 児 の

随 伴 性 を 図 6 - 5 に 示 し た 。   



- 176 - 

 

 

図 6 - 5  知 的 障 害 児 者 へ の ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク の 適 用  

  

ビデオ刺激

「いけませ
ん」

の発話反応
（自己評価）

強化子

A B C

フィードバック

他者からの言語刺激
「◯◯でしょ？」等

A

触る以外の
行動 強化子

自己行動随伴性

行動変容

女性が近くに
いる

身体を触る
感覚刺激
言語応答

ほぼ等価な刺激



- 177 - 

 

 図 6 - 5 で は ，過 去 の 自 己 行 動 随 伴 性 と 等 価 な V T R を 先 行 事 象

と す る こ と で ， 保 護 者 か ら の 声 か け を 先 行 事 象 と す る の で は な

く ，V T R に 記 録 さ れ た 自 己 行 動 の 様 子 を 先 行 事 象 と し た 自 己 評

価 行 動 （「 い け ま せ ん 」） が 生 起 し て い る 。 図 6 - 4 ， 図 6 - 5 で 参

加 児 が 示 し た 行 動 は 全 く 同 じ も の で あ っ た が ， 先 行 事 象 が 異 な

る た め ， 図 6 - 4 で は 保 護 者 の 声 か け に よ る 刺 激 性 制 御 が 強 め ら

れ ， 一 方 の 図 6 - 5 で は ， 過 去 の 自 己 行 動 と 等 し い 自 己 行 動 V T R

を 先 行 事 象 と し た た め に ，セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き が 成 立 し ，

問 題 行 動 の 低 減 に 繋 が っ た と 考 え る 。 こ の 仮 説 を 支 持 す る よ う

に ， 研 究 2 ， 研 究 4 共 に ， 言 語 で の 注 意 や 振 り 返 り で は 低 減 し

な か っ た 問 題 行 動 が ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 導 入 し た

と こ ろ ， 著 し い 改 善 を 示 し て い た 。  

 こ の よ う に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き で は ， 従 来 型 の フ

ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 存 在 し て い た 2 点 の 困 難 が 解 消 さ れ た と 考

え る 。 時 間 的 隔 た り に つ い て は ， ビ デ オ を 用 い る こ と で 具 体 的

な 自 己 行 動 を 視 聴 し な が ら 行 動 評 価 を 行 え る た め ， 想 起 す る こ

と よ り も 認 知 的 な 負 荷 が 低 か っ た と 考 え る 。 研 究 2 お よ び 4 の

参 加 児 の よ う に ， 知 的 障 害 を 抱 え た 児 童 で あ っ て も ， 自 己 行 動

に つ い て 判 断 す る こ と が で き た こ と か ら も ， 上 記 の 仮 説 が 支 持

さ れ る で あ ろ う 。 ま た 同 様 に ， 評 価 の 正 確 性 に つ い て も ビ デ オ

を 用 い る 事 で 具 体 的 な 視 覚 情 報 と し て 扱 う こ と が 可 能 と な り ，

想 起 よ り も 正 確 に 自 己 行 動 が 評 価 で き た と 考 え る 。 こ れ は 研 究

2 〜 4 す べ て に お い て ，対 象 児 の 行 動 評 価 と ト レ ー ナ ー の 客 観 的

評 価 に 大 き な 差 異 が 見 ら れ な か っ た こ と か ら も 支 持 さ れ る 。 以

上 の 2 点 か ら ， 比 較 的 知 的 な ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ が 大 き い 児 童 に
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つ い て も ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 利 用 す る こ と で ， セ

ル フ モ ニ タ リ ン グ と 同 様 の 行 動 修 正 効 果 が 観 察 さ れ た と 論 決 す

る 。  

 次 に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が 行 動 修 正 へ の 嫌 悪 情 緒

反 応 に よ っ て 強 固 に 維 持 さ れ た 行 動 に 対 し て ， 比 較 的 簡 便 に 修

正 す る こ と が で き た こ と に つ い て 述 べ て い く 。 行 動 修 正 へ の 嫌

悪 情 緒 反 応 が 関 連 し て い る と 示 唆 さ れ る こ と か ら ， ビ デ オ フ ィ

ー ド バ ッ ク の 中 で も ， 提 示 や 教 示 に 使 用 さ れ る 刺 激 の 新 奇 性 お

よ び 、 付 随 す る 情 緒 反 応 に つ い て の 三 項 随 伴 性 の 枠 組 み か ら 分

析 を 試 み た 。 研 究 3 お よ び 4 で 扱 っ た 行 動 の 随 伴 性 に つ い て 図

6 - 6 に 示 し た ．   
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図 6 - 6  本 研 究 で 扱 っ た 情 緒 反 応 で 維 持 さ れ た 問 題 行 動 随 伴 性  
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 図 6 - 6 で 表 し た 随 伴 性 は ， 言 語 で の 注 意 や 制 止 な ど の 行 動 に

よ っ て 逆 に 不 適 切 行 動 が 維 持 さ れ て い た 研 究 3 お よ び 4 の 問 題

行 動 に つ い て 図 示 し て い る 。 図 6 - 6 の 流 れ を 概 観 す る と ， 不 適

切 行 動 に 対 し て 周 囲 が 反 応 す る こ と に よ り 参 加 児 の 情 緒 反 応

（ 興 奮 な ど ） が 喚 起 さ れ ， 不 適 切 行 動 生 起 の 確 立 操 作 と し て 寄

与 す る 随 伴 性 が 示 さ れ て い る 。 実 際 の 研 究 3 で は ， メ イ ン ト レ

ー ナ ー の「 学 校 で の 出 来 事 を 教 え て 下 さ い 」の 声 掛 け に 対 し て ，

暴 言 や 暴 力 な ど の 不 適 切 行 動 を 生 起 し て い た 。 不 適 切 行 動 を 修

正 す る た め に ， 本 人 に 振 り 返 り を す る よ う に 言 語 で 伝 え る が ，

そ の 言 語 に よ っ て ， ま す ま す 不 適 切 行 動 を 惹 起 す る と い っ た 行

動 を 示 し て い た 。 結 果 ， 不 適 切 行 動 が よ り 頻 繁 も し く は 強 度 を

強 め て 生 起 し て し ま い ， 不 適 切 行 動 を 止 め る た め に 更 に 注 意 を

行 う と い う ネ ガ テ ィ ブ フ ィ ー ド バ ッ ク が 形 成 さ れ て い た と 推 測

さ れ る 。 研 究 3 ， 4 の 行 動 問 題 共 に ， ト レ ー ナ ー が 注 意 を 行 う

と 暴 言 の 種 類 や 破 壊 的 行 動 の 生 起 頻 度 が 増 加 し た と い う 事 実 か

ら も ， こ の 随 伴 性 モ デ ル は 支 持 さ れ る だ ろ う 。 こ の モ デ ル を 踏

ま え ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 行 動 修 正 の 随 伴 性 を 図 6 - 7

に 記 述 し た 。   
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図 6 - 7  ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク ド 導 入 後 の 随 伴 性   

自己行動

随伴性の想
起
＋

嫌悪刺激

自己評価 強化子

不適切行動
（情動反応を含む）

嫌悪刺激
の消失
（回避）

A
B C

フィードバック

自己行動随伴性

言語報告 強化

「学校であった
ことを教えて」
の声かけ

不適切行動
（暴言など）

言語での注意
（「やめなさい」）

行動変容



- 182 - 

 

 図 6 - 7 と 図 6 - 6 を 比 較 す る と ， 言 語 で の 振 り 返 り を 教 示 す る

の で は な く ，自 己 行 動 の V T R を 先 行 事 象 と し て 自 己 評 価 を 行 っ

て い る 。V T R を 見 な が ら 自 己 行 動 を 評 価 す る と い っ た 手 続 き は ，

一 般 的 な 生 活 環 境 で は 取 り 入 れ ら れ て い な い 手 続 き で あ る 。 そ

の た め ， 嫌 悪 条 件 付 け 等 の ネ ガ テ ィ ブ な 情 動 反 応 が 形 成 さ れ て

お ら ず ， 不 適 切 な 情 動 反 応 が 喚 起 さ れ な か っ た と 考 え る 。 そ の

た め ， 適 切 な 自 己 評 価 お よ び セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き が 実 施

さ れ た と 推 察 さ れ る 。 実 際 に 研 究 3 , 4 と も に 問 題 行 動 の 確 立 操

作 と し て 機 能 す る よ う な ト レ ー ナ ー か ら の 関 わ り は 一 切 な か っ

た 。 そ の 代 わ り ， 自 己 評 価 に よ っ て 行 動 の 生 起 頻 度 は 制 御 さ れ

て い た と 考 え る 。 よ っ て ， 図 6 - 6 で 示 し た よ う な 確 立 操 作 と な

る 変 数 が 寄 与 し な い た め ， 比 較 的 重 篤 な 行 動 問 題 が 数 回 の ビ デ

オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き に よ り 行 動 が 修 正 さ れ た と 考 え る 。 ま

た ， 研 究 3 , 4 共 に 不 適 切 行 動 を 標 的 行 動 と し て 扱 っ た が ， 研 究

4 で は ， エ ピ ソ ー ド デ ー タ の み だ が 適 切 行 動 の 生 起 頻 度 も 上 昇

も 窺 う 事 が で き た 。そ の た め ，図 6 - 7 は 弱 化 手 続 き だ け で な く ，

適 切 行 動 の 強 化 と い っ た 側 面 を 担 う こ と も 可 能 で あ ろ う 。  

 

2 - 3 . 臨 床 的 展 望  

 ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き を 導 入 す る こ と で ， 知 的 な 障 害

が 重 く ， 過 去 の 自 己 行 動 随 伴 性 を 先 行 事 象 と し た 自 己 評 価 行 動

が 難 し い 児 童 に も ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き を 適 用 す る こ と

が で き る 。セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 手 続 き は ，“自 立 度 の 向 上 を 目 的

と し 、 自 ら 行 う 制 御 行 動 に よ っ て 自 分 自 身 の 被 制 御 行 動 を 変 え

る ま た は 維 持 す る 過 程 ” と 定 義 さ れ る 自 己 管 理 （ S e l f  
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- M a n a g e m e n t ）（ 竹 内 ， 2 0 0 5 ）に 通 じ る 行 動 で あ る 。竹 内 ( 2 0 0 5 )

に よ る と ， 自 己 管 理 行 動 は ， ① 自 立 の 促 進 ， ② 外 的 な 指 示 、 監

視 、 援 助 の 減 少 ， ③ 般 化 と 維 持 の 問 題 の 解 決 ， ④ イ ン ク ル ー シ

ブ 教 育 の 促 進 な ど ， 自 閉 性 障 害 児 者 が 独 立 し た 個 と し て 社 会 で

自 立 す る た め に 不 可 欠 な 行 動 で あ る と 強 調 さ れ て い る 。 重 い 知

的 障 害 を 抱 え る 児 童 に と っ て ，ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き は ，

そ の 後 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ ， 自 己 管 理 に 続 く ， 自 立 へ の 大 き

な 足 が か り と し て 機 能 す る 可 能 性 を 秘 め て い る と 言 え る だ ろ う 。 

 次 に ， 嫌 悪 情 動 反 応 に よ っ て 強 固 に 維 持 さ れ た 行 動 へ の 修 正

効 果 の 臨 床 的 展 望 に つ い て 述 べ る 。 他 者 か ら の 叱 責 に よ る 嫌 悪

情 動 反 応 に 起 因 す る 行 動 の 修 正 は ， 自 己 の 情 動 反 応 に よ っ て 形

成 さ れ て い る た め ， 従 来 の 教 育 的 な 関 与 で は 対 応 が 非 常 に 難 し

い 。 特 に ， 特 別 支 援 学 校 ， 特 別 支 援 学 級 ， 通 常 級 の よ う な ， 集

団 の 中 で 指 導 を 行 わ な け れ ば な ら な い 環 境 設 定 で は ， 問 題 行 動

を 示 す 児 童 だ け で な く ， 周 囲 の 構 成 員 （ ク ラ ス メ イ ト な ど ） に

つ い て も 模 倣 に よ る 誤 学 習 が 起 こ る 可 能 性 が あ る 。 そ の よ う な

重 篤 な 行 動 問 題 の 契 機 と な る 重 篤 な 行 動 問 題 に ， ビ デ オ フ ィ ー

ド バ ッ ク 手 続 き が 効 果 を 示 し て い る こ と は ， 教 育 臨 床 上 に 大 き

な ツ ー ル と な る 可 能 性 を 持 つ 事 が 示 唆 さ れ る 。  

 最 後 に ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 手 続 き が 集 団 に 適 用 で き る こ

と か ら ， 集 団 場 面 や 関 わ り 合 い の 中 で 複 数 人 の 行 動 を 同 時 に 修

正 で き る 手 続 き で あ る と 言 え る 。 人 的 ， 物 理 的 ， 時 間 的 コ ス ト

か ら ， 有 用 な 手 続 き で あ り ， 学 校 で の 指 導 の よ う な 場 面 で も 有

効 に 適 用 す る こ と が で き る と 考 え る 。  
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3 . 本 研 究 の 課 題  

 

本 稿 で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ 手 続 き と ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク

手 続 き に よ る 行 動 支 援 の 可 能 性 に つ い て 論 述 し た 。 ビ デ オ モ デ

リ ン グ ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク 共 に 肯 定 的 な 結 果 が 報 告 さ れ ，

更 に 三 項 随 伴 性 か ら の 分 析 を 加 え る こ と で ， そ れ ぞ れ の 手 続 き

が ど の よ う な 影 響 を 対 象 者 に 与 え て い る か に つ い て の モ デ ル が

構 築 さ れ た 。 そ こ で ， 総 合 考 察 の 最 後 に 今 後 の 研 究 の 方 向 性 や

視 点 に つ い て ， モ デ ル の 精 密 化 と 臨 床 適 用 の 2 領 域 で 述 べ て い

き た い 。  

モ デ ル の 精 密 化 で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ と ビ デ オ フ ィ ー ド バ

ッ ク そ れ ぞ れ に 効 果 を 示 す 対 象 児 童 の 分 析 が 挙 げ ら れ る 。 本 稿

で は ， 知 的 障 害 の 有 無 に よ っ て 対 象 を 大 き く 2 つ に 分 け た と こ

ろ ， 知 的 障 害 の 有 無 は ビ デ オ モ デ リ ン グ ， ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク に 顕 著 な 変 数 と し て 影 響 し な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 し か

し ， 障 害 に よ る 区 別 や 生 育 歴 ， 行 動 特 徴 ， 強 化 歴 な ど は 考 慮 さ

れ て い な い 。 ま た ， 問 題 行 動 の 種 類 も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関

す る 行 動 だ け で あ り ， 学 習 に 関 す る 行 動 や 新 規 行 動 の 獲 得 に 関

す る 比 較 検 討 は 不 十 分 で あ る 。 今 後 の 研 究 で は ， 対 象 と な る 児

童 ， 行 動 に つ い て 更 な る 検 討 を 加 え る こ と で ， よ り 一 層 正 確 な

手 続 き や 効 果 の 記 述 が 可 能 と な る だ ろ う 。  

臨 床 適 用 で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ と ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ ク に

よ る 観 察 学 習 自 体 の 般 化 効 果 に つ い て の 検 討 が 成 さ れ て い な い 。

今 後 の 研 究 で は ， ビ デ オ モ デ リ ン グ お よ び ビ デ オ フ ィ ー ド バ ッ

ク 手 続 き の 肯 定 的 な 効 果 を ど の よ う に 自 然 な 随 伴 性 下 の 環 境 か
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ら 観 察 学 習 を 成 立 さ せ る よ う に 支 援 し て い く か が 大 き な 視 点 と

な る だ ろ う 。1 9 7 0 年 代 後 半 か ら 自 閉 症 児 の 観 察 学 習 に つ い て の

研 究 は ， 1 9 7 5 年 の 全 障 害 児 教 育 法 （ E d u c a t i o n  f o r  A l l  

H a n d i c a p p e d  C h i l d r e n  A c t  o f  1 9 7 5 ） 施 行 か ら 始 ま っ た 統 合 教

育 の 流 れ が 背 景 と し て 存 在 し て い る 。 統 合 教 育 と は ， す べ て の

障 害 児 の 独 自 の ニ ー ズ を 満 た す た め の 教 育 や 関 連 サ ー ビ ス を 保

障 す る だ け で な く ， 障 害 児 と そ の 保 護 者 の 権 利 を 保 障 す る こ と

を 目 的 と し て お り ， 本 人 や 家 族 の 意 向 を 無 視 し た 分 離 教 育 を 違

法 と 定 め て い る （ U n i t e d  S t a t e s  C o n g r e s s ,  1 9 7 5 ）。 統 合 教 育 の

流 れ に お い て ， ① 自 閉 性 障 害 児 が 普 通 学 級 の 環 境 に 統 合 で き る

か ど う か （ R u s s o  &  K o e g e l , 1 9 7 7 ）， ② 自 閉 性 障 害 児 に 対 し て ，

定 型 発 達 児 ピ ア が 適 切 行 動 の モ デ ル と な り う る か ど う か（ E g e l ,  

e t  a l 。 , 1 9 8 1 ） が 中 心 的 な 論 点 と し て 挙 げ ら れ て い る 。 統 合 教

育 下 で の 自 閉 性 障 害 児 者 の 適 応 行 動 の 学 習 に は ， 通 常 学 級 に 在

籍 し て い る 他 の 定 型 発 達 児 ピ ア か ら の 観 察 学 習 が 大 き な ウ ェ イ

ト を 占 め る こ と と な る 。 も し 自 閉 性 障 害 児 者 が 他 者 観 察 か ら 適

応 行 動 を 学 ぶ こ と が 可 能 で あ れ ば ， 定 型 発 達 児 者 と 同 様 の カ リ

キ ュ ラ ム に 参 加 す る こ と は ， よ り 大 き な 社 会 適 応 を 果 た す た め

の 大 き な 可 能 性 を 与 え る こ と と な る で あ ろ う ． 統 合 教 育 の 理 念

は 2 0 0 7 年 度 よ り 本 邦 で 行 わ れ て い る 特 別 支 援 教 育 に も ， 障 害

を 持 つ 児 童 も 定 型 発 達 児 と 同 様 の 環 境 に 編 入 す る と い う メ イ ン

ス ト リ ー ミ ン グ の 点 か ら 大 き な 関 係 を 持 っ て い る 。 つ ま り ， 自

閉 性 障 害 児 者 の 観 察 学 習 に つ い て 研 究 知 見 を 蓄 積 す る こ と は 本

邦 で も 求 め ら れ て い る と 言 え る だ ろ う （ 李 ・ 小 林 ,  1 9 9 7 ）。 こ の

よ う に ， 統 合 教 育 ・ 特 別 支 援 教 育 に お い て 環 境 の 観 察 か ら 自 発
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的 に 自 己 の 行 動 を 最 適 化 ・ 修 正 し て い く た め に 観 察 学 習 を 位 置

づ け る の な ら ば ， 観 察 学 習 行 動 を 般 化 さ せ る 要 因 や 条 件 の 検 討

が 必 須 で あ ろ う 。 特 別 支 援 教 育 の 範 囲 だ け で な く ， 自 然 な 環 境

下 に お い て 自 閉 性 障 害 児 者 が 自 ら の 行 動 を 調 整 し Q O L を 高 め

る た め に ， 観 察 学 習 行 動 自 体 の 成 立 要 因 を 考 察 し て い く こ と が

必 要 で あ る と 考 え る 。  

最 後 に ， 今 回 の 研 究 を 実 施 す る に あ た り ， ビ デ オ 撮 影 の 同 意

や ，撮 影 し た V T R の 管 理 に つ い て 最 大 限 の 配 慮 や 細 心 の 注 意 が

必 要 で あ っ た 。 し か し ， 配 慮 に 要 す る 負 担 が 大 き な も の で あ っ

た と し て も ， 子 ど も の 問 題 解 決 お よ び 支 援 の 文 脈 に お い て ， 広

範 に 渡 る 多 大 な る 臨 床 効 果 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ て い る 。 そ の た

め ， 安 全 で 簡 便 な 手 続 き の 開 発 お よ び ， よ り 日 常 的 な 文 脈 で の

実 用 性 の 検 討 が 望 ま れ る だ ろ う 。   
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